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名称・沿革等1

（1）名　　称
 香川県立保健医療大学（平成16年４月開学）

（2）学部・専攻科・研究科
 【保健医療学部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ●看護学科
 　入学定員：70人
  卒業後に取得できる資格：看護師国家試験受験資格
   保健師国家試験受験資格（選択制）
   （令和元年度以前の入学者）
 ●臨床検査学科
 　入学定員：20人
  卒業後に取得できる資格：臨床検査技師国家試験受験資格
  在学中に取得できる資格：健康食品管理士認定試験受験資格
   （所定科目の履修者）
   遺伝子分析科学認定士（初級）認定試験受験資格
   食品衛生管理者・食品衛生監視員任用資格

 【助産学専攻科】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　入学定員：10人
  卒業後に取得できる資格：助産師国家試験受験資格
   受胎調節実地指導員（看護師資格を有する者）
   新生児蘇生法講習会修了認定資格（選択制）

 【保健医療学研究科】　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ●看護学専攻（博士前期課程）
 　入学定員：５人
 ●看護学専攻（博士後期課程）
 　入学定員：２人
 ●臨床検査学専攻（博士前期課程）
 　入学定員：3人
 ●臨床検査学専攻（博士後期課程）
 　入学定員：2人

（3）所 在 地
 香川県高松市牟礼町原281番地1
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（4）沿　　革
①香川県立医療短期大学

 平成 ３年 ３月  ｢香川県21世紀長期構想」事業計画で医療従事者の教育機関
整備の検討を記述

 平成 ７年 ４月 県立医療短期大学設立準備室設置
   10月 県立医療短期大学整備基本構想策定協議会設置
 平成 ８年 ２月 県立医療短期大学整備基本構想策定
   12月 牟礼町原地区に設置決定
 平成 ９年 10月 建築工事起工式
   12月 県立医療短期大学設置準備委員会設置
 平成10年  ４月 文部大臣へ県立医療短期大学設置認可申請
   12月 文部大臣設置認可
    県立医療短期大学設置条例公布
 平成 11年 ４月 県立医療短期大学開学（第１期生入学）
 平成 14年 ４月 県立医療短期大学専攻科設置
 平成 19年 ３月 県立医療短期大学閉学

②香川県立保健医療大学
 平成 12年 6月  香川県新世紀基本構想で県立医療短期大学の４年制大学へ

の移行について検討を記述
 平成 13年 5月 香川県立医療短期大学４年制化検討委員会設置
   11月 香川県立医療短期大学４年制化検討委員会提言
 平成 14年 5月 大学設置基本構想策定委員会設置
   11月 県立保健医療大学設置基本構想策定
    県立大学設置準備委員会設置
 平成 15年 4月 文部科学大臣に県立保健医療大学設置認可申請
   11月 文部科学大臣設置認可
   12月 香川県立保健医療大学設置条例公布
 平成 16年 4月 県立保健医療大学開学（第１期生入学）
 平成 20年 3月 県立保健医療大学第１期生卒業
 平成 21年 4月 県立保健医療大学大学院保健医療学研究科（修士課程）設置
    保健医療学部看護学科入学定員を50名から70名に増員
 平成 23年 3月 大学院保健医療学研究科第１期生修了
   4月  大学認証評価機関から「大学基準に適合している」との認定

を受ける
    地域連携推進センターを設置
 平成 24年 4月 助産学専攻科を設置
    看護学科学部教育に保健師選択制導入
    看護学科3年次編入学制度の廃止
 平成 25年 4月  大学院保健医療学研究科に専門看護師コース（精神看護）を

設置
 平成 29年 4月  大学院保健医療学研究科保健医療学専攻（修士課程）の学

生募集停止
     大学院保健医療学研究科に看護学専攻（修士課程）、臨床検

査学専攻（博士前期課程）及び臨床検査学専攻（博士後期課
程）を設置

 平成 31年 ４月  大学院保健医療学研究科に看護学専攻（博士前期課程）及び
看護学専攻（博士後期課程）を設置

 令和 ２年 ４月 看護師基礎教育の４年制を開始
 令和 ４年 ４月 保健師・助産師課程の大学院化（予定）
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組織図2
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基本理念・教育目標・3つのポリシー3

（1）基本理念
香川県立保健医療大学は、生命の尊厳を畏敬する深い人間愛を基盤として、教育、研究、
地域貢献を推進します。
　 生涯にわたる知の探究と自己の能力を開発していく力を有し、地域の保健医療をリード
する人材を育成します。
　国際的視野を有し、保健医療の発展に寄与する先駆的研究を進めます。
　地域のニーズに応える保健医療に関する情報発信や教育研究拠点として活動します。
これらを通じ、「県民に一目置かれる大学」として、人々の健康で心豊かな未来を拓きます。

（2）保健医療学部の教育目標
１ 　高い倫理観と教養を備えるとともに、深い人間愛に基づいて生命の尊厳を重んじるこ
とができる人間性豊かな人材を育成する。
２ 　看護学・臨床検査学に関する専門的知識・技術に基づいた総合的判断力を備え、実践
することができる人材を育成する。
３ 　科学的思考力に基づいた豊かな創造性と探究心を持ち、生涯にわたり自らの能力の向
上に努め、社会環境の変化や医療の高度化・多様化に適切に対応できる人材を育成する。
４ 　保健・医療・福祉における他の専門職と連携協働して、自らの役割と社会的使命を果
たすことができる人材を育成する。
５ 　地域や国際社会の特性や問題を広い視野で理解し、多様な保健・医療・福祉の課題に
適切に対応し、保健医療の向上に主体的に貢献できる人材を育成する。

（3）看護学科の３つのポリシー
①ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針）
　看護学科では、以下に示された能力を卒業までに修得することを重視して成績評価を行
い、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認め、学士 (看護学 )の学位を授与する。
１ 　一人ひとりの人間を総合的に理解し、互いに成長し合える関係形成ができる基礎的能
力を身に付けている。
２ 　人の尊厳と権利を擁護する看護について探究し、倫理的判断に基づいて行動できる基
礎的能力を身に付けている。
３ 　看護の対象と状況を的確にアセスメントし、根拠に基づく看護が実践できる基礎的能
力を身に付けている。
４ 　看護の実践・研究・教育の場で、将来、論理的に課題を探究し対応できる基礎的能力
を身に付けている。
５ 　看護の対象を取り巻く保健・医療・福祉チーム員の役割を理解し、人 と々連携協働しリー
ダーシップが発揮できる基礎的能力を身に付けている。
６ 　常に変化する社会に関心を寄せ、地域における看護の課題を探究し、新たな看護を創
造できる基礎的能力を身に付けている。
７ 　看護を学ぶ自分と真摯に向き合い、看護専門職として誇りと責任をもって実践し成長
し続ける基礎的能力を身に付けている。
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②カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
　看護学科では、ディプロマ・ポリシーの実現を目指して、以下の方針（考え方）でカリキュ
ラムを編成する。
　進級に関しては、各学年で定められた単位を修得する必要がある「進級制」を採用する。
１ 　看護学の学修が、基礎から応用および専門に向けて、段階的に積み上がるように科目
編成するとともに、看護学周辺領域の学修が、看護学の学修に関連づけられるように科
目を設定し配置する。
　全科目は、＜基礎科目群＞と＜看護専門科目群＞に大きく区分する。
　＜基礎科目群＞は、「自然」「人間」「社会」「情報」「外国語」「健康」に区分する。
　＜看護専門科目群＞は、「看護学総論」「看護技術論・臨床推論」「看護過程論」「健康
レベル別看護論」「発達段階別看護論」「メンタルヘルス看護論」「地域・在宅看護論」「看
護発展論」「看護学実習」「看護ゼミナール・看護研究」に区分する。

２ 　看護実践能力が４年間で「基礎－応用－統合」と着実に獲得できるように看護学実習
を配置する。
　１年次前期から「看護学導入実習」（１週間）によって看護を学ぶ動機づけを図り、２
年次修了までに看護実践能力の基礎形成が確実になるように「看護技術論実習」（２週間）
と「看護過程論実習」（４週間）を配置する。
　３年次は、対象と場の特性に応じて展開できる看護実践能力に発展させるために「発
達段階別看護論実習」（母性、小児、老年を各２週間）と、「メンタルヘルス看護論実習」
（2週間）「在宅看護学実習」（2週間）を配置する。
　４年次は、これまでに獲得してきた知識・技術と経験を「健康レベル別看護論実習」（３
週間）と「看護学総合実習」（３週間）に統合させる。

３ 　１年次から４年次までの看護学実習前後に演習を配置し、看護師が行う「臨床推論・
臨床判断」について事例を使って学修し、他の演習および実習の学びと統合させながら「根
拠に基づく基礎実践能力」の獲得につなげる。演習は、学年を超えた学生同士・教員・
臨床看護師の構成で行い、「連携協働する能力」「成長し続ける能力」の獲得につなげる。
４ 　地域貢献への志向性を培うために、１年次から、地域包括ケアと看護の役割拡大への
関心及び理解が段階的に深まるように科目設定を行い、３年次以降に、「連携協働する
能力」と「地域の看護を創造する能力」に発展させる。さらに、学生が主体的に、県内
外の地域で暮らす人々に対する健康ボランティア活動を計画して実施する「地域健康サ
ポーター実習」を２年次～４年次の自由時間内で実践する。
５ 　学生の自律性と創造性が発揮できるように、自己学修、グループ討議、発表会など多
様な学修形態を採り入れるとともに、個人およびグループによる学修時間が確保できる
ように科目時間数設定と時間割編成を行う。
　また、１年次「看護ゼミナールⅠ」で課題探求能力の基礎作りを行い、３年次「看護ゼ
ミナールⅡ」と、４年次「看護研究」の課題探求能力の発揮につなげるようにする。

③アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）
１　科学的思考力を発展させる基礎学力を有している人
２　人間に関心があり、人との関わりに喜びを感じる人
３　状況判断ができ主体的に行動できる人
４　地域の看護実践の発展に貢献したい人
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（4）臨床検査学科の３つのポリシー
①ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針）
　臨床検査学科では、以下に示された能力を卒業までに修得することを重視して成績評価
を行い、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認め、学士 ( 臨床検査学 )の学位を
授与する。
１　豊かな人間性と高い倫理観を身に付けている。
２　臨床検査に必要な専門的な知識・技術と実践能力を身に付けている。
３ 　臨床検査学発展のために、自らの能力の向上に努め、データ管理力や科学的思考力を
用いて研究できる基礎的能力を身に付けている。
４　国際感覚を備え、臨床検査を通して、地域社会に広く貢献できる能力を身に付けている。
５ 　医療・環境・食品・保健分野などで、他職種と連携しながら、幅広く活躍できる能力
を身に付けている。

②カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
　臨床検査学科では、「教養教育科目」、「専門基礎科目」、「専門科目」の３つの柱で構成し、
豊かな教養と科学的思考に基づいた知識・技術及び総合的実践能力が修得できるように科
目配置する。
　進級に関しては、各学年で定められた単位を修得する必要がある ｢進級制｣ を採用する。
１ 　｢教養教育科目｣ は、豊かな人間性と教養を培い、情報化、国際化など時代の変化に
的確に対応できる能力を培う科目で構成する。
　特に検査データ管理に必要な ｢情報科学Ⅰ・Ⅱ・演習｣ は必修とし、知識、応用、実
践能力を高めるように指導し、演習課題で成果を評価する。
　さらに ｢英語Ⅰ・Ⅱ｣ を必修とし、生命や健康に関するロールプレイやグループワーク
の課題から、医学英語の実用表現を学び、討議内容により評価する。

２ 　｢専門基礎科目｣ は、健康、疾病、病態を広く理解するため、人体の構造と機能を系
統的に理解し、臨床検査についての専門知識、技術、医療チームとしての役割、他職種
との連携を学ぶ目的で構成する。
　専門科目に繋がる基礎となる科目は、ほとんどが定期試験により評価する。
　さらに、国際的視野を広げるために、｢国際保健論｣ を設け、他職種との連携のために、
｢組織論｣ と ｢地域チーム医療論｣ を設ける。これらの科目は、グループ討議、グループ
ワーク、課題発表により評価する。

３ 　｢専門科目｣ は、臨床検査学主要科目の講義、学内実習を中心に、検査結果を総合的・
多角的に判断分析、管理運営する基礎能力及び検査技術の修得を目的とし、グループ討
議、課題学習、レポート提出及び定期試験で評価する。
　さらに、臨地実習前には、実習に必要な知識、実技、接遇能力の確認、補填を行い、
一定レベル以上の能力獲得評価を行う。
　｢臨地実習｣ は、臨地実習ガイドラインをもとにした実習施設とのプログラム確認により、
総合的実践能力を高めるように編成する。
　｢臨地実習｣ の成果は、実習施設の教科ごとの責任者の評価と学内での最終試験によ
り総合的に評価する。
　医療の高度化や社会環境の変化に対応すべく、｢検診検査学｣、｢救急医療概論｣、｢生
殖補助医療技術論｣、｢医療経済学｣、｢リスクマネージメント｣、｢健康食品学｣ などの科
目についても、履修可能な体制をとっている。
　さらに、所定科目履修者は、在学中に、健康食品管理士、遺伝子分析科学認定士及
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び食品衛生管理者・食品衛生監視員の資格取得が可能となる体制をとっている。
　｢卒業研究｣ は、少人数グループ制で実施することで、科学的思考力、データ管理力
を高めるような指導を行い、抄録提出と学内発表等から評価する。

③アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）
１　論理的思考に必要な基礎学力を有している人
２　責任感と協調性があり、主体的に行動できる人
３　知的好奇心が旺盛で、科学的な観察力を持つ人
４　臨床検査技術を基盤に、地域の多様な分野で活躍したい人

（5）助産学専攻科の教育目標
１ 　性と生殖における生活上の健康問題について、女性のライフステージ各期の健康水準
を診断し支援するウィメンズヘルスケア能力を養う。
２ 　妊娠・分娩・産褥・新生時期の健康水準を診断し、マタニティサイクル各期が自然で安
全に経過し、育児が健全に行えるよう支援するマタニティケア能力を養う。
３ 　変動する社会のニーズや医療の進歩に対応できる能力と科学的根拠に基づいた質の高
い専門的知識・技術及び助産実践能力を養う。
４ 　母子保健医療チームの一員として他職種と協働しながら対象者と家族が生活する地域
の課題に積極的に取り組み地域社会に貢献できる姿勢を養う。
５ 　助産師としてのアイデンティティを育み、生涯を通じて自己の資質の向上を図る姿勢を
養う。

（6）助産学専攻科の３つのポリシー
①ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針）
　助産学専攻科では、以下に示された能力を修了時までに修得することを重視して成績評
価を行い、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認める。
１ 　女性の一生における性と生殖に関する健康課題に対して支援するためのウィメンズヘル
スケア能力を身に付けている。
２ 　妊産褥婦と新生児に対して安全・安心な助産ケアを提供でき、育児が健全に行えるよ
うに支援するためのマタニティケア能力を身に付けている。
３ 　助産師としての役割や自身の行動に責任を果たす能力、豊かな人間性及び高い倫理観
を身に付けている。
４ 　変動する社会のニーズや医療の進歩に対応できる能力、科学的根拠に基づいた知識・
技術及び基礎的助産実践能力を身に付けている。
５ 　他職種と協働し、地域で生活している母子の健康に貢献できる能力を身に付けている。
６ 　生涯にわたり自己の資質の向上に努める能力と助産師としてのアイデンティティを身に
付けている。

②カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
　助産学専攻科では、｢基礎領域｣、｢実践領域｣、｢実践関連領域｣ の３つの柱で構成し、
助産師に必要な基本的能力 (コア･コンピテンシー)を倫理的感応力、マタニティケア能力、
ウィメンズケア能力、専門的自律能力と位置づけ、これらの能力が修了時に修得できるよう
に科目配置する。
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１ 　｢基礎領域｣ では、助産の対象である母子及びその家族について、人間、環境、社会
の側面から理解するための科目や助産学を探究する科目を配置し、学生が自主的な学習
意欲に基づいて学ぶ。
　学修課題への取組みと達成状況、レポート及び筆記試験によって総合的に評価する。

２ 　｢実践領域｣ では、講義、学内演習、実習を通じて、妊産褥婦及び新生児とその家族
を支援する助産の実践に必要な基本的な知識・技術を中心に学ぶ必修科目を配置する。
　筆記試験のみでなく、演習課題への取組みと達成状況、レポート及び助産技術試験で
評価する。
　特に実習科目は、助産師として必要な基礎的助産実践能力を獲得するために重要な科
目である。
　｢助産学実習Ⅰ｣ では、妊娠分娩産褥期及び新生児期を継続して１事例受け持つ実習と
するため、入学後早期から実習を開始し、病院及び助産所において継続した助産ケアに
ついて学ぶ。
　｢助産学実習Ⅱ｣ では、分娩介助を中心に、病院において妊産褥婦及び新生児に対す
る助産実践について学ぶ。規則により正常な分娩を10例介助することが修了要件となっ
ており、実習期間内に介助できない場合は補習実習を行う。
　｢助産学実習Ⅲ｣ では、病院及び助産所の助産管理、｢助産学実習Ⅳ｣ では、ライフサ
イクル全般の女性への健康支援の実際について学ぶ。
　実習科目については、実習施設の実習指導者の意見も得て、評価表に基づいて総合的・
客観的に基礎的助産実践能力を評価する。
　さらに、継続事例への関わりを事例研究としてまとめることで科学的思考能力を養い、
評価表に基づき研究能力を評価する。

３ 　｢実践関連領域｣ では、卒業後に卓越した助産実践能力を獲得することを目的として選
択科目を配置する。
　｢総合ヘルスケア論｣ では、経験豊かな助産師により助産技術を学ぶ。
　また、｢母子保健活動論Ⅱ｣ では、国際的な母子保健活動の実際や民間団体による母
子保健活動の講義から助産師に求められている課題や他職種との連携について学ぶ。
　｢助産学実習Ⅴ｣ では、地域で生活している母子の健康支援方法について学ぶ。
　さらに、「新生児蘇生法講習会 ( 専門コース )｣ の修了認定資格を得ることが可能とな
るよう、｢新生児学・乳幼児学特論Ⅱ｣ では、新生児救急蘇生における助産師の役割につ
いて学ぶ。

③アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）
１　看護学の基盤を有し、助産学を追究する姿勢をもっている人
２　自分の行動に責任を持ち、生命の誕生に真摯に向き合える人
３　助産師として、地域で生活している母子の健康に貢献することを目指す人

（7）保健医療学研究科の基本理念・目的
　人々の健康と自立の支援を基本理念として、保健医療の分野においてより高度で専門的
な学術理論及び実践能力を修得するとともに、包括的な判断能力と指導力を有する高度専
門職業人を育成することにより、保健・医療・福祉が連携した質の高い総合的サービスを
提供し、高度な専門知識を持ち、新規かつ独創的な研究成果を発信する研究能力を持つ
教育者・研究者を育成することにより、地域の保健医療の質向上、人々の健康増進、ひい
ては、健康長寿社会の推進や次世代育成支援に寄与する。
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（8）保健医療学研究科の３つのポリシー
看護学専攻
①ディプロマ・ポリシー(修了の認定に関する方針)
◆博士前期課程
　修了要件となる単位を修得するとともに、必要な研究指導を計画的に受けた上で修士論
文を作成し、保健医療学研究科看護学専攻が行う修士論文の審査及び最終試験に合格し、
下記の条件をすべて満たす者に修士 (看護学 )の学位を授与する。
１　研究課題を探求し、研究目的に応じた方法を用いて成果を生み出さす能力を有する。
２　看護の実践と研究において、倫理的判断と行動が遂行できる能力を有する。
３ 　専門領域の研究知見と看護実践の動向を把握し、批判的に検討し統合する能力を有す
る。
４　他者との討論を通して、自己と他者およびチームの成長につなげる能力を有する。

◆博士後期課程
　看護学専攻博士後期課程に３年以上在籍し、専門共通科目（必修）６単位、専門科目（選
択）２単位、演習科目（必修）２単位、特別研究科目（必修）６単位の合計16単位を修得し、
博士論文の審査及び最終試験に合格することとし、加えて、博士論文に関する副論文１編を、
査読制度のある学術雑誌に単著又は共著筆頭の原著論文、研究報告、総説のいずれかとし
て発表すること（印刷中の論文については、その旨を記入し、アクセプトされたことが分か
る証明書を添付する）とする。これらの要件を全て満たす者に博士（看護学）の学位を授
与する。
　単位認定および論文審査にあたっては、以下の学位授与方針（ディプロマポリシー）
に基づいて厳格かつ適切な評価を行う。
１　専門領域における独創的な研究を行い、新たな看護の知を創造する能力を有する。
２　科学的考察や議論を深めて、新たな看護の見解を論述する能力を有する。
３　自らの研究について、その真価を問うために社会に発信する能力を有する。

②カリキュラム・ポリシー(教育課程の編成及び実施に関する方針)
◆博士前期課程
　専門共通科目16単位以上（必修６単位、選択10単位以上）と専門領域科目４単位以上、
特別研究10単位で編成する。
　専門共通科目は、広い視野で看護実践やその課題を捉えられる看護研究の基盤となる
12科目「先端医学論」「チーム医療特論」「保健統計学特論」「生命・医療倫理論」「英論
文作成概論」「看護理論」「看護と哲学」「質的研究方法論」「量的研究方法論」「地域包括
ケア特論」「看護政策特論」「看護教育学特論」を配置する。
　専門領域科目は、看護実践の探求と基礎的研究能力を育成するために各専門領域におい
て「特論」「演習」「特別研究」を配置する。
　専門領域は、「基盤開発看護学領域」「地域看護学領域」「精神保健看護学領域」「療養
支援看護学領域」「次世代育成看護学領域」の５領域で構成し、看護実践の質の向上と変
革をめざす。
１ 　基盤開発看護学領域では、あらゆる看護の対象と場における共通基盤である「看護専
門職として成長・発展」および「エビデンスに基づく看護」について探求する。
２ 　地域看護学領域では、地域における今日的課題を考察すると共に、地域で生活する個



10

人・家族・集団および地域を対象とした看護実践において、生活の質の向上に貢献でき
る看護実践力や方策を探求する。
３ 　精神保健看護学領域では、メンタルヘルスに健康問題を持つ本人と家族を取り巻く人々
が、その人らしい生活が生き生きと送れ、生活の質の向上を支援する看護実践を探求する。
４ 　療養支援看護学領域では、疾患や加齢により療養しているあらゆる健康レベルの本人
や家族を対象として、臨床における対象者の生活の質を高める看護実践・開発を探求する。
５ 　次世代育成看護学領域では、次世代を育成する看護の観点から、周産期の妊産褥婦
を含め広く女性を対象とした健康支援や子どもや家族の発達支援を探求する。
　特別研究は、研究課題となる専門領域科目の特論と演習における学習に連動した研究
を遂行し、専門性を深く探求した修士論文を完成とする。

◆博士後期課程
　以下の４項目を教育方針（カリキュラムポリシー）として定め、体系的で適切な教育課程
を編成する。
１ 　博士後期課程における看護学の専門領域は、地域包括ケアの推進に資する看護実践に
役立つモデルの開発研究を目指し、「実践開発看護学領域」とする。
２ 　教育課程は、研究の基盤的知識を養う「専門共通科目」、看護学特別研究につながる「専
門科目」と「演習科目」、博士論文を完成させる「特別研究科目」の４つの科目群で構成する。
３ 　「専門科目」の特論、「演習科目」の特別演習の学修を体系的に履修するコースワークが、
「特別研究科目」のリサーチワークに統合するように科目を配置する。
４ 　授業は、人と論理的・対話的に議論することで、組織内で政策提言ができるリーダー
能力の育成を意図した展開方法とする。

③アドミッション・ポリシー(入学者の受入れに関する方針)
◆博士前期課程
　看護学専攻博士前期課程では、基本理念・目的を達成するため、次のような資質を備え
た人を求める。
１　生命の尊厳を畏敬する深い人間愛と洞察力をもつ人
２ 　看護の課題を科学的に探究し、エビデンスを活用する専門性をもちリーダーシップの
発揮を志す人
３ 　看護実践や教育・研究に対する真摯な構想力や想像力、実践力を高めようとする人
４ 　看護学の発展に寄与できるアイデンティティを形成し、知識基盤社会の発展を目指し
て真理の追究を志す人

◆博士後期課程
　実践科学としての看護学に対する深い学識を持つ自立した研究者として、看護実践に役
立つモデルを独創的に開発し、研究成果を地域に還元することで、地域の看護実践の向上
と変革に貢献できる教育者又は看護実践の組織的指導者を育成する。これによって、地域
の看護の質向上及び県民の健康と福祉に寄与する。
　この教育目的を達成するために、以下の３項目を受け入れ方針とする。
１ 　専門領域の深い知識と看護研究の基本的能力をもち、看護実践の向上と変革に貢献
する独創的な研究に取り組める「論理的思考力」と「柔軟な発想力と創造性」を有して
いる人
２ 　地域の看護実践の向上と変革に使命感をもち、研究成果に基づく政策提言ができる組
織的指導者を目指したい人
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３ 　看護学の発展に貢献する意志をもち、看護学の研究を創造的に推進できる教育者を目
指したい人

臨床検査学専攻
①ディプロマ・ポリシー(終了の認定に関する方針)
◆博士前期課程
　修了要件となる単位を修得するとともに、必要な研究指導を計画的に受けた上で修士論
文を作成し、本研究科が行う修士論文についての研究の成果の審査及び最終試験に合格し、
下記の条件をすべて満たす者に臨床検査学の修士学位を授与する。
１　国際専門誌の読解力を備え、全国学会でも研究を発表する能力があること。
２ 　研究テーマに自主性や独創性があり、研究仮説の立案から実証までのすべての過程の
説明能力を有すること。

◆博士後期課程
　修了要件となる単位を修得するとともに、必要な研究指導を計画的に受けた上で、主論
文（１編）を英文で作成し、査読制度のある国際又は全国学会誌に投稿、査読を経て単著
又は共著筆頭の原著として発表する（印刷中の論文については、その旨記入し、アクセプト
されたことが分かる証明書を添付する）。なお、主論文に関連する副論文（申請者が筆頭著者・
共著者に入っている論文）の添付が望ましい。論文審査及び最終試験に合格し、下記の条
件をすべて満たす者に臨床検査学の博士学位を授与する。
１ 　臨床検査学領域における問題を発見し、解決に導く能力を有し、自ら研究仮説の立案、
研究の遂行、仮説の実証ができること
２ 　自らの研究について、社会への説明能力があり、国際又は全国学会誌に研究成果を発
表できること

②カリキュラム・ポリシー(教育課程の編成及び実施に関する方針)
◆博士前期課程
　臨床検査学専攻は、病態機能検査学及び病因解析検査学の２領域で構成する。
　専門共通科目12単位以上(先端医療学、保健医療福祉論、チーム医療特論の必修６単位、
選択６単位以上 )、専門領域科目８単位以上( 選択した特別研究が属する領域科目から特
論２単位及び演習２単位、さらに他の領域科目も含め４単位以上 )、特別研究10単位の合
計30単位以上を修得する。
１ 　病態機能検査学領域では、神経系、循環器、呼吸器、腎機能など種々の生理機能検
査や病理学的・細胞学的検査に基づく病態の解析法について、より専門性を深め、病態
を解析・診断するための臨床検査学について学修する。
２ 　病因解析検査学領域では、病原微生物、生態防御に関わる免疫系、生体の代謝に重
要な生化学的マーカー、遺伝子・染色体及びその関連物質等、病気を引き起こす要因に
ついて、より専門性を深め、病因を解析するための臨床検査学について学修する。
３ 　食品などの健康科学分野において、科学的な検証システムの構築などを通して人々の
健康志向への対応や、社会医学分野における保健医療福祉に貢献できる方法について学
修する。
４ 　膨大な量の検査情報を効率よく管理し、病態解析や病因解析に有効に利用するための
検査情報管理法や検査部の管理運営法についても専門性を深め、検査部門における管
理指導的役割について学修する。
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５ 　特別研究は、研究課題となる専門領域科目の特論と演習における学修に連動した研究
を遂行し、専門性を深く探究した修士論文を完成とする。

◆博士後期課程
　保健医療学研究科の教育研究理念、臨床検査学専攻の教育目的に則って、臨床検査学
の学術的基盤に基づいた高度な専門性と学際性とのバランスを図り、研究領域における教
育・研究の深化と発展を目指し、さらにこれを科学的に究めて新規かつ独創的な研究成果
を発信できる人材、すなわち、臨床検査学の高度な専門的能力と広範な専門知識、更に科
学的検証能力を備えた人材を育成するために、以下のような方針に基づいてカリキュラムを
編成する。「専門共通科目」、「専門科目」と「臨床検査学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で構成し、「専
門共通科目」は、１年次の前期に、臨床検査に関する幅広い研究テーマの研究課程におけ
る研究方法論を学修する１科目（「臨床検査学研究方法論」）を必修科目として、「専門科目」
は、後期に高度医療専門職に必要とされる能力の獲得を目指し研究領域の教育研究につい
て学修する４科目（「病原因子解析検査技術論」、「病理病態検査技術論」、「神経生理機能
検査技術論」、「遺伝子検査技術論」）を選択科目として、それぞれ配置する。「専門共通科目」
必修２単位、「専門科目」選択２単位以上の計４単位以上の修得とする。さらに個々の研究
テーマについて独創的な視点から、研究仮説及び計画の立案、実験・解析・考察、仮説の
立証を通して学位論文を完成させる、「臨床検査学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」は、３科目６単位
の必修科目として配置する。
１ 　「臨床検査学研究方法論」は、臨床検査に関する幅広い視野を有する教育者・研究者
を育成するために、臨床検査に関する幅広い研究テーマに関する質の高い国際専門雑誌
の英語論文抄読を行い、仮説の立案から仮説の科学的な検証に至るまでの研究課程に
おける研究方法論について学修する。
２ 　「病原因子解析検査技術論」は、細菌感染症に対して抗菌薬を用いない全く新しい治
療法の開発に繋げるための宿主 - 病原微生物相互作用研究やⅢ型分泌機構研究について
学修する。
３ 　「病理病態検査技術論」は、消化器癌や乳癌等における癌の分子病理細胞診断に必要
な技術と知識を深め、細胞接着因子の発現と上皮間葉転換による癌の浸潤、転移、悪
性度に関する分子機構の解析について学修する。
４ 　「神経生理機能検査技術論」は、神経変性疾患における活性酸素の役割や天然化学物
質の生体内情報伝達機構への影響とその作用機序について学修する。
５ 　「遺伝子検査技術論」は、遺伝子検査技術、遺伝学の基礎知識を更に深め、効率的な
遺伝子検査の開発や遺伝子情報に関する情報リテラシーについて学修する。
６ 　「臨床検査学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」は、必修の３科目６単位とし、開講は通年、年、１年
次はⅠ、２年次はⅡ、３年次はⅢを配置し、それぞれ研究過程並びに博士論文作成過程
の進度別に明示した３段階の到達水準を達成して進む順序性を設定する。満たない場合
は、学修期間は４年、５年と延長する研究指導体制とする。
７ 　専門的な研究を深化させるための「学術セミナー」を各年次に実施する。「学術セミナー」
では、院生が特別研究や博士論文作成過程での課題を発表し、院生間並びに教員と院
生間において相互に討論を重ね、多様な観点からの専門的な研究並びに学際的な観点か
らの研究の深化を図ることを目的とする。また、特色として、専門分野における豊かな
学識を有する者を招聘しグローバルな視点から、教育・研究への動機づけが得られる教
育研修を企画し、多様な観点から専門的な研究指導と学際的な研究指導が受けられる体
制とする。
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③アドミッション・ポリシー(入学者の受入れに関する方針)
◆博士前期課程
　臨床検査学専攻博士前期課程では、基本理念・目的を達成するため、次のような資質を
備えた人を求める。
１ 　生命を尊重し、いたわりの心をもつ人
２ 　臨床検査に関する基本的な知識・技能・態度を有している人
３ 　臨床検査学の領域におけるさまざまな課題についてリサーチマインドを持って探求し、
解決に努力する人
４ 　新たな臨床検査技術の開発に向けた研究を行いたい人

◆博士後期課程
　臨床検査学専攻博士後期課程では、基本理念・目的を達成するため、次のような資質を
備えた人を求める。
１ 　臨床検査学の高度な専門知識と科学的検証能力の獲得に強い意欲を有する人
２ 　臨床検査学領域における問題解決能力を備え、独創的な技術基盤の構築に向け強い
意欲を有する人
３　基本的な英語力を更に高め、国際専門誌の読解力や投稿への強い意欲を有する人
４　臨床検査学領域における教育者・研究者を目指す人
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教育内容4

（1）保健医療学部
①教養教育
　教養教育は、専門分野の枠を超えて共通に求められる知識を得るとともに、人間として
の在り方や生き方に関する高い倫理観と深い洞察力、さらには人々を取り巻く社会環境の
変化に的確に対応できる能力を養うことを目的としている。
　生命の尊重と豊かな人間性を養うための人文科学系科目、現代社会の諸問題や社会環境
と人との関わり等を理解するための社会科学系科目、科学的思考に基づく問題解決の基礎
となる自然系科目を設けている。
　また、国際的視野をもって活動し、情報化社会にも対応できる人材の育成のために、外
国語として英語と中国語を配置し、情報科学とコンピュータの基本操作を習得する科目を
設けるほか、健康的な生活習慣に果たす運動の重要性を理解し、自らの健康管理とともに、
地域の健康活動に貢献できる人材の育成を目指して健康科学科目を設けている。
　総合科目としては、臨床検査学科の学生を対象に教養講座・香川を設け、香川県の魅力
を紹介するとともに、さまざまな考え方を紹介し、多様な価値観があることを伝えている。
さらに、学問に対する基本的な考え方や姿勢を身につけるため、自ら選んだ問題を自ら調
べ、整理し、発表する能力を育成している。
　これらの教養教育科目は、原則として看護学科および臨床検査学科共通とし、両学科の
学生が同時に学習することによって、互いの交流と理解を深め、将来の保健医療分野での
連携・協働が可能となるような教育を目指している。

授業科目
看護学科 （令和３年４月１日現在)

自 然 物理学、化学、生物学
人 間 教育学、心理学、哲学、健康科学、健康スポーツ、障がい論、生命倫理
社 会 社会学、法学、経済学、史学、文化人類学、医療倫理学、社会保障論
情 報 情報リテラシー、看護情報学、看護統計
外 国 語 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、中国語Ⅰ・Ⅱ

臨床検査学科 （令和３年４月１日現在)

人文科学 日本語表現法、哲学、史学、心理学、倫理学
社会科学 法学、教育学、社会学、経済学、文化人類学
自然科学 物理学、物理学実験、化学、化学実験、生物学、生物学実験
外 国 語 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、中国語Ⅰ・Ⅱ
情報科学 情報科学Ⅰ・Ⅱ・演習
健康科学 健康科学、健康スポーツ
総合科目 教養講座・香川
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②看護学科
　看護学科では、人の尊厳の擁護と科学的思考力を中核とする看護実践能力を身につけ、
看護専門職として地域の人々の健康で幸福な生活の実現に貢献する、自律性と創造性が発
揮できる人材の育成を目指している。
　＜基礎科目群＞は、自然・人間・社会・情報・外国語・健康に区分して学ぶ。
　＜看護専門科目群＞は、「看護学総論」「看護技術論・臨床推論」「看護過程論」「健康レ
ベル別看護論」「発達段階別看護論」「メンタルヘルス看護論」「地域・在宅看護論」「看護
発展論」「看護学実習」「看護ゼミナール・看護研究」に区分する。
　教育課程の編成について、「看護学実習」は、看護実践能力が4年間で「基礎－応用－統合」
と着実に獲得できるように配置する。特に2年次前期の実習修了までに基礎形成を目指す。
看護学実習前後に演習を配置し、「臨床推論・臨床判断」の事例学習を協同（学生同士・教員・
臨床看護師）で行う。1年次から地域包括ケアと看護の役割拡大への関心及び理解が段階
的に深まるように地域看護学を配置、学生が主体的に取り組む「地域健康サポーター実習」
を2年次以降で実施する。1年次「看護ゼミナールⅠ」で課題探求能力の基礎作りを行い、
3年次「看護ゼミナールⅡ」と、4年次「看護研究」の課題探求能力の発揮につなげる。

授業科目 （令和３年４月１日現在)

基 礎 科 目 群
「 健 康 」

人体の構造と機能Ⅰ～Ⅳ、疾病と治療Ⅰ～Ⅴ、病理学概論、臨床薬理
臨床栄養、医療とME機器、臨床心理学、臨床検査ラボラトリー

看　
護　
専　
門　
科　
目　
群

看 護 学 総 論 看護学概論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、看護教育、看護管理

看 護 技 術 論 ・
臨 床 推 論

看護技術論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ、総合看護技術演習Ⅰ・Ⅱ
臨床推論演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

看 護 過 程 論 看護過程論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

健 康 レ ベ ル 別
看 護 論

プライマリーヘルスケア、慢性期ケア、急性期ケア、リハビリテーション
看護、緩和・エンドオブライフケア、健康レベル別看護技術演習

発達段階別看護論 成人看護学概論、老年看護学Ⅰ・Ⅱ、母性看護学Ⅰ・Ⅱ、小児看護学Ⅰ・Ⅱ

メンタルヘルス
看 護 論

精神保健看護学Ⅰ・Ⅱ

地域・在宅看護論 地域看護学Ⅰ・Ⅱ、離島看護学Ⅰ・Ⅱ、在宅看護学Ⅰ・Ⅱ、地域包括ケア論

看 護 発 展 論
家族看護、がん看護、チーム医療、看護における代替療法、訪問看護論
看護政策論、災害看護、看護職のメンタルヘルス、地域保健論
リプロダクティブ・ヘルス、異文化看護

看 護 学 実 習
看護学導入実習、看護技術論実習、看護過程論実習、在宅看護学実習
発達段階別看護論実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、メンタルヘルス看護論実習
健康レベル別看護論実習、看護学総合実習、地域健康サポーター実習

看護ゼミナール・
看 護 研 究

看護研究方法論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、看護ゼミナールⅠ・Ⅱ、看護研究

　　令和元年度入学生：保健師教育課程選択者は、別途、公衆衛生看護論の科目群を履修する
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③臨床検査学科　
　臨床検査は、科学の進歩とともに大きく発展し、医療の分野で中心的な役割を果たして
いる。
　本学では、臨床検査の総合的な実践能力を修得するため、臨床検査体験実習、基礎検査
技術学演習をはじめ、多くの専門科目の実習や臨地実習を行っている。
　また、医療の高度化・多様化に対応するため、先端医療技術学、臨床遺伝子検査学、生
殖補助医療技術論など、幅広い高度な技術を学習するとともに、保健・医療・福祉の分野
で活躍できる基礎的能力を習得するため、環境・食品検査学、健康食品学、食品衛生学、
薬理学、救急医学、チーム医療論、検診検査学、リスクマネジメントなどについても受講
できる体制をとっている。
　さらに、科学的思考力や課題解決能力を習得する目的で、教養講座・香川、専門ゼミ
ナール、卒業研究を通じて、少人数によるゼミ形式の教育を入学から卒業に至るまで一貫
して行っている。

授業科目 （令和３年４月１日現在)

専門基礎科目

解剖学Ⅰ・Ⅱ、解剖学実習、生理学Ⅰ・Ⅱ、生理学実習、生化学Ⅰ・Ⅱ
生化学実習、生命科学概論、微生物学、病理病態学、検査機器概論、薬理学
実験動物学演習、公衆衛生学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、食品衛生学、環境・食品検査学実習
社会福祉学、瀬戸内圏環境論、国際保健論、組織論、地域チーム医療論
医療統計学Ⅰ・Ⅱ、人間工学、医用電子工学、医用電子工学演習
医療情報処理学

専　
門　
科　
目

分析検査学

臨床化学検査学、生体試料分析検査学、病態化学分析検査学
生体試料分析検査学実習、一般検査学、一般検査学実習、放射性同位元素学
分子生物学、分子生物学実習、臨床遺伝子検査学、臨床遺伝子検査学実習
生体防御検査学、高感度分析検査学、高感度分析検査学実習
輸血・移植検査学、輸血・移植検査学実習

形態検査学
微生物検査学、細菌検査学実習、ウイルス・真菌検査学実習、医動物検査学演習
病理病態学演習、病理検査学、病理検査学実習、血液検査学Ⅰ・Ⅱ
血液検査学実習、顕微鏡技術論、写真技術論

検 査 情 報
解析検査学

生体画像情報検査学、生体制御機能検査学、生体機能検査学実習Ⅰ・Ⅱ
臨床医学Ⅰ・Ⅱ、病態生理機能検査学、病態代謝機能検査学
検査精度保証管理学、検査分析システム学、検査情報解析学
臨床検査管理運営学

総合検査学

検査学概論、臨床検査学体験実習、基礎検査技術学演習、専門ゼミナール
臨床検査関係法規、先端医療技術学、医療安全管理学、検診検査学
救急医学概論、生殖補助医療技術論、リスクマネジメント、遺伝子分析科学
健康食品学、健康食品学関係法規、卒業研究

臨 地 実 習
臨床検査総論臨床実習、病理組織細胞学臨床実習、臨床生理検査学臨床実習
臨床化学検査学臨床実習、臨床血液検査学臨床実習
臨床微生物検査学臨床実習、臨床免疫検査学・輸血移植免疫検査学臨床実習
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（2）助産学専攻科
　安全で質の高い助産ケアを提供するためには、助産師に「倫理的感応力」、「マタニティ

ケア能力」、「ウィメンズヘルスケア能力」、「専門的自律能力」の４つの基本的能力（コア・

コンピテンシー）が必要とされている。助産学専攻科では、これらの能力を修了時に獲得

できるよう基礎領域、実践領域、実践関連領域の３領域の授業科目を配置している。

　基礎領域では、助産の対象である母子およびその家族や地域について、人間、環境、社

会の側面から理解するための科目や、助産学を探求する科目を設け、学生が自主的な学習

意欲に基づいて選択履修できるようにしている。実践領域では、助産の実践に必要な基本

的な知識・技術を習得するために講義、学内演習、実習を通じて学ぶ必修科目を配置して

いる。実践関連領域では、卓越した助産技術や今日的課題を学ぶための選択科目を配置し、

専門的能力の獲得を目指している。

　香川県が認定した必修科目を履修することにより、助産師国家試験受験資格以外に受胎

調節実地指導員の資格が得られるほか、選択する科目により新生児蘇生法講習会「専門コー

ス」の修了認定を得ることができる。

授業科目 （令和３年４月１日現在)

基礎領域
助産学概論、性と生殖の形態と機能、新生児学･乳幼児学特論Ⅰ
母子と家族の心理、女性と社会学、生殖生命倫理

実践領域
助産診断技術学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・演習、母子保健活動論Ⅰ、助産管理
助産学研究、助産学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

実践関連
領 域 総合ヘルスケア論、母子保健活動論Ⅱ、新生児学・乳幼児学特論Ⅱ、助産学実習Ⅴ
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（3）保健医療学研究科
＜看護学専攻博士前期課程＞

　看護学専攻は、基盤開発看護学、地域看護学、精神保健看護学、療養支援看護学、次世
代育成看護学の５領域で構成し、看護実践の質の向上と変革をめざす。
（1 ）基盤開発看護学領域では、あらゆる看護の対象と場における共通基盤である「看護専
門職として成長・発展」および「エビデンスに基づく看護」について探求する。

（2 ）　地域看護学領域では、地域における今日的課題を考察すると共に、地域で生活する
個人・家族・集団および地域を対象とした看護実践において、生活の質の向上に貢献で
きる看護実践力や方策を探求する。

（3 ）　精神保健看護学領域では、メンタルヘルスに健康問題を持つ本人と家族を取り巻く
人々が、その人らしい生活が生き生きと送れ、生活の質の向上を支援する看護実践を探
求する。

（4 ）　療養支援看護学領域では、疾患や加齢により療養しているあらゆる健康レベルの本人
や家族を対象として、臨床における対象者の生活の質を高める看護実践・開発を探求する。

（5 ）　次世代育成看護学領域では、次世代を育成する看護の観点から、周産期の妊産褥婦
を含め広く女性を対象とした健康支援や子どもや家族の発達支援を探求する。
　特別研究は、研究課題となる専門領域科目の特論と演習における学習に連動した研究
を遂行し、専門性を深く探求した修士論文を完成させる。

（6）　看護学専攻としての専門共通科目
① 　専門共通科目は、広い視野で看護実践やその課題を捉えられる看護研究の基盤とな
る12科目「先端医学論」「チーム医療特論」「保健統計学特論」「生命・医療倫理論」
「英論文作成概論」「看護理論」「看護と哲学」「質的研究方法論」「量的研究方法論」「地
域包括ケア特論」「看護政策特論」「看護教育学特論」を配置する。

授業科目（看護学専攻　博士前期課程） （令和３年４月１日現在)

専門共通科目
先端医学論※ チーム医療特論※ 保健統計学特論
生命・医療倫理論※ 英論文作成概論 看護理論
看護と哲学 質的研究方法論 量的研究方法論
地域包括ケア特論 看護政策特論 看護教育学特論

専門領域科目
基盤開発看護学領域 基盤看護学特論 基盤看護学演習

地域看護学領域 公衆衛生看護学特論 公衆衛生看護学演習
在宅看護学特論 在宅看護学演習

精神保健看護学領域 精神保健看護学特論 精神保健看護学演習

療養支援看護学領域 臨床実践看護学特論 臨床実践看護学演習
老年看護学特論 老年看護学演習

次世代育成看護学領域 ウィメンズヘルス看護学特論　　ウィメンズヘルス看護学演習
小児看護学特論 小児看護学演習

特別研究科目
看護学特別研究

　　　　　　　　　　　　※は臨床検査学専攻と合同授業科目



19

＜看護学専攻博士後期課程＞

　博士後期課程では、実践科学としての看護学に対する深い学識を持つ自律した研究者と
して、看護実践に役立つモデルを独創的に開発し、研究成果を地域に還元することで、地
域の実践の向上と変革に貢献できる教育者又は看護実践の組織的指導者を育成する。
　看護学の専門領域は、地域包括ケアの推進に資する看護実践に役立つモデルの開発研究
を目指し、「実践開発看護学領域」とする。研究の基盤的知識を養う「専門共通科目」、看
護学特別研究につながる「専門科目」と「演習科目」、博士論文を完成させる「特別研究科目」
の４つの科目で編成する。「専門科目」の特論、「演習科目」の特別演習の学修を体系的に
履修するコースワークが、「特別研究科目」のリサーチワークに統合するように科目を配
置した。授業は、人と論理的・対話的に議論することで、組織内で政策提言ができるリーダー
能力の育成を意図した展開方法とする。

授業科目（看護学専攻　博士後期課程） （令和３年４月１日現在)

専攻共通科目
看護理論学 看護学発展論 看護研究方法特論

専門科目 演習科目

実践開発看護学領域
基盤看護科学特論 地域在宅看護科学特論
精神保健看護科学特論 療養支援看護科学特論 実践開発看護学特別演習
次世代育成看護科学特論

特別研究科目
看護学特別研究

＜臨床検査学専攻博士前期課程＞

　博士前期課程は、「病態機能検査学」と「病因解析検査学」の２領域からなり、人々の「健
康と自立」の支援を基本理念とした高度専門職業人の養成を教育目標としている。
（1 ）病態機能検査学領域では、神経系、循環器、呼吸器、腎機能など種々の生理機能検査
や病理学的・細胞学的検査に基づく病態の解析法について、より専門性を深め、病態を
解析・診断するための臨床検査学について学修する。

（2 ）　病因解析検査学領域では、病原微生物、生態防御に関わる免疫系、生体の代謝に重
要な生化学的マーカー、遺伝子・染色体及びその関連物質等、病気を引き起こす要因に
ついて、より専門性を深め、病因を解析するための臨床検査学について学修する。

（3 ）　食品などの健康科学分野において、科学的な検証システムの構築などを通して人々
の健康志向への対応や、社会医学分野における保健医療福祉に貢献できる方法について
学修する。

（4 ）　膨大な量の検査情報を効率よく管理し、病態解析や病因解析に有効に利用するため
の検査情報管理法や検査部の管理運営法についても専門性を深め、検査部門における管
理指導的役割について学修する。

（5 ）　特別研究は、研究課題となる専門領域科目の特論と演習における学修に連動した研
究を遂行し、専門性を深く探究した修士論文を完成とする。
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授業科目（臨床検査学専攻　博士前期課程） （令和３年４月１日現在)

専門共通科目
先端医学論※ 保健医療福祉論 チーム医療特論※
生命・医療倫理論※ 検査総合管理学 医療情報管理学
食理学 検査研究方法論

専門領域科目

病態機能検査学領域
生体機能検査学特論 生体機能検査学演習 病態解析検査学特論
病態解析検査学演習 病理病態検査学特論 病理病態検査学演習
血液病態検査学特論 血液病態検査学演習

病因解析検査学領域
病原因子検査学特論 病原因子検査学演習 生体防御検査学特論
生体防御検査学演習 生体化学検査学特論 生体化学検査学演習
遺伝子検査学特論 遺伝子検査学演習

特別研究科目
臨床検査学特別研究

　　　　　　　　　　　　※は看護学専攻と合同授業科目

＜臨床検査学専攻博士後期課程＞

　博士後期課程では、博士前期課程における基本理念を発展的に深化、継承し、臨床検査
学の高度な専門的能力と広範な専門知識、科学的検証能力、更に英語で研究成果を学界や
社会に発信するグローバルな能力を備えた教育者・研究者の育成を目指すために、教育研
究の柱は≪病態機能検査学領域≫と≪病因解析検査学領域≫の２領域とする。
　それぞれの研究領域の研究対象として、病態機能検査学領域では、①さまざまな種類の
がんに関する発がんメカニズム解明と病理組織検査や細胞診検査への応用、②食習慣に着
眼した、食品に含まれる化学物質による神経変性疾患の予防や病態進行の抑制を目指した
生化学的・生理学的研究、を含むものとし、病因解析検査学領域では、①細菌感染症の感
染メカニズム解明と新たな感染防止策の考案、②様々な疾患の分子病態の解明に基づいた
遺伝子関連検査法の問題点とその解決に向けた研究、を含むものとする。

授業科目（臨床検査学専攻　博士後期課程） （令和３年４月１日現在)

専門共通科目
臨床検査学研究方法論

専門領域科目
病態機能検査学領域 病理病態検査技術論、神経生理機能検査技術論
病因解析検査学領域 病原因子解析検査技術論、遺伝子検査技術論

特別研究科目
臨床検査学特別研究Ⅰ、臨床検査学特別研究Ⅱ、臨床検査学特別研究Ⅲ
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（4）実習施設
【保健医療学部】
①看護学科（文部科学省承認施設） （令和３年４月１日現在)

◎看護学導入実習・看護過程論実習・看護技術論実習
香川県立中央病院、高松赤十字病院、屋島総合病院、香川県済生会病院、高松医療センター
（以上、高松市）、香川県立白鳥病院（東かがわ市）、香川大学医学部附属病院（三木町）

◎発達段階別看護論実習Ⅰ（母性看護学）
屋島総合病院、ぼっこ助産院、わはは・ひろば高松、特定非営利活動法人ゆうゆうクラブ（以
上、高松市）、さかいで子育て支援センターまろっ子ひろば（坂出市）

◎発達段階別看護論実習Ⅱ（小児看護学）
高松赤十字病院、かがわ総合リハビリテーションセンター、高松市立牟礼保育所、高松市
立田井保育所、高松市はらこども園、高松市立太田保育所、高松市立鶴尾保育所、光華幼
稚園（以上高松市）

◎発達段階別看護論実習Ⅲ（老年看護学）
屋島総合病院、香川県済生会病院、かがわ総合リハビリテーションセンター（以上、高松市）

◎メンタルヘルス看護論実習（精神保健看護学）
訪問看護ステーションビートかがわ、訪問看護ステーションANSA（以上、高松市）、三
船病院（丸亀市）、就労支援事業所わかたけ、地域活動支援センターわかたけ（以上、坂出市）

◎成人看護学実習
香川県立中央病院、高松赤十字病院（以上、高松市）、香川大学医学部附属病院（三木町）

◎精神看護学実習
香川県立丸亀病院（丸亀市）、福栄なごみの会（東かがわ市）

◎在宅看護学実習
高松訪問看護ステーション、訪問看護ステーションこくぶ、訪問看護ステーションかけはし、
訪問看護ステーション・福、訪問看護ステーションＱちゃん、訪問看護ステーションなつめ、
ゆりかごナースセンター（以上、高松市）、訪問看護ステーションどんぐり、訪問看護ステー
ションたきのみや（以上、綾川町）

◎地域連携看護学実習
在宅診療敬二郎クリニック、訪問看護ステーションQちゃん（以上、高松市）、まんのう
町国民健康保険造田歯科診療所（まんのう町）

◎公衆衛生看護学実習、総合実習（保健師教育課程選択学生）
香川県保健福祉事務所（小豆、東讃、中讃、西讃）及び管内市町
高松市保健所、高松市保健センター、高松市地域包括支援センター、株式会社タダノ（以上、
高松市）

◎総合実習
香川県立中央病院、高松赤十字病院（以上、高松市）
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②臨床検査学科
◎各臨地実習
香川県立中央病院、高松赤十字病院、高松市立みんなの病院、キナシ大林病院、りつりん
病院（以上、高松市）、回生病院（坂出市）、四国こどもとおとなの医療センター（善通寺市）、
三豊総合病院（観音寺市）、香川大学医学部附属病院（三木町）

【助産学専攻科】（文部科学省承認施設）
◎助産学実習
香川県立中央病院、高松赤十字病院、屋島総合病院、ぼっこ助産院、高松市保健センター（以
上、高松市）、香川大学医学部附属病院（三木町）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、実習施設、実習計画が変更されることがある。
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（5）令和3年度　学部・専攻科・大学院　学年暦
前　　期 後　　期

日 月 火 水 木 金 土 行事 日 月 火 水 木 金 土 行事

4 1 2 3 10 1 2

4 5 6 7 8 9 10 入学式･ガイダンス 4/6 新入生オリエンテーション等 4/7～9 3 4 5 6 7 8 9 博士後期課程
臨床検査学専攻学術セミナー

11 12 13 14 15 16 17
健康診断 4/7午後

10 11 12 13 14 15 16 橄欖祭 10/16

18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23 開学記念日 10/20（休）

5 25 26 27 28 29 30 1 GW 5/1～5/5 24 25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7 8 11 31 1 2 3 4 5 6

9 10 11 12 13 14 15 内科検診（4年生・院生・専攻科生）5/12 7 8 9 10 11 12 13

16 17 18 19 20 21 22 博士前期課程中間報告会 5/19 内科検診（3年生）5/19 14 15 16 17 18 19 20

23 24 25 26 27 28 29 内科検診（2年生）5/26 21 22 23 24 25 26 27 博士後期課程看護学専攻学術セミナー

6 30 31 1 2 3 4 5 内科検診（1年生）6/2 12 28 29 30 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25 冬季休業 12/23～1/3

7 27 28 29 30 1 2 3 1 26 27 28 29 30 31 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 専攻科前期試験 7/12～7/21 9 10 11 12 13 14 15 4年後期試験 1/11～1/14

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

8 25 26 27 28 29 30 31 学部2,3年生、臨検4年生前期試験 7/30～8/13 23 24 25 26 27 28 29 専攻科 1/24～1/28

1 2 3 4 5 6 7 2 30 31 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 学部1年生前期試験 8/6～8/20 看護4年生前期試験 8/10～8/20 6 7 8 9 10 11 12 1～3年後期試験 2/14～2/25

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19 卒業・修了判定結果掲示（4年生・専攻科生）

22 23 24 25 26 27 28 夏季休業 8/23～9/30 20 21 22 23 24 25 26 修士論文・博士論文発表会2/17

9 29 30 31 1 2 3 5 3 27 28 1 2 3 4 5 春季休業 3/1～3/31
修了判定結果提示（大学院生）

5 6 7 8 9 10 12 6 7 8 9 10 11 12 卒業式･修了式 3/9（案）

12 13 14 15 16 17 19 13 14 15 16 17 18 19 進級判定結果掲示 （学部1～3年生）

19 20 21 22 23 24 25 20 21 22 23 24 25 26

26 27 282930 27 28 29 30 31

（凡例） ：土 ･日曜、休日　  ：休業日 令和 3年 3月現在のものであり、新型コロナウイルス
感染症の影響により、行事等が変更または中止となる
ことがある。
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教職員の状況5

（1）役職員 
（令和３年５月１日現在）

　

学 長 井伊 久美子
副 学 長

國方 　弘子
研 究 科 長
学 生 部 長 平木　 民子
図 書 館 長 平川 栄一郎
看 護 学 科 長 片山　 陽子
臨床検査学科長 奥田　 　潤
教 養 部 長 加太　 英明
専 攻 科 長 野口　 純子
看護学専攻長 髙嶋　 伸子
臨床検査学専攻長 行正　 信康
事 務 局 長 豊島　 貴子
事 務 局 次 長 杉　　 秀和

（2）教職員数  
（令和３年５月１日現在、単位：人）

区 分 学長・副学長 教 授 准教授 講 師 助 教 助 手 計

学 長 1 　 　 　 １

副 学 長 1 　 　 　 　 １

保
健
医
療
学
部

看 護 学 科 9 8 4 ７ 1 29

臨床検査学科 5 2 3 ４ 14

教 養 部 3 １ ４

助産学専攻科 1 1 1 ３

計 （教員） 2 18 11 8 12 1 52

区 分 教 授 特任教授 准教授 講 師 計

保健医療学研究科 ［20］ 1 ［7］ ［2］ 1［29］

区 分 事務局長 事務局次長 副主幹 主任 主任主事
主　　事

会計年度
任用職員 計

事　 務　 局 1 1 2 6 2 （6） 12（6）

合 　 計 　 　 　 　 　 65（6）
※保健医療学研究科の [　]内の人数は学部との兼務者であり、教授には学長及び副学長を含む。
　事務局の（　）内の人数は定数外職員。

（速水史朗「人」1999年）
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（3）教員の研究内容
【学長・副学長】

領　域 教　員 研　　究　　内　　容

地域看護学 井伊久美子 1． 地域包括ケア推進のための看護提供体制に関する研究 
2． 公衆衛生看護活動方法論の構築に関する研究

精神看護学 國方　弘子

1． 認知行動療法を用いた看護介入に関する研究
2． メンタルヘルスに健康問題をもつ人のリカバリーに関する研究
3．  さまざまな精神疾患患者またはその近親者や保健医療福祉
サービスで働くスタッフの Quality of life に関する研究

【保健医療学部】
①看護学科 

領　域 教　員 研　　究　　内　　容

基礎看護学

平木　民子 1． 看護職者の能力開発に関する研究
2． 反省的看護実践に関する研究

松村　千鶴 1． 看護技術が生体に及ぼす影響に関する研究
2． 簡便で効果的な清潔ケア技術の開発に関する研究

堀　美紀子 1． 看護師の倫理的行動に関する研究
2． 基礎看護技術における教育方法と効果に関する研究

小林　秋恵 1． 包括的脳卒中予防の看護実践に関する研究
2． 看護職者の多職種連携協働能力に関する研究

横井麻衣子 1． 高度医療を要する患者のせん妄に関する研究
2． 看護職者の育成に関する研究

成人看護学

近藤真紀子

1． 病いと共に生きる患者とその家族への支援に関する研究
2． ハンセン病と医療倫理に関する研究
3． 幼い子供をもつがん患者とその家族への支援に関する研究
4． 看護師のグリーフケアに関する研究
5． 看護実践の理論化・概念化に関する研究

細原　正子 1． がん患者・家族への心理的支援に関する研究
2． 成人看護学教育に関する研究

岩本　真紀 1． がんサバイバーのストレングスに関する研究
2． がんサバイバーへの意思決定支援に関する研究

森田公美子

1． がんとともに生きる人のQOLを維持する看護支援に関する研究
2． 乳がん体験者と家族への看護支援に関する研究
3． 外来・在宅でのがん看護のあり方に関する研究
4． がん看護に携わる看護師の看護実践能力の可視化に関する研究

岡西　幸恵 1． がんサバイバーへの看護支援に関する研究
2． 頭頸部がん患者の看護支援に関する研究

新井惠津子
1． リンパ浮腫患者の看護支援に関する研究
2． 糖尿病患者の周手術期看護支援に関する研究
3． 術後がん患者間の相互作用に関する研究

母性看護学 松村　惠子

1． 母性意識の構造と発達に関する実証的研究
2． 助産師の専門的な生涯学習の動機づけと発達支援に関する研究
3． 子育て支援の方法に関する研究
　①　安全で安心の妊娠、出産、育児の環境づくりに関する研究
　② 　乳幼児虐待予防や母親の育児ストレスの緩和、母乳育児

等、子育てにおける文化的背景と性役割に関する研究
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領　域 教　員 研　　究　　内　　容

母性看護学

木戸久美子
1． 障がいのある女性の周産期の援助に関する研究
2． 子育て支援に関する研究
3． 父親の産後うつに関する研究
4． 母性看護学および助産学分野おける技術教育に関する研究

植村　裕子
1． 女性の健康支援に関する研究　
2． 子育て支援に関する研究
3． 母性看護学教育に関する研究

小児看護学

舟越　和代
1． 障がい児とその家族の看護に関する研究 
2． 小児看護学教育に関する研究
3． 子どもの健康行動と認識に関する研究

三浦　浩美
1． 子どもの健康行動と病気の認識についての研究
2． 小児看護学教育に関する研究
3． 子育て支援についての研究 
4． 子どもの感情表出と健康に関する研究

松本　裕子
1． 先天代謝異常症の子どもとその家族に関する研究
2． 新生児マススクリーニングに関する研究
3． 小児看護学教育に関する研究
4． 子育て支援についての研究

老年看護学

吉本　知恵
1． 高齢者の病院からの移行を支援する看護に関する研究
2． 認知症高齢者の支援に関する研究  
3． 老年看護学教育に関する研究

竹内　千夏 1． 脳卒中後遺症をもつ在宅療養高齢者の自尊感情に関する研究
2． 在宅移行期の看護支援に関する研究

平井智重子 1． 高齢者の健康支援に関する研究
2． 老年看護学教育に関する研究

在宅看護学

片山　陽子
1． Advance Care Planning（ACP）・意思決定支援に関する研究
2． エンドオブライフケアに関する研究
3． 訪問看護の可視化に関する研究
4．在宅ケアを実践する人材育成に関する研究

岡田　麻里
1． 訪問看護師の地域看取りケアの振り返りに関する研究
2． 頸髄損傷者のセルフマネジメントに関する研究
3． 一人暮らし高齢者の居場所づくりに関する研究
4． 多職種連携のための継続看護マネジメントに関する研究

諏訪亜季子 1． 重症児（者）と高齢者家族等の多重介護支援に関する研究
2． 難病や障害をもつ児とその家族への子育て支援に関する研究

精神看護学

土岐　弘美
1． 認知症を抱える人や家族の支援に関する研究
2． 精神の病を抱える人や家族の支援に関する研究
3． 看護職者のメンタルヘルスの支援に関する研究

多田羅光美
1． 精神障がい者の支援に関する研究
2． 精神科看護師の職務満足に関する研究
3． 精神科看護師の Quality of life に関する研究

地域看護学

髙嶋　伸子 1． 保健師機能に関する研究
2． 健康増進計画策定・推進に関する研究

辻　よしみ 1． 保健医療サービスに関する研究
2． 保健師の実践能力に関する研究

佐々木純子
1． 地域での連携についての研究
2． 在宅ケアに関する研究
3． 訪問看護ステーションの管理運営に関する研究

植原　千明 1． 保健師の地区活動に関する研究
2． 住民の自主グループ化支援に関する研究
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②臨床検査学科
領　域 教　員 研　　究　　内　　容

情報解析検査学

樋本　尚志 1． 肝疾患における自己抗体の臨床的意義
2． 肝疾患における糖・脂質代謝異常と微量元素との関連

徳原　康哲 1． 先天性代謝異常症の病態・病因・検査法に関する研究
2． 次亜塩素酸ナトリウム五水和物を用いた新規臨床検査法の開発

大栗　聖由 1. 脳波解析を用いた新たなバイオマーカーの開発
2. 横隔膜超音波検査を用いた呼吸筋に関する研究

小河　佳織 1． 肩こりにおける新しい生体情報解析法の開発
2． 3D超音波を用いた胎児の機能に関する研究

形態検査学

平川栄一郎 1． 癌の分子病理診断
2． 癌の浸潤と転移に関する分子機構の解析

奥田　　潤
1． 緑膿菌の内因性血液感染機構の解析
2． Ⅲ型分泌機構に着眼したエドワジエラ症原因細菌の病原機構解析
3． 感染症検査キットの性能評価に関する研究

池亀　彰茂
1． 造血器腫瘍に対する新規抗体薬の効果解析
2． 敗血症における単球の機能に関する研究
3． 髄液中白血球に対する簡易検査法の開発

末澤　千草
1． Edwardsiella tarda の病原性に関する研究
2． 緑膿菌の病原性に関する研究
3． 感染症検査キットの性能評価に関する研究

森西　起也 1． 癌の分子病理診断
2． 大腸癌における核内受容体を対象とした研究

近藤　明宏 1． 血液細胞の機能および検査法に関する研究
2． 自動血球分析装置における検査項目の臨床的有用性に関する研究

分析検査学

行正　信康
1． 抗原特異的免疫応答の差異に関する研究
2． 単球・マクロファージにおける免疫機能の多様性に関する研究
3． 新規 B型肝炎ウイルス感染症関連検査の考案

多田　達史 1． 糖尿病と動脈硬化に関する臨床的研究
2． 自動分析装置の臨床に関する研究

太田　安彦 1． 好中球活性化機構の解明・病態との関連性、抗酸化物質の作用
2． 糖尿病患者における DPPIV 阻害剤の影響

山崎　未来 1． エピゲノム情報に基づく新たなバイオマーカー開発
2． 母体のフルクトース摂取が次世代に及ぼす影響

③教養部
領　域 教　員 研　　究　　内　　容

生命科学 加太　英明
1． 神経変性疾患における活性酸素の役割
2． 天然化学物質の生理活性
3． 環境化学物質の生体への影響

医学英語・
応用社会科学 南　　貴子

1． 海外における生殖補助医療を巡る法制度と家族についての研究
2． 安楽死を巡る法制度についての研究
3． 英語教育

解剖生理学

古山　達雄 1． 脈管形成における寿命関連遺伝子の関与
2． 神経新生における寿命関連遺伝子の関与

新美　健太
1． 脈管系の発達過程に関する形態的研究
2． 内皮細胞におけるフォークヘッド転写因子の生理学的機能の検討
3． 中枢神経系の発達過程に関する形態的研究
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【助産学専攻科】
領　域 教　員 研　　究　　内　　容

助産学

野口　純子

1． 超音波検査と妊婦の健康生活支援に関する研究
2． 子育て支援に関する研究
3． 助産ケアの効果に関する研究
4． 助産学教育に関する研究

竹内美由紀

1． 助産師のキャリア発達支援に関する研究
2． 思春期に対する育児体験の有効性に関する研究 
3． 助産ケアの効果に関する研究
4． 助産学教育に関する研究

石原　留美

1. 褥婦の健康支援に関する研究
2. 子育て支援に関する研究
3. 性アイデンティティの生涯発達に関する研究
4. 助産学教育に関する研究

【大学院特任】
領　域 教　員 研　　究　　内　　容

療養支援看護学 古川　文子

1． 循環器系疾患に対する予防・療養支援に関する研究
2． 成人・高齢療養者の睡眠中における「寝返り」に関する研究
3．  オレムのセルフケア不足看護理論に基づく「モノ」の開発
と評価に関する研究

4．看護理論と研究方法論に関する研究

（4）教員の研究業績  （期間：令和２年４月 ～ 令和３年３月、単位：件）

区　 分

学 術 論 文 等 学 会 発 表

主
催
学
会
等

講　
演　
等

著　
　
書[

欧
文]

著　
　
書[

和
文]

原　
　
著[

欧
文]

原　
　
著[

和
文]

総　
　
説[

欧
文]

総　
　
説[

和
文]

研
究
報
告[

欧
文]

研
究
報
告[

和
文]

そ
の
他[

欧
文]

そ
の
他[

和
文]

国
際
学
会

国
内
学
会

特
別
講
演
等

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

一
般
演
題

特
別
講
演
等

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

一
般
演
題

看護学科 4 8 6 5 1 2 2 26 2 34 5 62

臨床検査学科 12 3 1 1 1 2 1 12 1 3

教 養 部 1 1

助産学専攻科 1 1 5 2

合　 計 4 8 19 9 1 1 3 3 28 1 3 52 6 67
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（1）入学者選抜試験及び入学者の状況 　
学生の状況6

年度 学科・研究科 試験区分 募集人員
（人以内）

出願者数
（人）

受験者数
（人）

合格者数
（人） 倍率 入学者数（人）

県内 県外 計

令
和
３
年
度

保 

健 

医 

療 

学 

部

看護学科

推　薦 35 49（1） 49（1） 35（1） 1.4 35（1） 0（0） 35（1）
一般（前） 25 77（5） 71（5） 27（3） 2.6 13（2） 11（1） 24（3）
一般（後） 10 126（7） 40（3）  13（1） 3.1 6（0） 5（1） 11（1）
計 70 252（13） 160（9） 75（5） 2.1 54（3） 16（2） 70（5）

臨床検査
学　　科

推　薦 10 16（4）  16（4）  10（1） 1.6 10（1） 0（0） 10（1）
一　般 10  25（7）  18（5）  10（2） 1.8 0 （0） 10（2） 10（2）
計 20  41（11）  34（9）  20（3） 1.7 10（1） 10（2） 20（3）

合　　計
推　薦 45 65（5）  65（5）  45（2） 1.4 45（2） 0（0） 45（2）
一　般 45  228（19） 129（13）  50（6） 2.6 19（2） 26（4） 45（6）
計 90  293（24） 194（18）  95（8） 2.0 64（4） 26（4） 90（8）

助産学専攻科 10 16（0） 15（0） 10（0） 1.5 7（0） 1（0）　8（0）

保
健
医
療
学
研
究
科

看護学専攻
（博士前期課程）

一般選抜
社会人特別選抜 5  4（0）  4（0）  4（0） 1.0 4（0） 0（0） 4（0）

看護学専攻
（博士後期課程）

一般選抜
社会人特別選抜 2  1（0）  1（0） 1（0） 1.0 0（0） 1（0） 1（0）

臨床検査学専攻
（博士前期課程）

一般選抜
社会人選抜 3  4（2）  4（2）  4（2） 1.0 3（2） 1（0） 4（2）

臨床検査学専攻
（博士後期課程）

一般選抜
社会人選抜 2  0（0）  0（0）  0（0） 0.0 0（0） 0（0） 0（0）

令
和
２
年
度

保 
健 

医 

療 

学 

部

看護学科

推　薦 35 59（5） 59（5） 35（1） 1.7 35（1） 0（0） 35（1）
一般（前） 28 76（4） 72（4） 30（0） 2.4 15（0） 13（0） 28（0）
一般（後） 7 173（8） 49（3） 8（1） 6.1 2（0） 5（1） 7（1）
計 70 308（17）180（12） 73（2） 2.5 52（1） 18（1） 70（2）

臨床検査
学　　科

推　薦 10 19（0） 19（0） 10（0） 1.9 10（0） 0（0） 10（0）
一　般 10 24（7） 23（7） 11（2） 2.1 1（0） 9（2） 10（2）
計 20 43（7） 42（7） 21（2） 2.0 11（0） 9（2） 20（2）

合　　計
推　薦 45 78（5） 78（5） 45（1） 1.7 45（1） 0（0） 45（1）
一　般 45 273（19）144（14） 49（3） 2.9 18（0） 27（3） 45（3）
計 90 351（24）222（19） 94（4） 2.4 63（1） 27（3） 90（4）

助産学専攻科 10 18（0） 18（0） 11（0） 1.6 7（0） 2（0） 9（0）

保
健
医
療
学
研
究
科

看護学専攻
（博士前期課程）

一般選抜
社会人選抜 5 7（0） 7（0） 7（0） 1.0 7（0） 0（0） 7（0）

看護学専攻
（博士後期課程）

一般選抜
社会人選抜 2 6（0） 6（0） 4（0） 1.2 2（0） 2（0） 4（0）

臨床検査学専攻
（博士前期課程）

一般選抜
社会人選抜 3 4（1） 4（1） 4（1） 1.0 4（1） 0（0） 4（1）

臨床検査学専攻
（博士後期課程）

一般選抜
社会人選抜 2 2（1） 2（1） 2（1） 1.0 0（0） 2（1） 2（1）

※（　）内は男子学生（内数）。合格者数には追加合格者数を含む。
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（2）学部・専攻科・大学院在学生の状況
①学生定員及び在学生数 （令和３年５月１日現在）

区　　　　分 修業
年限 入学定員  収容定員 学　生　数

区分 1年 2年 3年 4年 計

保  

健  

医  

療  

学  

部

看 護 学 科 4年 70人 280人
計 70人 71人 68人 69人 278人
男 ５人 ２人 ５人 ７人 19人
女 65人 69人 63人 62人 259人

臨床検査学科 4年 20人 80人
計 20人 20人 22人 16人 78人
男 ３人 ２人 ３人 ５人 13人
女 17人 18人 19人 11人 65人

合　　計 90人 360人
計 90人 91人 90人 85人 356人
男 ８人 ４人 ８人 12人 32人
女 82人 87人 82人 73人 324人

助産学専攻科 1年 10人 10人
計 ９人 ９人
女 ９人 ９人

看護学専攻
(博士前期課程) 2年 5人 10人

計 ４人 11人 15人
男 ０人 ０人 ０人
女 ４人 11人 15人

看護学専攻
(博士後期課程) 3年 2人 6人

計 １人 ４人 ２人 ７人
男 ０人 ０人 １人 １人
女 １人 ４人 １人 ６人

臨床検査学専攻
（博士前期課程） 2年 3人 6人

計 ４人 ４人 ８人
男 ２人 １人 ３人
女 ２人 ３人 ５人

臨床検査学専攻
（博士後期課程） 3年 2人 6人

計 ０人 １人 １人 ２人
男 ０人 ０人 １人 １人
女 ０人 １人 ０人 １人

合　　計 12人 28人
計 ９人 20人 ３人 32人
男 ２人 １人 １人 ４人
女 ７人 19人 ２人 28人

②退学者の状況
学　　科 令和元年度 令和２年度

1年次 2年次 3年次 4年次 計 1年次 2年次 3年次 4年次 計
学　
部

看 護 学 科 3人 0人 1人 0人 4人 2人 1人 0人 0人 3人
臨床検査学科 0人 1人 0人 1人 2人 0人 0人 0人 0人 0人

助 産 学 専 攻 科 0人 0人 0人 0人
保健医療学研究科 0人 1人 0人 1人 1人 0人 0人 1人

計 3人 2人 1人 1人 7人 3人 1人 0人 0人 4人
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③休学者の状況
学　　科 令和元年度 令和２年度

1年次 2年次 3年次 4年次 計 1年次 2年次 3年次 4年次 計
学　
部

看 護 学 科 2人 0人 1人 0人 3人 2人 2人 0人 0人 4人

臨床検査学科 0人 2人 0人 0人 2人 0人 1人 0人 0人 1人

助 産 学 専 攻 科 0人 0人 0人 0人

保健医療学研究科 0人 2人 0人 2人 0人 1人 0人 1人

計 2人 3人 1人 0人 6人 2人 4人 0人 0人 6人

（3）出身県別学部学生数（令和３年５月１日現在）
（単位 : 人）

区 分 学部生人数 構成比 (%)
県 内 258 72.5
県 外 98 27.5
計 356 100.0

長
崎
（1）

沖
縄
（3）

大
分
（1）

山
口
（4）

兵
庫

（26）

島
根
（2）

鳥
取
（3）

広
島
（6）

岡
山

（11）

滋
賀
（1）

京
都
（3）

愛
知
（2）

三
重
（1）

静
岡
（1）

茨
城
（2）

大
阪
（4）

香川
（258）
徳島
（16）

北海道
（1）

和歌山
（4）

愛媛
（3）
高知
（3）
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（4）令和３年３月卒業生・修了生の進路
学　科　等 看　護　学　科 臨床検査学科 助産学専攻科 保健医療学

研究科 合計
職　　　種 看護師 保健師 その他 臨床検査技師 看護師 助産師

就　
　
　
職

県　
　
　
内

香川県、香川県立病院 5人 2人 1人 1人 9人

市町、市町立病院 7人 1人 4人 12人

国、独立行政法人

大学附属病院 8人 2人 10人

高松赤十字病院 6人 1人 1人 8人

その他の病院、施設 3人 5人 1人 9人

小　計 29人 3人 11人 1人 4人 48人

県　
　
　
外

都道府県、都道府県立病院
地方独立行政法人 2人 2人 1人 　5人
市町村、市町村立病院
地方独立行政法人 7人 1人 1人 9人

国、独立行政法人 1人 1人

大学附属病院 8人 8人

日本赤十字社関連施設 2人 1人 1人 4人

その他の病院、施設等 7人 1人 2人 1人 11人

小　　計 27人 4人 4人 3人 38人

計 56人 7人 15人 1人 7人 86人

現　職　継　続 4人 4人

進　　　　　学 6人 3人 9人

そ　　の　　他 2人 2人 1人 5人

合　　　　　計 71人 20人 8人 5人 104人

（5）国家試験の合格状況
区 分

令和元年度 令和２年度
受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

看 護 師 64人 64人 100.0％ 71人 71人 100.0%

保 健 師 18人 18人 100.0％ 21人 21人 100.0%

助 産 師 9人 9人 100.0％ 8人 8人 100.0%

臨 床 検 査 技 師 20人 19人 95.0％ 20人 18人 90.0%
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（6）奨学生の状況
日本学生支援機構奨学生状況

令和元年度 令和２年度
貸　与 給付 貸　与 給付一種 二種 併用 計 一種 二種 併用 計

看
護
学
科

1年 18人 6人 0人 24人 5人 8人 5人 4人 17人 12人

2年 17人 6人 6人 29人 4人 17人 6人 0人 23人 10人

3年 18人 10人 1人 29人 0人 17人 5人 6人 28人 10人

4年 13人 7人 1人 21人 0人 18人 10人 1人 29人 7人

臨
床
検
査
学
科

1年 2人 4人 1人 7人 1人 2人 1人 2人 5人 4人

2年 5人 2人 0人 7人 0人 2人 4人 1人 7人 1人

3年 2人 2人 1人 5人 0人 4人 1人 0人 5人 2人

4年 3人 1人 1人 5人 0人 2人 1人 1人 4人 1人

助産学専攻科 2人 0人 0人 2人 1人 1人 1人 3人

保
健
医
療
学

研
究
科

1年 0人 1人 0人 1人 3人 0人 0人 3人

2年 1人 0人 0人 1人 0人 1人 0人 1人

3年 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

計 81人 39人 11人 131人 10人 74人 35人 16人 125人 47人

（7）学生相談
学生相談室利用状況
施設の名称：学生相談室
開 室 時 間：予約制
ス タ ッ フ：臨床心理士　1名（非常勤)、学内相談員　5名（教職員兼務）
年間相談延件数：令和元年度　17件　　令和2年度　46件

（8）課外活動
① サークル活動（令和３年３月現在）
・学生団体名

バレーボールサークル、バドミントンサークル、茶道部、軽音楽サークル、
手話サークル、フットサルサークル、吹奏楽サークル、軟式野球サークル、
図書サークル（ビブリア）、香川県青年赤十字奉仕団サークル、災害医療サークル、
ボルダリングサークル、バスケットボールサークル、ヨガサークル、
アウトドアサークル、The ☆ダンスサークル、
EIES（English and international Exchange　Society）、マンガ研究会、
テニスサークル、卓球サークル、写真部、セカンド・ハンド・ユース、
ハンドメイドサークル、箏サークル

・団体数計 24 団体
・サークル登録延人数 261 人
・後援会補助金額（予定） 1,200,000 円
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② ボランティア活動
（令和元年度）
・いいお産の日「沐浴体験」 
・香川県立高松商業高等学校文化祭「育児体験」 
・さらスポーツクラブ「未来ある子どもたちにゆめと希望の贈り物」「ふうせんバレー」
・小学生のための夏のライフサイエンス教室
・はらこども園子育て支援センター「お母さんの健康を測定しよう！」
・はらこども園子育て支援センター「ベビーマッサージ＆ハンドマッサージ」
・防災フェスin丸亀
・みのり保育園地域子育て支援センター「ベビーマッサージ＆ハンドマッサージ」 
・牟礼地区小学校（牟礼小･牟礼南小･牟礼北小）ふるさとまつり｢健康度測定･健康相談｣
（令和２年度）
・小学生のための秋のライフサイエンス教室
・はらこども園子育て支援センター「歯の健康！」

（以上「五十音順｣）

③ その他
◆大学祭

令和元年度
・日　　　時　　令和元年10月19日（土）　10：00～17：00
・会　　　場　　本学中庭及び学舎
・テ　ー　マ　　和（わ）
・実行委員長　　上田　勢那
・前　夜　祭　　令和元年10月18日（金）

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止

◆新入生宿泊研修
令和元年度
・日　　　時　　令和元年５月10日（金）～11日（土）
・場　　　所　　琴平グランドホテル　紅梅亭

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止
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図書館の状況7

（1）運営状況
● 開 館 時 間：通　常……9時～21時30分
 土曜日……9時15分～13時
 長期休業期間中など……9時～17時
 短縮開館時……9時～19時
● 休 館 日：日曜、長期休業期間中の土曜日、祝日、資料整理日、
 開学記念日（10月20日）、年末年始
● 閲覧室の面積：475㎡
● 座　席　数：閲覧席84席、視聴覚ブース6席
● 収納可能冊数：開　架　4万冊
 書　庫　6万冊

（2）図書館資料の整備状況
（令和２年度末現在）

区　分
図　書（冊） 雑　誌（種）

視聴覚資料
（点）和　書 洋　書 小　計

蔵書
合計

購入
和雑誌

購入
洋雑誌

オンライン
ジャーナル

受入数 1,980 37 2,017 78,863 99 1 4 1,754

（3）利用状況（令和２年度）
　開館日数：232日

貸出冊数 貸出人数

学 生 教職員 学外者 合 計 学 生 教職員 学外者 合 計

5,277冊 1,742冊 104冊 7,123冊 2,631人 796人 60人 3,487人

相互利用
参考調査

依 頼 受 付

566件 129件 695件

※ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４月25日から５月６日は休館し
た。また、土曜日を休館とし、学外者の利用期間を４月１日から４月13日及び６月１日から９
月11日の間のみとした。
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地域との連携・広報・情報公開8

（1）地域連携推進センター事業
【地域住民交流事業】
①健康サポーター養成講座
 ● 日時　令和２年８月～11月
 ● 場所　保健医療大学
 ● 内容　講義１「ボランティア活動とは何か、ボランティア活動のための基本姿勢」

講義２「健康教育のコツ」
健康課題をテーマにした企画・ポスター作成、発表
健康測定等フィールド活動

②ふるさと学習
 ● 日時　令和２年10月27日(火)、11月９日(月)、11月11日(水)
 ● 場所　牟礼南小学校
 ● 内容　ふるさと学習「ハンセン病について学ぼう」

③小学生のための秋のライフサイエンス教室
 ● 日時　令和２年11月22日(日) 
 ● 場所　保健医療大学
 ● 内容　体験学習

Ａコース「音（超音波）を体験しよう！」
Ｂコース「ICT・IOTを体験しよう！」

【専門職支援事業】
①かがわメンタルヘルス研究会
 ● 日時　令和２年９月16日(水)、11月18日(水)
 ● 場所　保健医療大学
 ● 内容　講演会、事例検討会

テーマ「私のリカバリー」
　　　「保健師による地域移行支援」

②地域子育て支援研究会
 ● 日時　令和２年７月10日(金)
 ● 場所　高松市はらこども園子育て支援センター「にこにこキッズセンター」
 ● 内容　ミニ講座、子育て健康相談

③地域の魅力づくりのための保健・医療・福祉スタッフへの支援事業
 ● 日時　令和３年２月７日(日)
 ● 内容　セミナー（Web開催）

テーマ「みんなでハッピーに！地域で支える子どもの健康」

④たまも臨床看護研究会
 ● 日時　令和３年２月20日(土)～３月10日(水)
 ● 内容　セミナー（Web開催）

テーマ「ストレングス理論」
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（2）公開講座　～ テーマ『健やかに生きよう』 ～
【第1回】令和２年11月９日(月) 本学大講義室

講 座 内 容 講　　　師 参加者数
がんの予防と検診のきほん 講　師　森田公美子

58人知って得する！血液検査、尿検査の前にやってはいけないこと
　　　　　　－正しい検査結果を得るために－
知って得する！新型コロナウイルス感染対策

准教授　池亀　彰茂

（3）施設開放
①見学受け入れ

小学校 中学校 高等学校 計
令和元年度 ０件 ０件 ４件 ４件
令和２年度 ０件 ０件 ０件 ０件

②施設貸出
テニスコート グランド 大講義室 一般講義室 体育館

令和元年度 ０件 66件 ３件 ６件 ０件
令和２年度 ０件 86件 ０件 ０件 ０件

③図書館学外者利用
入館者数 貸出者数 貸出冊数

令和元年度 949人 670人 1,151冊
令和２年度 97人 60人 104冊
※ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月25日から5月6日は休館した。ま
た、土曜日を休館とし、学外者の利用期間を4月1日から4月13日及び6月1日から9月11日の間の
みとした。

（4）オープンキャンパス（Web開催）
 ● 日　　時　第１回　令和２年８月１日(土)　12:30～14:00　　145名参加
　　　　　　　　第２回　令和２年９月12日(土)　12:30～14:00　　  40名参加
　※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、大学祭併催のミニオープンキャンパスは中止

（5）高校等への出張講座（令和２年度）（延べ人数）
　高校等へ出向いた本学教員数　　看護学科11人、臨床検査学科3人

（6）委員等への就任及び講師等の派遣（令和２年度） （延べ回数）

看護学科 臨床検査
学科 教養部 助産学

専攻科
学長・
副学長 計

国･県･市町の審議会及び関係
諸団体の委員･役員等への就任 56 5 0 4 2 67

講演 ･研修の講師等（非常勤
講師は除く。） 86 4 0 11 4 105

（7）情報公開
①情報公開条例に基づく情報公開請求
　令和元年度請求　　　　 ０件　　令和２年度請求　　　　０件
②個人情報保護条例に基づく入学試験の口頭による開示請求
　令和２年度入学試験　　59件　　令和３年度入学試験　67件
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財務状況9

（1）令和３年度 歳入歳出予算

歳　
入

科　目　等 金　額
使 用 料 授業料等 191,301千円
手 数 料 入学選考料、入学金等 34,911千円
寄 附 金 200千円
諸 収 入 12,155千円
受 託 研 究 400千円
一般会計繰入金 635,173千円

歳　入　合　計 874,140千円

歳　
出

科　目　等 金　額
給 与 費 等 656,116千円
管 理 運 営 費 124,481千円
教 育 研 究 費 73,562千円
図 書 館 運 営 費 12,708千円
教務・学生関連事業費 7,273千円

歳　出　合　計 874,140千円

歳出
874,140千円

歳入
874,140千円

◆歳入グラフ ◆歳出グラフ
手数料　34,911（4.0）

受託研究　400（0.0）
寄附金　200（0.0） 教育研究費

73,562（8.4）

（単位：千円、カッコ内は％）

図書館運営費　12,708（1.5）
教務・学生関連事業費 

7,273（0.8）

使用料
191,301
（21.9）

一般会計繰入金
635,173（72.7）

諸収入　12,155（1.4）

給与費等
656,116（75.1）

管理運営費
124,481
（14.2）

（2）外部資金の受け入れ状況
区　　分

令和２年度

新規申請 採　　択
新規 継続 金額

科学研究費助成事業 19件 6件 13件 28,990千円
厚生労働科学研究費補助事業 1件 12,000千円
国立研究開発法人科学技術
振興機構からの受託研究 1件 1,690千円

奨学寄附金 7件 1,500千円
受託研究 1件 400千円

学外共同研究 3件 3,612千円
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施設の状況10

（1）敷地面積
50,750.56㎡ （校舎敷地 38,173.56㎡、運動場用地 12,577㎡）

（2）建　物
区　分 用　途 面　積

管理研究棟 学長室、副学長室、研究室、事務室、会議室、
講師控室、保健室、学生相談室、応接室等 2,653.50㎡

教育研究棟 進路相談室、教材研究準備室、印刷室等 243.90㎡

講義棟
1･2階 講義室、情報処理教室等

4,718.55㎡
3階 大講義室、臨床検査学科研究室等

（実習室、準備室、顕微鏡観察室等）

実習棟
1･2階 看護学科研究室等 （実習室、準備室、展示室等）、

学生更衣室
5,005.20㎡

3階 臨床検査学科研究室等 （実習室、準備室、標本室等）
大学院生研究室

厚生棟 図書館、学生ホール・食堂、サークル室、音楽室、
和室等 1,982.15㎡

体育館 アリーナ、ステージ、シャワー室、更衣室、
器具庫等 1,168.05㎡

動物舎 飼育室、実験室等 99.40㎡

サークル室棟 サークル室、倉庫等 62.24㎡

車庫 54.42㎡

駐輪場 100.78㎡

ゴミ置場 26.71㎡

ガスボンベ庫 5.83㎡

計 16,120.73㎡
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（3）建物配置図
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生
み

出
す

因
子

―
KJ

法
を

活
用

し
た

新
人

看
護

師
の

面
接

内
容

の
構

造
化

か
ら

―

日
本

質
的

心
理

学
会

19
(1

9)
P1

41
-1

57
20

20

看
護

学
科

小
出

恵
子

，
岡

本
玲

子
，

岡
田

麻
里

20
20

原
著

和
文

乳
幼

児
の

甘
未

飲
料

摂
取

に
対

す
る

保
健

医
療

専
門

職
で

あ
る

⺟
親

の
対

応
日

本
地

域
看

護
学

会
誌

23
(2

)
P4

-1
1 

20
20

看
護

学
科

竹
内

千
夏

、
⿊

島
あ

ゆ
み

、
⾕

芽
美

20
20

原
著

和
文

脳
血

管
疾

患
を

も
つ

高
齢

患
者

へ
の

生
活

の
視

点
に

基
づ

く
退

院
支

援
の

構
造

ー
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
看

護
師

に
焦

点
を

当
て

て
ー

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
学

会
誌

10
51

−
60

20
21

看
護

学
科

岡
⻄

幸
恵

、
藤

田
佐

和
20

20
総

説
和

文
調

和
の

概
念

分
析

-が
ん

サ
バ

イ
バ

ー
へ

の
看

護
実

践
・

研
究

に
お

け
る

概
念

活
用

の
有

用
性

-

高
知

女
子

大
学

看
護

学
会

誌
45

(2
)

1-
14

20
20

看
護

学
科

Ku
zu

ya
 M

as
af

um
i, 

Ai
ta

 K
ao

ru
ko

, K
at

ay
am

a
Yo

ko
, K

at
su

ya
 T

om
oh

iro
, N

ish
ika

wa
   

M
its

un
or

i, 
Hi

ra
ha

ra
 S

at
os

hi
, M

iu
ra

Hi
sa

yu
ki,

 R
ak

ug
i H

iro
m

i, 
Ak

ish
ita

 M
as

ah
iro

20
20

そ
の

他
英

文

Th
e 

Ja
pa

n 
Ge

ria
tri

cs
 S

oc
ie

ty
Su

bc
om

m
itt

ee
 o

n 
En

d-
of

-L
ife

Is
su

es
Ja

pa
n 

Ge
ria

tri
cs

 S
oc

ie
ty

   
"R

ec
om

m
en

da
tio

ns
 fo

r t
he

Pr
om

ot
io

n 
of

 A
dv

an
ce

 C
ar

e
Pl

an
ni

ng
"

Ge
ria

tri
cs

 a
nd

Ge
ro

nt
ol

og
y

In
te

rn
at

io
na

l
20

(1
1)

10
24

-1
02

8
20

20

看
護

学
科

M
as

af
um

i K
uz

uy
a,

 K
ao

ru
ko

 A
ita

, Y
ok

o
Ka

ta
ya

m
a,

 T
om

oh
iro

 K
at

su
ya

 M
its

un
or

i
Ni

sh
ika

wa
, S

at
os

hi
 H

ira
ha

ra
, H

isa
yu

ki
M

iu
ra

, M
ad

ok
a 

Ya
na

ga
wa

, H
id

en
or

i A
ra

i,
Ka

ts
uy

a 
Iij

im
a,

 Ji
ro

 O
ko

ch
i, 

Ko
ich

i K
oz

ak
i,

Ya
su

hi
ro

 Y
am

ag
uc

hi
, H

iro
m

i R
ak

ug
i,

M
as

ah
iro

 A
kis

hi
ta

20
20

そ
の

他
英

文

Th
e 

Ja
pa

n 
Ge

ria
tri

cs
 S

oc
ie

ty
co

ns
en

su
s s

ta
te

m
en

t
re

co
m

m
en

da
tio

ns
 fo

r o
ld

er
 p

er
so

ns
to

 re
ce

ive
  t

he
 b

es
t m

ed
ica

l a
nd

 lo
ng

‐
te

rm
 ca

re
 d

ur
in

g 
th

e 
CO

VI
D‐

19
ou

tb
re

ak
—

co
ns

id
er

in
g 

th
e 

 ti
m

in
g 

of
ad

va
nc

e 
ca

re
 p

la
nn

in
g

im
pl

em
en

ta
tio

n”

Ge
ria

tri
cs

 a
nd

Ge
ro

nt
ol

og
y

In
te

rn
at

io
na

l
20

(1
2)

11
12

-1
11

9
20

20

看
護

学
科

國
方

弘
子

、
大

嶋
伸

雄
、

前
田

初
代

、
嶋

宏
美

、
猪

熊
成

憲
、

木
村

圭
佑

20
20

そ
の

他
和

文
拡

大
す

る
Ｃ

Ｂ
Ｔ

実
践

者
の

育
成

認
知

療
法

研
究

13
(2

)
ｐ

14
4-

15
3

20
20

看
護

学
科

國
方

弘
子

20
20

そ
の

他
和

文
自

尊
心

回
復

グ
ル

ー
プ

セ
ラ

ピ
ー

に
み

る
リ

カ
バ

リ
ー

日
本

精
神

保
健

看
護

学
学

会
誌

29
p1

4-
19

20
21

43



20
20

年
度
研
究
業
績
（
原
著
等
）

所
属

研
究

者
年

度
区

分
和

文
・

英
文

タ
イ

ト
ル

掲
載

誌
名

巻
（

号
）

記
述

ペ
ー

ジ
発

行
年

看
護

学
科

岡
田

佳
詠

、
吉

永
尚

紀
、

國
方

弘
子

、
中

村
聡

美
、

中
川

敦
夫

、
抱

井
尚

子
20

20
そ

の
他

和
文

エ
ビ

デ
ン

ス
を

「
つ

く
る

」
「

つ
た

え
る

」
「

つ
か

う
」

−
量

的
・

質
的

・
混

合
研

究
法

の
課

題
−

認
知

療
法

研
究

14
(1

)
ｐ

1-
10

20
21

看
護

学
科

⽔
⾺

朋
子

，
沖

⻄
紀

代
子

，
場

垣
内

優
子

，
岡

田
麻

里
20

20
そ

の
他

和
文

保
健

師
課

程
を

選
択

し
た

学
生

を
対

象
に

し
た

地
域

診
断

の
教

育
方

法
に

関
す

る
研

究
県

立
広

島
大

学
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
紀

要
5

P5
9-

66
20

20

看
護

学
科

岡
田

麻
里

，
松

森
直

美
，

岡
田

淳
子

，
⻘

井
聡

美
，

日
高

陵
好

，
沖

⻄
紀

代
子

，
木

村
幸

生
，

三
宅

由
希

子
，

渡
辺

陽
子

，
鴨

下
加

代
，

船
橋

眞
子

，
辻

川
季

⺒
栄

，
片

山
友

里
20

20
そ

の
他

和
文

地
域

を
主

体
と

し
た

多
職

種
連

携
に

よ
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
推

進
と

課
題

探
求

型
地

域
創

生
人

材
育

成
を

め
ざ

し
た

実
践

力
・

研
究

力
・

教
育

力
の

強
化

県
立

広
島

大
学

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

紀
要

5
P1

05
-1

12
20

20

看
護

学
科

岡
田

麻
里

，
片

山
陽

子
，

諏
訪

亜
季

子
20

20
そ

の
他

和
文

対
話

型
オ

ン
ラ

イ
ン

学
修

を
用

い
た

在
宅

看
護

学
実

習
の

取
り

組
み

と
評

価
―

CO
VI

D-
19

感
染

予
防

対
策

を
契

機
に

実
装

し
た

教
育

シ
ス

テ
ム

発
展

の
た

め
に

−

香
川

県
立

保
健

医
療

大
学

雑
誌

12
P5

7-
65

20
21

看
護

学
科

孫
陽

純
, 植

原
千

明
, 辻

よ
し

み
, 髙

嶋
伸

子
20

20
そ

の
他

和
文

韓
国

に
お

け
る

フ
レ

イ
ル

研
究

の
動

向
に

関
す

る
文

献
検

討
香

川
県

立
保

健
医

療
大

学
雑

誌
12

41
-4

8
20

21

看
護

学
科

植
原

千
明

, 片
山

昭
彦

, 菱
井

修
平

, 鈴
木

裕
美

, 宮
武

伸
行

20
20

そ
の

他
和

文
域

在
住

成
人

を
対

象
と

し
た

連
続

座
位

行
動

と
精

神
的

健
康

度
と

の
関

連
香

川
県

立
保

健
医

療
大

学
雑

誌
12

33
-3

9
20

21

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
地

域
包

括
ケ

ア
と

AC
P

老
年

内
科

2（
5）

56
3-

56
8

20
20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
地

域
に

お
け

る
AC

Pの
実

践
：

ア
ド

バ
ン

ス
ケ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
希

望
に

沿
っ

た
人

生
最

終
段

階
の

医
療

・
ケ

ア
の

た
め

に
Ag

in
g 

＆
 

He
al

th
第

96
号

P1
0-

13
20

21

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.1

)は
じ

め
て

の
AC

P
月

刊
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

22
（

4）
60

-6
3

20
20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.2

)価
値

観
の

理
解

 
言

葉
に

な
ら

な
い

声
を

聴
く

月
刊

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
22

（
5）

64
-6

7
20

20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.3

)言
葉

に
込

め
ら

れ
た

意
味

を
汲

み
取

る
月

刊
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

22
（

6）
66

-6
9

20
20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P

（
Vo

l.4
)A

CP
開

始
の

タ
イ

ミ
ン

グ
月

刊
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

22
（

7）
64

-6
7

20
20

44



20
20

年
度
研
究
業
績
（
原
著
等
）

所
属

研
究

者
年

度
区

分
和

文
・

英
文

タ
イ

ト
ル

掲
載

誌
名

巻
（

号
）

記
述

ペ
ー

ジ
発

行
年

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.5

)本
人

の
揺

れ
動

く
気

持
ち

に
添

う
AC

Pの
実

践
月

刊
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

22
（

8）
64

-6
7

20
20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.6

)家
族

の
思

い
の

揺
れ

と
ズ

レ
に

対
処

す
る

月
刊

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
22

（
9）

64
-6

7
20

20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.7

)本
人

に
と

っ
て

の
最

善
を

考
え

る
月

刊
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

22
（

10
）

62
-6

5
20

20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.8

)意
思

表
明

を
妨

げ
る

壁
を

取
り

除
く

月
刊

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
22

（
11

）
62

-6
5

20
20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.9

)認
知

症
の

人
へ

の
AC

P
月

刊
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

22
（

12
）

62
-6

5
20

20

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.1

0)
代

弁
者

の
選

定
と

支
援

月
刊

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
23

（
1）

62
-6

5
20

21

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.1

1)
多

職
種

チ
ー

ム
の

合
意

形
成

月
刊

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
23

（
2）

62
-6

5
20

21

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
さ

ら
に

究
め

る
実

践
力

：
こ

れ
な

ら
で

き
れ

う
毎

日
の

実
践

で
活

か
す

AC
P（

Vo
l.1

2)
看

取
っ

た
後

の
家

族
の

納
得

感
を

高
め

る
月

刊
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

23
（

3）
62

-6
7

20
21

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

そ
の

他
和

文
す

べ
て

の
看

護
師

に
と

っ
て

の
「

地
域

・
在

宅
看

護
論

」
す

べ
て

の
看

護
師

が
身

に
着

け
た

い
目

標
志

向
型

の
考

え
方

看
護

教
育

61
（

6）
04

78
-0

48
6

20
20

看
護

学
科

新
井

惠
津

子
、

近
藤

真
紀

子
20

20
そ

の
他

和
文

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

教
育

を
活

用
し

た
成

人
看

護
学

実
習

演
習

に
お

け
る

学
習

効
果

の
検

討

日
本

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

医
療

教
育

学
会

雑
誌

9
in

 p
rin

t
20

21

45



20
20

年
度
研
究
業
績
（
原
著
等
）

所
属

研
究

者
年

度
区

分
和

文
・

英
文

タ
イ

ト
ル

掲
載

誌
名

巻
（

号
）

記
述

ペ
ー

ジ
発

行
年

看
護

学
科

諏
訪

亜
季

子
20

20
そ

の
他

和
文

子
ど

も
の

En
d 

of
 L

ife
と

「
こ

ど
も

ホ
ス

ピ
ス

」
実

践
編

 
En

d 
of

 L
ife

 C
ar

eを
支

え
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廣
岡

保
明

、
小

河
佳

織
、

樋
本

尚
志

、
前

垣
義

弘
20

20
そ

の
他

和
文

小
児

欠
神

て
ん

か
ん

寛
解

後
に

不
思

議
の

国
の

ア
リ

ス
症

候
群

を
発

症
し

gi
an

t V
EP

を
認

め
た

一
例

臨
床

神
経

生
理

学
48

（
3）

12
1-

12
6

20
20

48



20
20
年
度
研
究
業
績
（
学
会
発
表
）

所
属

研
究

者
年

度
国

内
・

国
際

種
類

発
表

タ
イ

ト
ル

集
会

等
の

名
称

開
催

地
発

表
年

月

看
護

学
科

塩
田

敦
子

，
多

田
達

史
，

武
部

晃
司

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

閉
経

前
乳

が
ん

患
者

20
例

に
お

け
る

タ
モ

キ
シ

フ
ェ

ン
の

性
腺

系
へ

の
作

用
第

72
回

日
本

産
科

婦
人

科
学

会
学

術
講

演
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

4月

看
護

学
科

塩
田

敦
子

，
⾦

⻄
賢

治
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
思

春
期

の
月

経
前

症
候

群
（

PM
S）

に
対

す
る

漢
方

治
療

第
39

回
日

本
思

春
期

学
会

総
会

・
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
8月

看
護

学
科

塩
田

敦
子

，
多

田
達

史
，

武
部

晃
司

，
新

井
貴

士
，

安
毛

直
美

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

閉
経

前
乳

が
ん

患
者

20
例

に
お

け
る

タ
モ

キ
シ

フ
ェ

ン
内

服
に

よ
る

E2
,F

SH
の

経
時

的
変

化
−

約
2年

間
に

わ
た

る
20

例
の

観
察

か
ら

−

第
35

回
日

本
女

性
医

学
学

会
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
11

月

看
護

学
科

塩
田

敦
子

，
⾦

⻄
賢

治
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
慢

性
外

陰
痛

（
Vu

lvo
dy

ni
a）

と
思

わ
れ

た
が

歳
月

生
性

器
ヘ

ル
ペ

ス
が

関
与

し
て

い
た

3
症

例
第

15
回

香
川

ST
I研

究
会

香
川

県
高

松
市

20
20

年
12

月

看
護

学
科

塩
田

敦
子

，
⾦

⻄
賢

治
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
不

登
校

の
女

子
学

生
の

サ
ポ

ー
ト

に
漢

方
薬

が
役

立
っ

た
2例

第
56

回
日

本
東

洋
心

身
医

学
研

究
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月

看
護

学
科

植
村

裕
子

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

⺟
性

看
護

学
を

学
ぶ

看
護

学
生

と
助

産
師

の
観

察
場

面
に

お
け

る
「

気
づ

き
」

「
解

釈
」

の
⽐

較
第

35
回

日
本

助
産

学
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月

看
護

学
科

竹
内

千
夏

、
吉

本
知

恵
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
病

院
看

護
師

の
認

知
症

高
齢

患
者

に
対

す
る

看
護

実
践

と
そ

の
関

連
要

因
第

46
回

日
本

看
護

研
究

学
会

学
術

集
会オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

8月

看
護

学
科

竹
内

千
夏

、
岡

⻄
幸

恵
、

植
村

裕
子

、
辻

よ
し

み
、

片
山

陽
子

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

看
護

学
生

の
学

修
活

動
に

お
け

る
主

体
性

を
育

む
要

因
に

関
す

る
文

献
検

討
第

40
回

日
本

看
護

科
学

学
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

12
月

看
護

学
科

矢
木

希
、

花
房

菜
々

子
、

若
原

美
春

、
竹

内
千

夏
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
身

体
疾

患
の

治
療

目
的

で
入

院
し

て
い

る
認

知
症

高
齢

者
の

家
族

介
護

者
の

思
い

第
3４

回
日

本
看

護
研

究
学

会
中

国
四

国
地

方
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月

看
護

学
科

広
瀬

安
紗

美
、

山
元

あ
さ

ひ
、

高
橋

友
佳

里
、

⾕
悠

花
、

窓
川

菜
央

、
平

井
智

重
子

、
竹

内
千

夏
、

吉
本

知
恵

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

認
知

症
高

齢
者

を
在

宅
で

介
護

す
る

家
族

介
護

者
の

介
護

継
続

要
因

‐
医

学
中

央
雑

誌
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

と
し

た
文

献
検

討
‐

第
3４

回
日

本
看

護
研

究
学

会
中

国
四

国
地

方
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月

看
護

学
科

森
田

公
美

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
多

発
性

骨
髄

腫
患

者
の

が
ん

と
と

も
に

生
き

る
経

験
の

文
献

レ
ビ

ュ
ー

第
40

回
日

本
看

護
科

学
学

会
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
12

月

看
護

学
科

森
田

公
美

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
両

者
が

が
ん

で
あ

る
側

面
か

ら
み

た
夫

婦
の

関
係

性
の

様
相

第
35

回
日

本
が

ん
看

護
学

会
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
21

年
2月

看
護

学
科

田
中

芹
奈

、
竹

内
紀

香
、

森
田

公
美

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
日

本
の

救
急

医
療

の
場

に
お

い
て

代
理

意
思

決
定

を
行

う
家

族
の

特
徴

と
そ

の
家

族
へ

の
看

護
の

文
献

研
究

第
34

回
日

本
看

護
研

究
学

会
中

国
四

国
地

方
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月
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20
20
年
度
研
究
業
績
（
学
会
発
表
）

所
属

研
究

者
年

度
国

内
・

国
際

種
類

発
表

タ
イ

ト
ル

集
会

等
の

名
称

開
催

地
発

表
年

月

看
護

学
科

松
本

裕
子

、
諏

訪
亜

季
子

、
多

田
達

史
、

小
⻲

恵
、

末
澤

千
草

、
三

浦
浩

美
、

舟
越

和
代

、
但

⾺
剛

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

NB
S陽

性
児

と
家

族
へ

の
支

援
の

輪
を

広
げ

、
地

域
を

つ
く

る
第

47
回

日
本

マ
ス

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
学

会
誌

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

9月

看
護

学
科

木
⼾

久
美

子
、

三
⾕

明
美

、
植

村
裕

子
、

小
神

野
雅

子
、

松
村

惠
子

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

本
邦

に
お

け
る

育
児

期
間

中
の

父
親

の
精

神
的

健
康

状
態

の
変

化
ー

パ
ー

ト
ナ

ー
の

妊
娠

後
期

か
ら

産
後

1年
に

か
け

て
の

縦
断

研
究

ー
第

35
回

日
本

助
産

学
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月

看
護

学
科

松
村

千
鶴

、
深

井
喜

代
子

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

生
地

表
面

の
形

状
の

違
い

は
清

拭
効

果
に

影
響

を
及

ぼ
す

か
？

-ガ
ー

ゼ
タ

オ
ル

と
化

繊
タ

オ
ル

の
⽐

較
‐

第
40

回
日

本
看

護
科

学
学

会
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
12

月

看
護

学
科

須
田

啓
介

,山
本

雅
也

,日
下

富
衣

井
,土

岐
弘

美
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
統

合
失

調
症

の
⻑

期
入

院
患

者
に

対
す

る
自

発
性

向
上

へ
の

看
護

支
援

第
51

回
日

本
看

護
学

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
9月

看
護

学
科

藤
原

由
里

江
,藤

澤
慎

,日
下

富
衣

井
,土

岐
弘

美
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
認

知
症

高
齢

者
に

提
供

す
る

ハ
ン

ド
セ

ラ
ピ

ー
の

効
果

検
証

第
51

回
日

本
看

護
学

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
9月

看
護

学
科

神
高

順
子

,渡
辺

夕
花

,日
下

富
衣

井
,土

岐
弘

美
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
精

神
療

養
病

棟
に

お
け

る
退

院
に

対
す

る
意

識
調

査
第

51
回

日
本

看
護

学
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

9月

看
護

学
科

中
村

恵
子

、
岩

本
真

紀
、

岡
⻄

幸
恵

、
内

海
知

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
外

来
化

学
療

法
継

続
し

て
い

る
進

行
が

ん
患

者
が

生
き

方
を

決
め

る
ま

で
に

抱
く

思
い

第
51

回
日

本
看

護
学

会
-慢

性
期

看
護

W
eb

開
催

20
20

年
11

月

看
護

学
科

小
林

秋
恵

，
赤

澤
百

合
子

，
三

好
卓

也
，

塩
田

和
代

，
下

元
昭

二
，

大
東

慶
子

，
瀬

尾
佳

織
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
脳

卒
中

ﾘﾊ
ﾋﾞ

ﾘﾃ
ｰｼ

ｮﾝ
看

護
認

定
看

護
師

と
産

業
保

健
師

協
働

に
よ

る
労

働
者

へ
の

脳
卒

中
予

防
教

育

第
45

回
日

本
脳

卒
中

学
会

学
術

集
会

W
eb

開
催

20
20

年
8月

看
護

学
科

國
方

弘
子

、
吉

永
尚

紀
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
看

護
師

主
導

に
よ

る
自

尊
心

回
復

グ
ル

ー
プ

認
知

行
動

療
法

の
臨

床
お

よ
び

医
療

経
済

評
価

：
単

群
前

後
試

験
第

40
回

日
本

看
護

科
学

学
会

学
術

集
会

W
eb

開
催

20
20

年
12

月

看
護

学
科

山
越

恭
平

，
山

本
純

平
，

多
田

羅
光

美
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
リ

カ
バ

リ
ー

に
対

す
る

ス
タ

ッ
フ

の
意

識
と

行
動

の
変

化
（

第
1報

）
-リ

カ
バ

リ
ー

に
つ

い
て

の
勉

強
会

を
実

施
し

て
‐

第
27

回
日

本
精

神
科

看
護

専
門

学
術

集
会

we
b開

催
20

20
年

12
月

看
護

学
科

山
本

浩
喜

，
多

田
羅

光
美

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

リ
カ

バ
リ

ー
に

対
す

る
ス

タ
ッ

フ
の

意
識

と
行

動
の

変
化

（
第

2報
）

-個
別

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
通

し
て

勉
強

会
前

後
の

変
化

を
調

査
す

る
‐

第
27

回
日

本
精

神
科

看
護

専
門

学
術

集
会

we
b開

催
20

20
年

12
月

看
護

学
科

植
村

裕
子

，
木

⼾
久

美
子

，
松

村
惠

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
⺟

性
看

護
学

を
学

ぶ
看

護
学

生
と

助
産

師
に

観
察

場
面

に
お

け
る

「
気

づ
き

」
「

解
釈

」
の

⽐
較

第
35

回
日

本
助

産
学

会
学

術
集

会
we

b開
催

20
21

年
3月

50



20
20
年
度
研
究
業
績
（
学
会
発
表
）

所
属

研
究

者
年

度
国

内
・

国
際

種
類

発
表

タ
イ

ト
ル

集
会

等
の

名
称

開
催

地
発

表
年

月

看
護

学
科

竹
田

憲
司

、
尾

崎
洋

斗
、

吉
本

知
恵

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

通
所

介
護

利
用

者
の

フ
レ

イ
ル

予
防

行
動

の
実

態
と

関
連

要
因

第
3４

回
日

本
看

護
研

究
学

会
中

国
四

国
地

方
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月

看
護

学
科

吉
本

知
恵

、
竹

内
千

夏
、

平
井

智
重

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題

老
年

看
護

学
実

習
前

後
に

お
け

る
看

護
学

性
の

高
齢

者
イ

メ
ー

ジ
の

変
化

ー
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

と
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

の
⽐

較
ー

第
46

回
日

本
看

護
研

究
学

会
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
8月

看
護

学
科

吉
本

知
恵

、
竹

内
千

夏
、

平
井

智
重

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
ラ

イ
フ

レ
ビ

ュ
ー

ブ
ッ

ク
を

受
け

取
っ

た
高

齢
者

の
思

い
（

第
２

報
）

日
本

老
年

看
護

学
会

第
25

回
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
8月

看
護

学
科

新
井

惠
津

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
リ

ン
パ

浮
腫

患
者

の
教

育
介

入
に

関
す

る
文

献
検

討
日

本
看

護
研

究
学

会
第

46
回

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

8月

看
護

学
科

新
井

惠
津

子
、

高
島

小
百

合
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
LV

A術
前

・
術

後
リ

ン
パ

浮
腫

患
者

の
セ

ル
フ

ケ
ア

サ
ポ

ー
ト

の
明

確
化

第
51

回
日

本
看

護
学

会
学

術
集

会
（

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

）
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
10

月

看
護

学
科

新
井

惠
津

子
、

日
野

日
登

美
、

藤
本

さ
と

し
、

近
藤

真
紀

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
糖

尿
病

看
護

あ
る

い
は

周
手

術
期

看
護

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
ナ

ー
ス

が
有

す
る

実
践

知
の

統
合

第
25

回
日

本
糖

尿
病

教
育

・
看

護
学

会
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
11

月

看
護

学
科

友
孝

将
史

、
前

田
早

也
香

、
前

田
凛

、
堀

美
紀

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

CO
VI

D-
19

）
に

対
す

る
A大

学
学

生
及

び
教

職
員

の
危

機
意

識
と

感
染

予
防

行
動

第
3４

回
日

本
看

護
研

究
学

会
中

国
四

国
地

方
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

3月

看
護

学
科

⾦
正

貴
美

、
堀

美
紀

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
デ

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
に

関
す

る
文

献
検

討
第

3４
回

日
本

看
護

研
究

学
会

中
国

四
国

地
方

会
学

術
集

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
21

年
3月

看
護

学
科

岡
田

佳
詠

、
北

野
進

、
石

川
博

康
、

則
包

和
也

、
中

野
真

紀
樹

子
、

⻑
井

麻
希

江
、

⽩
石

裕
子

、
吉

永
尚

紀
、

國
方

弘
子

20
20

国
内

学
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

地
域

精
神

障
害

者
を

支
え

る
た

め
の

Ｃ
Ｂ

Ｔ
を

生
か

し
た

ケ
ア

第
20

回
日

本
認

知
療

法
・

認
知

行
動

療
法

学
会

W
eb

開
催

20
20

年
11

月

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

国
内

学
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

AC
P推

進
に

関
す

る
提

言
：

地
域

の
取

り
組

み
第

3回
日

本
在

宅
医

療
連

合
学

会
学

術
集

会
we

b開
催

20
20

年
6月

看
護

学
科

坂
井

志
麻

、
⻑

江
弘

子
、

宮
下

光
令

、
原

沢
の

ぞ
み

、
岩

﨑
孝

子
、

片
山

陽
子

、
竹

之
内

沙
弥

香
、

池
田

真
理

、
伊

藤
真

理
、

田
村

恵
子

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

自
己

の
価

値
や

生
き

方
を

表
明

す
る

AC
P準

備
性

尺
度

の
開

発
：

信
頼

性
・

妥
当

性
の

検
討

第
40

回
日

本
看

護
科

学
学

会
学

術
集

会
we

b開
催

20
20

年
12

月

教
養

部
南

 
貴

子
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

に
お

け
る

自
発

的
幇

助
自

死
法

を
巡

る
課

題
第

第
39

回
日

本
医

学
哲

学
・

倫
理

学
会

we
b開

催
20

20
年

10
月
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20
20
年
度
研
究
業
績
（
学
会
発
表
）

所
属

研
究

者
年

度
国

内
・

国
際

種
類

発
表

タ
イ

ト
ル

集
会

等
の

名
称

開
催

地
発

表
年

月

助
産

学
専

攻
科

丹
羽

美
裕

紀
，

野
口

純
子

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

新
卒

助
産

師
の

分
娩

介
助

技
術

が
自

立
す

る
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

-促
進

さ
せ

る
要

因
と

困
難

に
さ

せ
る

要
因

-

第
21

回
香

川
⺟

性
衛

生
学

会
学

術
集

会
木

田
郡

三
木

町
20

20
年

12
月

助
産

学
専

攻
科

眞
鍋

由
紀

子
，

関
亦

頼
子

，
鈴

木
富

子
，

宮
本

政
子

，
石

原
留

美
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
事

例
検

討
会

の
果

た
す

役
割

ー
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

の
質

保
証

に
お

い
て

ー
日

本
助

産
師

学
会

W
eb

開
催

20
20

年
5月

助
産

学
専

攻
科

石
原

留
美

，
永

峰
啓

子
，

⻄
川

良
江

，
葉

久
真

理
，

安
井

敏
之

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

産
後

2週
間

と
1か

月
に

お
い

て
EP

DS
総

合
点

別
に

み
た

生
活

状
況

の
相

違
日

本
助

産
師

学
会

W
eb

開
催

20
20

年
5月

助
産

学
専

攻
科

石
原

留
美

，
永

峰
啓

子
，

⻄
川

良
江

，
葉

久
真

理
，

安
井

敏
之

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

産
後

６
か

月
間

に
お

け
る

う
つ

、
不

安
症

状
の

経
過

日
本

⺟
性

衛
生

学
会

W
eb

開
催

20
20

年
10

月

助
産

学
専

攻
科

石
原

留
美

，
永

峰
啓

子
，

葉
久

真
理

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

産
後

6か
月

に
お

い
て

月
経

の
再

開
状

況
に

影
響

す
る

要
因

日
本

助
産

学
会

学
術

集
会

W
eb

開
催

20
21

年
3月

助
産

学
専

攻
科

野
口

純
子

20
20

国
内

学
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
地

域
に

お
け

る
新

し
い

助
産

師
活

動
野

創
生

 
助

産
師

に
求

め
ら

れ
る

役
割

」
ア

ド
バ

ン
ス

助
産

師
の

役
割

と
課

題

第
21

回
香

川
⺟

性
衛

生
学

会
学

術
集

会
木

田
郡

三
木

町
20

20
年

12
月

臨
床

検
査

学
科

T.
Hi

m
ot

o ,
 S

.Y
am

am
ot

o,
 K

.M
or

im
ot

o,
S.

Ta
da

, K
.F

uj
ita

, J
.T

an
i. 

A.
M

or
ish

ita
,

T.
M

as
ak

i
20

20
国

際
学

会
一

般
演

題
Cl

in
ica

l c
ha

ra
ct

er
ist

ics
 o

f P
BC

pa
tie

nt
s s

er
op

os
iti

ve
 fo

r a
nt

i-S
p1

00
22

nd
 A

PL
AR

 V
irt

ua
l

Co
ng

re
ss

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

10
月

臨
床

検
査

学
科

末
澤

 
千

草
、

安
田

 
仁

、
奥

田
 

潤
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
緑

膿
菌

の
腸

管
上

皮
細

胞
層

透
過

に
関

与
す

る
 su

hB
 遺

伝
子

の
病

原
性

解
析

第
68

回
日

本
化

学
療

法
学

会
総

会
兵

庫
県

神
⼾

市
20

20
年

9月

臨
床

検
査

学
科

末
澤

 
千

草
、

安
田

 
仁

、
山

根
 

知
、

⻑
田

 
祥

弥
、

國
方

 
千

菜
美

、
奥

田
 

潤
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
緑

膿
菌

の
腸

管
上

皮
細

胞
層

透
過

に
関

与
す

る
su

hB
遺

伝
子

お
よ

び
12

種
類

の
線

毛
関

連
遺

伝
子

の
病

原
性

解
析

第
94

回
日

本
細

菌
学

会
総

会
岡

山
県

岡
山

市
20

21
年

3月

臨
床

検
査

学
科

森
⻄

 
起

也
、

徳
原

 
康

哲
、

大
﨑

 
博

之
、

松
永

徹
、

門
田

 
球

一
、

伊
吹

 
英

美
、

平
川

 
栄

一
郎

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

大
腸

癌
に

お
け

る
核

内
受

容
体

Pe
ro

xis
om

e
pr

ol
ife

ra
to

r-
ac

tiv
at

ed
 re

ce
pt

or
-α

の
発

現
第

10
9回

日
本

病
理

学
会

総
会

福
岡

県
20

20
年

7月

臨
床

検
査

学
科

多
田

達
史

、
太

田
安

彦
、

高
橋

宗
孝

、
宮

川
朱

美
、

村
尾

孝
児

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

生
化

学
自

動
分

析
装

置
に

よ
る

AB
O血

液
型

判
定

方
法

の
検

討

第
17

回
合

同
地

方
会

日
本

臨
床

化
学

会
中

国
支

部
例

会
日

本
臨

床
化

学
会

四
国

支
部

例
会

香
川

県
20

21
年

2月

臨
床

検
査

学
科

樋
本

尚
志

，
藤

田
浩

二
，

正
木

 
勉

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
脂

肪
性

肝
疾

患
患

者
に

お
け

る
四

肢
骨

格
筋

量
を

規
定

す
る

因
子

は
性

別
に

よ
っ

て
異

な
る

。

第
10

6回
日

本
消

化
器

病
学

会
総

会
オ

ン
ラ

イ
ン

20
20

年
8月
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20
20
年
度
研
究
業
績
（
学
会
発
表
）

所
属

研
究

者
年

度
国

内
・

国
際

種
類

発
表

タ
イ

ト
ル

集
会

等
の

名
称

開
催

地
発

表
年

月

臨
床

検
査

学
科

樋
本

尚
志

，
宮

武
恵

子
，

前
場

隆
志

，
正

木
 

勉
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
肥

満
を

伴
わ

な
い

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
脂

肪
性

肝
疾

患
患

者
の

特
徴

に
つ

い
て

第
21

回
日

本
病

院
総

合
診

療
医

学
会

学
術

総
会

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

20
20

年
9月

臨
床

検
査

学
科

樋
本

尚
志

，
藤

田
浩

二
，

正
木

 
勉

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
脂

肪
性

肝
疾

患
患

者
に

お
け

る
血

中
微

量
元

素
濃

度
の

臨
床

的
意

義
に

つ
い

て
第

62
回

日
本

消
化

器
病

学
会

大
会

兵
庫

県
神

⼾
市

20
20

年
11

月

臨
床

検
査

学
科

大
星

 
航

，
林

 
恵

輔
，

竹
内

啓
晃

，
行

正
信

康
，

中
村

丈
洋

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

肺
腺

癌
細

胞
株

を
用

い
た

m
icr

oR
NA

-1
50

の
標

的
遺

伝
子

の
検

索
お

よ
び

機
能

の
解

析
第

38
回

日
本

染
色

体
遺

伝
子

検
査

学
会

学
術

集
会

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

12
月

臨
床

検
査

学
科

大
栗

 聖
由

, 池
口

 拓
哉

, 和
田

 晋
一

, 小
河

 佳
織

,
前

垣
 義

弘
, 樋

本
 尚

志
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
健

常
者

に
お

け
る

横
隔

膜
筋

厚
と

口
腔

内
圧

の
検

討
第

50
回

日
本

臨
床

神
経

生
理

学
会

学
術

大
会

we
b開

催
20

20
年

11
月

臨
床

検
査

学
科

和
田

 晋
一

, 仲
野

 春
樹

, 大
栗

 聖
由

, 小
林

 昌
弘

,
藤

岡
 重

和
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
正

中
法

EN
oG

は
顔

面
神

経
全

体
の

病
態

を
反

映
す

る
か

第
50

回
日

本
臨

床
神

経
生

理
学

会
学

術
大

会
we

b開
催

20
20

年
11

月

臨
床

検
査

学
科

岡
⻄

 徹
, 大

栗
 聖

由
, ⾦

井
 創

太
郎

, 藤
本

 礼
尚

20
20

国
内

学
会

一
般

演
題

小
児

脳
波

・
脳

磁
図

研
究

の
最

前
線

 
て

ん
か

ん
性

ス
パ

ズ
ム

に
対

す
る

脳
梁

離
断

術
の

予
後

因
子

と
な

る
術

前
頭

皮
脳

波
の

特
徴

左
右

対
称

性
と

位
相

差
に

つ
い

て

第
50

回
日

本
臨

床
神

経
生

理
学

会
学

術
大

会
we

b開
催

20
20

年
11

月

臨
床

検
査

学
科

大
栗

 聖
由

, 池
口

 拓
哉

, 和
田

 晋
一

, 小
河

 佳
織

,
前

垣
 義

弘
, 樋

本
 尚

志
20

20
国

内
学

会
一

般
演

題
健

常
者

に
お

け
る

横
隔

膜
筋

厚
と

口
腔

内
圧

の
検

討
第

50
回

日
本

臨
床

神
経

生
理

学
会

学
術

大
会

we
b開

催
20

20
年

11
月
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
主
催
学
会
・
研
究
会
）

所
属

研
究

者
年

度
学

会
・

研
究

会
名

開
催

地
発

表
年

月

看
護

学
科

近
藤

真
紀

子
，

岩
本

真
紀

，
細

原
正

子
，

森
田

公
美

子
，

新
井

恵
津

子
，

岡
⻄

幸
恵

20
20

た
ま

も
臨

床
看

護
研

究
会

高
松

市
20

21
年

2月

看
護

学
科

國
方

弘
子

,多
田

羅
光

美
20

20
か

が
わ

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

究
会

高
松

市
20

20
年

8月
,９

月
,1

1月

看
護

学
科

岡
田

麻
里

20
20

劇
団

し
ま

し
ま

（
プ

レ
イ

バ
ッ

ク
シ

ア
タ

ー
劇

団
）

広
島

県
三

原
市

20
20

年
4月

ー
20

21
年

3月

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

い
の

ち
支

え
あ

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

が
わ

高
松

市
20

20
年

10
月

11
月

、
20

21
年

年
2

月
、

3月

看
護

学
科

多
田

達
史

、
松

本
裕

子
、

諏
訪

亜
季

子
20

20
CO

+高
松

高
松

市

20
20

年
75

月
23

日
、

6月
21

日
、

6月
27

日
、

11
月

20
日

、
20

21
年

1月
20

日
、

2月
8日

臨
床

検
査

学
科

多
田

達
史

、
松

本
裕

子
、

岡
⻄

幸
恵

、
森

⻄
起

也
、

諏
訪

亜
季

子
、

末
澤

千
草

、
高

嶋
伸

子
20

20
地

域
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
採

択
事

業
地

域
の

魅
力

づ
く

り
の

た
め

の
保

健
医

療
福

祉
等

ス
タ

ッ
フ

へ
の

支
援

事
業

（
sO

LE
A）

高
松

市
20

21
年

2月
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
講
演
会
等
）

所
属

研
究

者
研

究
会

・
研

修
会

の
名

称
講

演
タ

イ
ト

ル
開

催
地

開
催

日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
令

和
2年

度
高

松
市

健
康

講
座

漢
方

を
知

っ
て

素
敵

に
歳

を
重

ね
ま

し
ょ

う
高

松
市

20
20

年
10

月
27

日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
松

山
産

婦
人

科
医

会
例

会
い

の
ち

を
繋

ぐ
女

性
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
と

漢
方

〜
特

に
こ

こ
ろ

の
症

状
、

こ
こ

ろ
か

ら
の

症
状

に
〜

オ
ン

ラ
イ

ン
20

20
年

10
月

28
日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
令

和
2年

度
健

康
管

理
講

習
会

高
松

地
方

裁
判

所
が

ん
に

つ
い

て
知

っ
て

お
き

た
い

こ
と

高
松

市
20

20
年

11
月

9日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
か

が
わ

⻑
寿

大
学

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
エ

イ
ジ

ン
グ

に
活

か
す

漢
方

の
チ

カ
ラ

高
松

市
20

20
年

12
月

7日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
ぼ

っ
こ

助
産

院
研

修
会

妊
産

褥
婦

、
子

育
て

中
の

お
⺟

さ
ん

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
そ

れ
を

支
え

る
人

達
の

オ
ウ

ン
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

−
漢

方
治

療
も

含
め

て
ー

高
松

市
20

20
年

12
月

14
日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
令

和
2年

度
東

か
が

わ
市

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
講

座
ス

ト
レ

ス
に

気
づ

い
て

こ
こ

ろ
を

整
え

る
〜

ス
テ

キ
な

年
齢

の
重

ね
方

〜
東

か
が

わ
市

20
21

年
3月

2日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
高

松
市

保
健

所
香

川
県

⻭
科

専
門

学
校

2年
生

お
・

と
・

な
力

ア
ッ

プ
講

座

学
生

の
健

康
管

理
と

子
宮

頸
が

ん
予

防
に

つ
い

て
高

松
市

20
21

年
3月

9日

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
高

松
市

保
健

所
香

川
県

⻭
科

専
門

学
校

1年
生

お
・

と
・

な
力

ア
ッ

プ
講

座

学
生

の
健

康
管

理
と

子
宮

頸
が

ん
予

防
に

つ
い

て
高

松
市

20
21

年
3月

19
日

看
護

学
科

岩
本

真
紀

た
ま

も
臨

床
看

護
研

究
会

ス
ト

レ
ン

グ
ス

理
論

オ
ン

ラ
イ

ン
20

21
年

2月
1日

看
護

学
科

近
藤

真
紀

子
岡

山
大

学
 

教
養

教
育

科
目

ハ
ン

セ
ン

病
と

医
療

倫
理

岡
山

市
春

季
集

中
看

護
学

科
近

藤
真

紀
子

岡
山

県
看

護
協

会
看

護
研

究
を

は
じ

め
よ

う
岡

山
市

20
20

年
4月

19
日

・
20

日
看

護
学

科
近

藤
真

紀
子

岡
山

県
看

護
協

会
看

護
実

践
に

生
か

す
ケ

ア
リ

ン
グ

岡
山

市
20

20
年

11
月

12
日

看
護

学
科

近
藤

真
紀

子
岡

山
県

看
護

協
会

い
ま

な
ぜ

ハ
ン

セ
ン

病
な

の
か

岡
山

市
20

21
年

2月
19

日
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
講
演
会
等
）

所
属

研
究

者
研

究
会

・
研

修
会

の
名

称
講

演
タ

イ
ト

ル
開

催
地

開
催

日

看
護

学
科

近
藤

真
紀

子
岡

山
大

学
 

医
学

部
保

健
学

科
看

護
学

専
攻

3年
看

護
管

理
岡

山
市

(オ
ン

ラ
イ

ン
)

20
20

年
6月

1日

看
護

学
科

近
藤

真
紀

子
，

近
藤

松
子

，
山

端
美

香
子

，
大

石
由

紀
，

岡
⻄

幸
恵

高
松

市
立

牟
礼

中
学

校
ハ

ン
セ

ン
病

と
実

存
的

苦
悩

高
松

市
20

20
年

11
月

1日

看
護

学
科

近
藤

真
紀

子
，

廣
畑

聡
，

近
藤

松
子

，
山

端
美

香
子

，
大

石
由

紀
，

岡
⻄

幸
恵

立
命

館
慶

祥
中

学
校

ハ
ン

セ
ン

病
の

基
礎

知
識

北
海

道
(オ

ン
ラ

イ
ン

)
20

21
年

1月
1日

看
護

学
科

近
藤

真
紀

子
高

松
市

牟
礼

南
小

学
校

ハ
ン

セ
ン

病
に

つ
い

て
学

ぼ
う

高
松

市
20

20
年

11
月

1日

看
護

学
科

植
村

裕
子

公
益

社
団

法
人

香
川

県
看

護
協

会
「

い
の

ち
の

せ
ん

せ
い

」
高

松
市

立
牟

礼
北

小
学

校
2年

生
た

い
せ

つ
な

い
の

ち
高

松
市

20
20

年
12

月
4日

看
護

学
科

植
村

裕
子

公
益

社
団

法
人

香
川

県
看

護
協

会
「

い
の

ち
の

せ
ん

せ
い

」
東

か
が

わ
市

立
大

内
小

学
校

た
い

せ
つ

な
い

の
ち

東
か

が
わ

市
20

21
年

1月
20

日

看
護

学
科

植
村

裕
子

公
益

社
団

法
人

香
川

県
看

護
協

会
「

い
の

ち
の

せ
ん

せ
い

」
さ

ぬ
き

市
立

さ
ぬ

き
南

中
学

校
「

い
の

ち
」

に
つ

い
て

さ
ぬ

き
市

20
21

年
2月

12
日

看
護

学
科

植
村

裕
子

公
益

社
団

法
人

香
川

県
看

護
協

会
「

保
健

師
助

産
師

看
護

師
実

習
指

導
者

講
習

会
」

実
習

指
導

：
⺟

性
看

護
学

看
護

教
育

課
程

：
⺟

性
看

護
学

高
松

市
20

20
年

11
月

18
日

看
護

学
科

森
田

公
美

子
令

和
2年

度
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
香

川
県

立
保

健
医

療
大

学
 

公
開

講
座

が
ん

の
予

防
・

検
診

の
き

ほ
ん

高
松

市
20

20
年

11
月

9日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
高

松
市

地
域

ケ
ア

小
会

議
被

害
妄

想
の

あ
る

認
知

症
高

齢
者

へ
の

対
応

と
服

薬
管

理
高

松
市

20
20

年
9月

11
日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
高

松
市

地
域

ケ
ア

小
会

議
片

づ
け

ら
れ

な
い

認
知

症
高

齢
者

が
地

域
で

生
活

し
て

い
く

た
め

に
は

高
松

市
20

21
年

3月
15

日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
香

川
県

若
年

性
認

知
症

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
修

若
年

性
認

知
症

の
人

の
居

場
所

・
仲

間
づ

く
り

を
考

え
る

高
松

市
20

21
年

2月
1日
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
講
演
会
等
）

所
属

研
究

者
研

究
会

・
研

修
会

の
名

称
講

演
タ

イ
ト

ル
開

催
地

開
催

日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
介

護
療

養
型

医
療

施
設

や
わ

ら
ぎ

研
修

会
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

会
Ⅰ

高
松

市
20

20
年

11
月

4日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
介

護
療

養
型

医
療

施
設

や
わ

ら
ぎ

研
修

会
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

会
Ⅱ

高
松

市
20

20
年

11
月

18
日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
介

護
療

養
型

医
療

施
設

や
わ

ら
ぎ

研
修

会
認

知
症

研
修

会
Ⅰ

高
松

市
20

20
年

12
月

9日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
介

護
療

養
型

医
療

施
設

や
わ

ら
ぎ

研
修

会
認

知
症

研
修

会
Ⅱ

高
松

市
20

20
年

12
月

23
日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
香

川
県

看
護

協
会

実
習

指
導

者
研

修
集

団
討

議
の

方
法

高
松

市
20

20
年

10
月

29
日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
男

性
介

護
者

と
支

援
者

の
全

国
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
さ

ぬ
き

男
介

護
友

の
会

 研
究

報
告

高
松

市
20

21
年

1月
19

日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
高

知
医

療
セ

ン
タ

ー
看

護
局

キ
ャ

リ
ア

開
発

＆
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
3年

目
の

看
護

師
の

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

高
知

市
20

20
年

10
月

9日

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
高

知
医

療
セ

ン
タ

ー
看

護
局

キ
ャ

リ
ア

開
発

＆
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
10

年
目

の
看

護
師

の
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
高

知
市

20
20

年
12

月
8日

看
護

学
科

國
方

弘
子

う
つ

病
家

族
教

室
う

つ
病

の
回

復
に

つ
い

て
−

家
族

が
で

き
る

こ
と

−
高

松
市

20
20

年
12

月
17

日

看
護

学
科

國
方

弘
子

令
和

２
年

度
小

豆
圏

域
精

神
障

害
者

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

っ
て

何
？

小
豆

郡
20

20
年

10
月

14
日

看
護

学
科

國
方

弘
子

藤
井

学
園

寒
川

高
等

学
校

 
出

前
講

座
自

分
を

好
き

に
な

る
こ

と
と

心
の

健
康

さ
ぬ

き
市

20
20

年
10

月
28

日
看

護
学

科
多

田
羅

光
美

医
療

法
人

社
団

三
愛

会
三

船
病

院
 

講
義

「
ス

ト
レ

ン
グ

ス
理

論
」

丸
⻲

市
20

20
年

12
月

8日

看
護

学
科

小
林

秋
恵

香
川

県
看

護
協

会
新

人
看

護
職

員
他

施
設

合
同

研
修

会
看

護
基

礎
教

育
の

現
状

，
新

人
看

護
師

の
技

術
習

得
状

況
高

松
市

20
20

年
8月

26
日

看
護

学
科

小
林

秋
恵

香
川

県
看

護
協

会
実

習
指

導
者

講
習

会
演

習
支

援
高

松
市

20
20

年
11

月
25

，
12

月
1，

4，
7日

看
護

学
科

小
林

秋
恵

香
川

県
看

護
協

会
看

護
力

再
開

発
講

習
会

看
護

過
程

，
看

護
記

録
高

松
市

20
21

年
1月

26
日

57



20
20

年
度
研
究
業
績
（
講
演
会
等
）

所
属

研
究

者
研

究
会

・
研

修
会

の
名

称
講

演
タ

イ
ト

ル
開

催
地

開
催

日

看
護

学
科

吉
本

知
恵

香
川

県
看

護
協

会
「

保
健

師
助

産
師

看
護

師
実

習
指

導
者

講
習

会
」

実
習

指
導

：
老

年
看

護
学

看
護

教
育

課
程

：
老

年
看

護
学

高
松

市
20

20
年

11
月

19
日

看
護

学
科

植
原

千
明

キ
ャ

ラ
バ

ン
・

メ
イ

ト
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

交
流

会
対

象
に

応
じ

た
効

果
的

な
健

康
教

育
の

組
み

立
て

方
〜

新
し

い
生

活
様

式
を

踏
ま

え
て

〜
高

松
市

20
21

年
1月

14
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

坂
出

市
多

職
種

研
修

会
カ

ナ
ダ

に
お

け
る

AC
Pの

実
際

と
日

本
で

の
現

状

坂
出

市
 

W
eb

と
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

20
20

年
8月

22
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

香
川

県
看

護
協

会
訪

問
看

護
入

門
研

修
会

訪
問

看
護

活
動

に
要

す
る

基
礎

知
識

と
技

術
高

松
市

20
20

年
8月

29
日

、
9月

19
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

香
川

県
看

護
協

会
訪

問
看

護
養

成
研

修
会

地
域

に
お

け
る

ヘ
ル

ス
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
の

仕
組

み
と

連
携

高
松

市
20

20
年

9月
19

日

看
護

学
科

片
山

陽
子

高
松

市
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
研

修
会

ま
な

び
CA

N
健

康
な

時
か

ら
始

め
る

AC
P

高
松

市
20

20
年

10
月

7日

看
護

学
科

片
山

陽
子

高
松

市
在

宅
医

療
連

携
会

議
：

在
宅

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

養
成

研
修

会
在

宅
医

療
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

に
必

要
な

知
識

と
ス

キ
ル

・
事

例
検

討

高
松

市
W

eb
と

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式

20
20

年
10

月
6日

、
10

月
13

日
、

11
月

8日
、

11
月

10
日

、
12

月
1日

、
12

月
8日

看
護

学
科

片
山

陽
子

土
庄

町
・

小
豆

島
町

合
同

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

在
宅

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

が
実

践
す

る
AC

P
土

庄
町

・
小

豆
島

町
20

20
年

11
月

2日

看
護

学
科

片
山

陽
子

香
川

県
看

護
協

会
介

護
施

設
等

に
お

け
る

看
取

り
研

修
会

AC
Pの

基
本

と
看

護
職

の
役

割
高

松
市

20
20

年
11

月
14

日

看
護

学
科

片
山

陽
子

香
川

県
看

護
協

会
訪

問
看

護
推

進
研

修
会

ラ
ダ

ー
研

修
意

思
決

定
を

支
え

る
：

訪
問

看
護

に
お

け
る

意
思

決
定

支
援

高
松

市
20

20
年

11
月

21
日
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
講
演
会
等
）

所
属

研
究

者
研

究
会

・
研

修
会

の
名

称
講

演
タ

イ
ト

ル
開

催
地

開
催

日

看
護

学
科

片
山

陽
子

全
国

介
護

支
援

専
門

員
協

議
会

第
6回

四
国

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

会
基

調
講

演
：

自
分

ら
し

い
人

生
を

過
ご

す
た

め
の

意
思

決
定

支
援

高
松

市
W

eb
と

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式
20

20
年

11
月

23
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

香
川

県
看

護
協

会
実

習
指

導
者

研
修

会
実

習
指

導
の

概
論

：
在

宅
看

護
学

高
松

市
20

20
年

11
月

24
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

第
8回

高
松

地
区

緩
和

ケ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

勉
強

会
地

域
を

基
盤

に
本

人
の

意
思

を
つ

な
ぐ

AC
P

と
緩

和
ケ

ア

高
松

市
W

eb
と

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式
20

20
年

11
月

27
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

香
川

県
社

会
福

祉
協

議
会

研
修

会
ア

ド
バ

ン
ス

・
ケ

ア
・

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

の
基

礎
に

つ
い

て
W

eb
形

式
20

21
年

1月
19

日

看
護

学
科

片
山

陽
子

高
松

市
医

師
会

・
在

宅
医

療
連

携
研

修
会

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

：
AC

P
高

松
市

20
21

年
1月

10
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

令
和

2年
度

第
8回

善
通

寺
市

在
宅

医
療

介
護

連
携

研
修

会

ア
ド

バ
ン

ス
・

ケ
ア

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
研

修
会

：
も

し
も

の
と

き
に

備
え

て
、

自
分

ら
し

く
生

き
る

た
め

に
高

松
市

20
21

年
2月

5日

看
護

学
科

片
山

陽
子

香
川

県
AC

P研
修

会
AC

Pに
つ

い
て

W
eb

開
催

20
21

年
2月

7日

看
護

学
科

片
山

陽
子

日
本

EO
Lケ

ア
学

会
意

思
表

明
支

援
研

修
会

意
思

表
明

支
援

ベ
ー

シ
ッ

ク
セ

ミ
ナ

ー
W

eb
開

催
20

20
年

11
月

1日
、

20
21

年
1月

23
日

看
護

学
科

片
山

陽
子

日
本

EO
Lケ

ア
学

会
意

思
表

明
支

援
研

修
会

意
思

表
明

支
援

フ
ァ

ー
ス

ト
セ

ミ
ナ

ー
W

eb
開

催
20

20
年

11
月

7日
、

2月
20

日

看
護

学
科

片
山

陽
子

、
岡

田
麻

里
日

本
EO

Lケ
ア

学
会

意
思

表
明

支
援

研
修

会
意

思
表

明
支

援
セ

カ
ン

ド
セ

ミ
ナ

ー
W

eb
開

催
20

20
年

12
月

5日
、

20
21

年
3月

13
日

看
護

学
科

堀
美

紀
子

香
川

県
看

護
協

会
実

習
指

導
者

研
修

会
実

習
指

導
の

概
論

：
基

礎
看

護
学

高
松

市
20

20
年

11
月

18
日

看
護

学
科

諏
訪

亜
季

子
香

川
県

医
療

的
ケ

ア
児

者
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

養
成

研
修

④
家

族
支

援
、

⑤
虐

待
高

松
市

20
20

年
10

月
12

日
、

10
月

13
日

、
11

月
9日

、
11

月
10

日

助
産

学
専

攻
科

野
口

純
子

公
益

社
団

法
人

愛
媛

県
看

護
協

会
「

令
和

2年
度

助
産

師
交

流
集

会
」

助
産

師
出

向
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
-香

川
県

の
取

り
組

み
と

実
際

ー
松

山
市

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
20

20
年

10
月

1日
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
講
演
会
等
）

所
属

研
究

者
研

究
会

・
研

修
会

の
名

称
講

演
タ

イ
ト

ル
開

催
地

開
催

日

助
産

学
専

攻
科

野
口

純
子

公
益

社
団

法
人

日
本

看
護

協
会

「
令

和
2

年
度

都
道

府
県

看
護

協
会

⺟
子

の
た

め
の

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

推
進

会
議

」

香
川

県
に

お
け

る
⺟

子
支

援
の

取
り

組
み

〜
看

護
職

で
地

域
の

妊
産

婦
を

支
え

る
〜

東
京

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
20

21
年

2月

臨
床

検
査

学
科

池
⻲

 
彰

茂

第
12

回
香

川
県

立
保

健
医

療
大

学
臨

床
検

査
学

科
教

育
講

演
会

臨
床

検
査

技
師

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

 
 

臨
床

現
場

で
必

要
と

さ
れ

る
臨

床
検

査
技

師
と

は
高

松
市

20
20

年
7月

28
日

臨
床

検
査

学
科

池
⻲

 
彰

茂
令

和
2年

度
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
香

川
県

立
保

健
医

療
大

学
 

公
開

講
座

知
っ

て
得

す
る

！
血

液
検

査
、

尿
検

査
の

前
に

や
っ

て
は

い
け

な
い

こ
と

高
松

市
20

20
年

11
月

9日

臨
床

検
査

学
科

大
栗

 
聖

由
山

陰
神

経
セ

ミ
ナ

ー
重

症
筋

無
力

症
に

つ
い

て
鳥

取
県

米
子

市
（

we
b開

催
）

20
20

年
10

月
31

日
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20
20
年
度
研
究
業
績
（
科
研
費
）

所
属

研
究

者
年

度
研

究
課

題
名

研
究

種
目

新
規

・
継

続
交

付
⾦

額

看
護

学
科

近
藤

 
真

紀
子

(代
表

者
)

20
20

ハ
ン

セ
ン

病
医

療
倫

理
学

の
創

出
に

向
け

た
学

術
的

基
盤

の
構

築
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

基
盤

研
究

（
B）

継
続

6,
24

0,
00

0

看
護

学
科

松
村

 
千

鶴
（

代
表

者
）

20
20

安
全

・
快

適
、

コ
ス

ト
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
実

現
す

る
清

潔
ケ

ア
キ

ッ
ト

の
開

発
と

推
進

戦
略

の
構

築
基

盤
研

究
（

C）
継

続
39

0,
00

0

看
護

学
科

岩
本

 
真

紀
(代

表
者

）
20

20
外

来
化

学
療

法
を

受
け

る
が

ん
サ

バ
イ

バ
ー

の
ス

ト
レ

ン
グ

ス
尺

度
の

開
発

基
盤

研
究

（
C）

継
続

52
0,

00
0

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

（
代

表
者

）
20

20
父

親
の

発
達

特
性

を
踏

ま
え

た
産

後
う

つ
病

支
援

・
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
（

C）
継

続
91

0,
00

0

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
（

代
表

者
）

20
20

軽
度

認
知

症
の

人
の

自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

を
高

め
る

看
護

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

（
C）

継
続

1,
04

0,
00

0

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
（

代
表

者
）

20
20

高
齢

者
の

尊
厳

あ
る

死
を

目
指

す
訪

問
看

護
師

の
タ

ー
ニ

ン
グ

ポ
イ

ン
ト

の
判

断
と

実
践

の
明

確
化

基
盤

研
究

（
C）

継
続

1,
04

0,
00

0

看
護

学
科

舟
越

 
和

代
(代

表
者

）
20

20
レ

ス
パ

イ
ト

ケ
ア

を
活

用
し

た
障

害
児

の
生

涯
に

お
け

る
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
（

C）
継

続
期

間
延

⻑

看
護

学
科

岡
⻄

 
幸

恵
(代

表
者

)
20

20
再

発
・

転
移

が
ん

サ
バ

イ
バ

ー
の

調
和

を
促

進
す

る
看

護
援

助
方

法
の

開
発

基
盤

研
究

（
C）

新
規

1,
04

0,
00

0

看
護

学
科

岡
田

 
麻

里
（

代
表

者
）

20
20

訪
問

看
護

師
の

多
職

種
協

働
に

よ
る

地
域

看
取

り
ケ

ア
の

振
り

返
り

支
援

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

（
C）

新
規

1,
30

0,
00

0

看
護

学
科

三
浦

 
浩

美
(代

表
者

）
20

20
親

・
保

育
者

が
行

う
3歳

未
満

児
へ

の
予

防
接

種
関

連
疼

痛
低

減
ケ

ア
モ

デ
ル

の
構

築
若

手
研

究
新

規
78

0,
00

0

看
護

学
科

植
村

 
裕

子
（

代
表

者
）

20
20

VR
技

術
を

応
用

し
た

育
児

技
術

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

と
評

価
若

手
研

究
新

規
1,

30
0,

00
0
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20
20
年
度
研
究
業
績
（
科
研
費
）

所
属

研
究

者
年

度
研

究
課

題
名

研
究

種
目

新
規

・
継

続
交

付
⾦

額

看
護

学
科

松
本

 
裕

子
（

代
表

者
）

20
20

新
生

児
マ

ス
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

陽
性

児
の

発
症

予
防

に
関

す
る

介
入

（
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

）
若

手
研

究
（

B）
継

続
期

間
延

⻑

看
護

学
科

諏
訪

 
亜

季
子

(代
表

者
）

20
20

在
宅

で
暮

ら
す

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

と
高

齢
者

家
族

の
介

護
を

担
う

多
重

介
護

の
全

国
実

態
調

査
若

手
研

究
（

B）
継

続
期

間
延

⻑

看
護

学
科

兵
藤

 
好

美
（

代
表

者
）

、
近

藤
 

真
紀

子
（

分
担

者
）

20
20

ゲ
ー

ミ
ン

グ
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
医

療
事

故
生

成
プ

ロ
セ

ス
制

御
モ

デ
ル

の
構

築
基

盤
研

究
（

B）
継

続
39

,0
00

看
護

学
科

仁
科

 
祐

子
（

代
表

者
）

、
岡

田
 

麻
里

（
分

担
者

）
20

20
若

手
訪

問
看

護
師

の
自

律
性

を
育

成
す

る
た

め
の

全
国

若
手

ナ
ー

ス
実

践
共

有
型

学
修

シ
ス

テ
ム

の
構

築
基

盤
研

究
（

B）
新

規
13

0,
00

0

看
護

学
科

石
田

 
未

知
子

（
代

表
者

）
、

國
方

 
弘

子
（

分
担

者
）

20
20

高
校

生
用

自
傷

リ
ス

ク
質

問
票

の
開

発
を

踏
ま

え
た

自
傷

予
防

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

基
盤

研
究

（
B）

新
規

26
0,

00
0

看
護

学
科

尾
形

 
由

起
子

（
代

表
者

）
、

岡
田

 
麻

里
（

分
担

者
）

20
20

多
職

種
に

よ
る

地
域

住
⺠

「
終

の
棲

家
」

意
思

決
定

支
援

シ
ー

ト
の

開
発

基
盤

研
究

（
C）

継
続

15
,2

65

看
護

学
科

土
路

生
 

明
美

（
代

表
者

）
、

舟
越

 
和

代
（

分
担

者
）

20
20

発
が

ん
リ

ス
ク

遺
伝

子
と

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

着
目

し
た

小
児

が
ん

経
験

者
の

生
活

に
関

す
る

探
索

研
究

基
盤

研
究

（
C）

継
続

39
,0

00

看
護

学
科

酒
井

 
昌

子
（

代
表

者
）

、
片

山
 

陽
子

（
分

担
者

）
20

20
高

齢
心

不
全

患
者

の
望

む
生

活
と

最
期

を
支

え
る

訪
問

看
護

師
の

判
断

と
実

践
の

明
確

化
基

盤
研

究
（

C）
継

続
10

4,
00

0

看
護

学
科

小
出

 
恵

子
（

代
表

者
）

、
岡

田
 

麻
里

（
分

担
者

）
20

20
優

先
順

位
に

基
づ

く
保

管
活

動
を

推
進

す
る

ス
ク

ラ
ッ

プ
＆

ビ
ル

ド
実

践
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
基

盤
研

究
（

C）
継

続
14

7,
79

7

看
護

学
科

中
平

 
洋

子
（

代
表

者
）

、
土

岐
 

弘
美

（
分

担
者

）
20

20
精

神
障

が
い

者
の

Fa
m

ily
 

Re
sil

ie
nc

eを
促

す
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

基
盤

研
究

（
C）

継
続

19
5,

00
0

62



20
20
年
度
研
究
業
績
（
科
研
費
）

所
属

研
究

者
年

度
研

究
課

題
名

研
究

種
目

新
規

・
継

続
交

付
⾦

額

看
護

学
科

田
中

 
美

延
里

（
代

表
者

）
、

岡
田

 
麻

里
（

分
担

者
）

20
20

へ
き

地
看

護
職

の
協

働
効

力
感

尺
度

の
開

発
と

継
続

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

試
案

作
成

基
盤

研
究

（
C）

継
続

25
5,

04
7

看
護

学
科

⽩
石

 
裕

子
（

代
表

者
）

、
國

方
 

弘
子

（
分

担
者

）
20

20
精

神
科

訪
問

看
護

師
の

認
知

行
動

療
法

実
践

を
促

進
す

る
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

の
効

果
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
（

C）
継

続
期

間
延

⻑

看
護

学
科

山
本

 
大

佑
（

代
表

者
）

、
井

伊
 

久
美

子
（

分
担

者
）

、
片

山
 

陽
子

（
分

担
者

）
20

20
中

山
間

地
域

で
継

ぎ
目

の
無

い
看

取
り

支
援

を
可

能
に

す
る

訪
問

看
護

師
育

成
モ

デ
ル

の
開

発
基

盤
研

究
（

C）
新

規
13

0,
00

0

教
養

部
古

山
 

達
雄

(代
表

者
）

20
20

Fo
xo

1転
写

因
子

に
よ

る
リ

ン
パ

管
弁

形
成

の
調

節
基

盤
研

究
（

C）
新

規
1,

69
0,

00
0

教
養

部
新

美
 

健
太

 (代
表

者
)

20
20

新
規

抗
酸

化
ス

ト
レ

ス
経

路
FO

XO
1-

xC
T系

を
標

的
と

し
た

リ
ン

パ
管

新
生

の
制

御
若

手
研

究
継

続
1,

04
0,

00
0

臨
床

検
査

学
科

奥
田

 
潤

（
代

表
者

）
、

末
澤

 
千

草
（

分
担

者
）

20
20

III
 型

分
泌

機
構

に
着

眼
し

た
エ

ド
ワ

ジ
エ

ラ
症

原
因

細
菌

の
病

原
機

構
解

析
と

新
規

予
防

法
の

開
発

基
盤

研
究

（
C）

新
規

91
0,

00
0

臨
床

検
査

学
科

末
澤

 
千

草
（

代
表

者
）

、
奥

田
 

潤
（

分
担

者
）

20
20

緑
膿

菌
に

よ
る

腸
管

経
由

内
因

性
血

液
感

染
機

構
の

解
明

基
盤

研
究

（
C）

新
規

1,
30

0,
00

0

臨
床

検
査

学
科

山
崎

 
未

来
（

代
表

者
）

20
20

⽩
血

球
DN

Aメ
チ

ル
化

を
標

的
と

し
た

NA
FL

D
の

発
症

予
測

マ
ー

カ
ー

の
開

発
研

究
活

動
ス

タ
ー

ト
支

援
継

続
1,

43
0,

00
0

臨
床

検
査

学
科

山
口

 
航

(代
表

者
）

20
20

単
球

サ
ブ

セ
ッ

ト
の

分
化

制
御

と
M

Φ
の

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

障
害

に
対

す
る

セ
マ

フ
ォ

リ
ン

の
機

能
解

析
若

手
研

究
継

続
1,

30
0,

00
0

臨
床

検
査

学
科

大
栗

 
聖

由
（

代
表

者
）

20
20

機
械

学
習

を
利

用
し

た
自

己
組

織
化

マ
ッ

プ
に

よ
る

急
性

脳
症

の
早

期
診

断
お

よ
び

予
後

予
測

法
の

開
発

若
手

研
究

継
続

1,
69

0,
00

0
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20
20
年
度
研
究
業
績
（
そ
の
他
助
成
金
）

所
属

研
究

者
年

度
助

成
⾦

の
名

称
区

分
新

規
・

継
続

研
究

課
題

名
補

助
⾦

額

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
20

20
ユ

ニ
・

チ
ャ

ー
ム

株
式

会
社

テ
ク

ニ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
（

学
外

共
同

研
究

）
そ

の
他

の
助

成
⾦

継
続

生
理

痛
ケ

ア
研

究
及

び
関

連
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
研

究
50

6,
00

0

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
20

20
ユ

ニ
・

チ
ャ

ー
ム

株
式

会
社

テ
ク

ニ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
（

学
外

共
同

研
究

）
そ

の
他

の
助

成
⾦

継
続

月
経

・
月

経
量

研
究

及
び

関
連

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

研
究

50
6,

00
0

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
20

20
一

般
財

団
法

人
百

十
四

銀
行

学
術

文
化

振
興

財
団

助
成

⾦
そ

の
他

の
助

成
⾦

新
規

香
川

県
の

医
療

介
護

専
門

職
に

お
け

る
AC

Pに
関

す
る

理
解

度
と

実
践

状
況

の
実

態
の

明
確

化
20

0,
00

0

看
護

学
科

新
井

 
惠

津
子

20
20

公
益

信
託

エ
ム

・
ア

イ
・

ユ
ー

財
団

記
念

基
⾦

奨
学

寄
附

⾦
新

規
婦

人
科

が
ん

治
療

後
リ

ン
パ

浮
腫

患
者

の
セ

ル
フ

ケ
ア

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

¥有
効

性
の

検
証

50
0,

00
0

臨
床

検
査

学
科

奥
田

 
潤

20
20

キ
ヤ

ノ
ン

メ
デ

ィ
カ

ル
シ

ス
テ

ム
ズ

と
の

学
外

共
同

研
究

そ
の

他
の

助
成

⾦
継

続
簡

易
分

析
装

置
の

検
査

項
目

実
現

可
能

性
及

び
性

能
評

価
に

関
す

る
研

究
1,

25
0,

00
0

臨
床

検
査

学
科

奥
田

 
潤

20
20

オ
サ

カ
病

院
奨

学
寄

附
⾦

継
続

香
川

県
立

保
健

医
療

大
学

に
お

け
る

研
究

助
成

50
,0

00

臨
床

検
査

学
科

多
田

 
達

史
20

20
キ

ヤ
ノ

ン
メ

デ
ィ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

ズ
と

の
学

外
共

同
研

究
そ

の
他

の
助

成
⾦

継
続

簡
易

分
析

装
置

の
検

査
項

目
実

現
可

能
性

及
び

性
能

評
価

に
関

す
る

研
究

1,
25

0,
00

0

臨
床

検
査

学
科

大
栗

 
聖

由
20

20
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
研

究
成

果
展

開
事

業
（

研
究

成
果

最
適

展
開

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A-
ST

EP
）

）
そ

の
他

の
助

成
⾦

継
続

脳
波

解
析

技
術

と
セ

ン
サ

技
術

の
融

合
に

よ
る

新
規

脳
波

検
査

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

の
開

発
1,

30
0,

00
0

64



20
20

年
度
研
究
業
績
（
共
同
研
究
（
学
内
）
）

所
属

研
究

者
年

度
研

究
題

目

看
護

学
科

片
山

陽
子

、
岡

田
麻

里
、

諏
訪

亜
季

子
、

尾
崎

美
智

、
三

浦
雅

美
、

大
原

昌
樹

20
20

生
活

と
医

療
を

統
合

し
た

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る
訪

問
看

護
師

の
臨

床
判

断
の

構
造

と
特

徴

65



20
20
年
度
研
究
業
績
（
共
同
研
究
（
学
外
）
）

所
属

研
究

者
年

度
研

究
題

目
共

同
研

究
先

開
始

年
度

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
20

20
生

理
痛

ケ
ア

研
究

及
び

関
連

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

研
究

ユ
ニ

・
チ

ャ
ー

ム
株

式
会

社
テ

ク
ニ

カ
ル

セ
ン

タ
ー

20
17

年
度

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
20

20
月

経
・

月
経

量
研

究
及

び
関

連
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
研

究
ユ

ニ
・

チ
ャ

ー
ム

株
式

会
社

テ
ク

ニ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
20

19
年

度

看
護

学
科

岡
田

麻
里

、
片

山
陽

子
20

20
継

続
看

護
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

NP
O法

人
JA

IC
20

20
年

度

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

Cl
ar

ify
in

g 
th

e 
po

sit
io

n 
of

 A
CP

 in
 re

gi
on

al
co

m
pr

eh
en

siv
e 

ca
re

 a
nd

 ve
rif

yin
g

ef
fe

ct
ive

 d
ia

lo
gu

e 
pr

oc
es

s f
or

 e
ac

h 
AC

P
st

ag
e 

fro
m

 st
ud

ie
s c

on
du

ct
ed

 in
 C

an
ad

a
an

d 
Ja

pa
n

・
Un

ive
rs

ity
 o

f B
rit

ish
Co

lu
m

bi
a,

 N
ur

sin
g 

Re
se

ar
ch

Ce
nt

er
・

Fr
as

er
 H

ea
lth

 A
ut

ho
rit

y

20
19

年
度

看
護

学
科

片
山

陽
子

20
20

日
本

版
オ

マ
ハ

シ
ス

テ
ム

の
実

装
と

検
証

一
般

社
団

法
人

オ
マ

ハ
シ

ス
テ

ム
ジ

ャ
パ

ン
20

16
年

度

臨
床

検
査

学
科

奥
田

 
潤

20
20

簡
易

分
析

装
置

の
検

査
項

目
実

現
可

能
性

及
び

性
能

評
価

に
関

す
る

研
究

キ
ヤ

ノ
ン

メ
デ

ィ
カ

ル
シ

ス
テ

ム
ズ

20
15

年
度

臨
床

検
査

学
科

多
田

 
達

史
20

20
簡

易
分

析
装

置
の

検
査

項
目

実
現

可
能

性
及

び
性

能
評

価
に

関
す

る
研

究
キ

ヤ
ノ

ン
メ

デ
ィ

カ
ル

シ
ス

テ
ム

ズ
20

15
年

度

臨
床

検
査

学
科

多
田

 
達

史
20

20
日

常
生

活
に

お
け

る
社

会
的

ス
ト

レ
ス

お
よ

び
そ

れ
を

形
成

す
る

要
因

の
解

析
セ

ル
ス

ペ
ク

ト
株

式
会

社
20

17
年

度

臨
床

検
査

学
科

池
⻲

 
彰

茂
20

20
プ

レ
セ

プ
シ

ン
産

生
の

分
子

細
胞

学
的

機
序

お
よ

び
影

響
因

子
の

解
明

LS
Iメ

デ
ィ

エ
ン

ス
株

式
会

社
20

20
年

度

臨
床

検
査

学
科

池
⻲

 
彰

茂
20

20
AD

VI
A2

12
0i

の
NA

CU
項

目
に

お
け

る
NE

Ts
定

量
解

析
ｼｰ

ﾒﾝ
ｽﾍ

ﾙｽ
ｹｱ

･ﾀ
ﾞｲ

ｲｱ
ｸﾞ

ﾉｽ
ﾃｨ

ｸｽ
株

式
会

社
20

20
年

度
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
審
議
会
委
員
等
）

所
属

研
究

者
委

員
・

役
員

等
の

名
称

就
任

期
間

（
日

）

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
香

川
県

が
ん

対
策

推
進

協
議

会
子

宮
が

ん
部

会
委

員
20

07
年

10
月

〜

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
香

川
県

が
ん

対
策

推
進

協
議

会
委

員
20

12
年

10
月

〜
看

護
学

科
塩

田
 

敦
子

香
川

県
准

看
護

師
試

験
委

員
20

14
年

4月
〜

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
香

川
県

総
合

健
診

協
会

子
宮

が
ん

検
診

精
度

管
理

委
員

会
委

員
20

18
年

4月
〜

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
香

川
漢

方
研

究
会

世
話

人
20

07
年

7月
〜

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
香

川
県

東
讃

保
健

福
祉

事
務

所
女

性
の

健
康

相
談

医
師

19
98

年
11

月
〜

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
香

川
県

看
護

協
会

不
妊

・
不

育
セ

ン
タ

ー
 

相
談

医
師

20
18

年
4月

〜
看

護
学

科
塩

田
 

敦
子

香
川

県
木

田
郡

三
木

町
女

性
の

健
康

相
談

医
師

20
15

年
4月

〜
看

護
学

科
塩

田
 

敦
子

香
川

県
東

か
が

わ
市

女
性

の
健

康
相

談
医

師
20

16
年

4月
〜

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
厚

労
省

 
医

政
局

 
医

師
試

験
委

員
20

20
年

4月
〜

看
護

学
科

塩
田

 
敦

子
日

本
女

性
心

身
医

学
会

 
理

事
20

20
年

6月
〜

看
護

学
科

近
藤

 
真

紀
子

⻑
島

愛
生

園
 

人
権

擁
護

委
員

20
18

年
4月

1日
〜

看
護

学
科

近
藤

 
真

紀
子

大
島

⻘
松

園
 

人
権

擁
護

委
員

20
18

年
4月

2日
〜

看
護

学
科

森
田

 
公

美
子

香
川

県
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

事
業

運
営

委
員

会
委

員
20

20
/4

/1
〜

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

日
本

助
産

学
会

代
議

員
20

20
/3

/3
1〜

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

香
川

県
医

療
安

全
推

進
協

議
会

委
員

20
20

/4
/1

〜
看

護
学

科
木

⼾
 

久
美

子
日

本
助

産
学

会
選

任
査

読
委

員
20

19
年

4月
〜

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

第
35

回
日

本
助

産
学

会
査

読
委

員
20

20
年

10
月

看
護

学
科

松
村

 
千

鶴
日

本
看

護
技

術
学

会
専

任
査

読
委

員
20

20
/4

/1
〜

看
護

学
科

松
村

 
千

鶴
日

本
看

護
技

術
学

会
評

議
員

20
20

/6
/1

〜
看

護
学

科
松

村
 

千
鶴

日
本

看
護

学
会

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

学
術

集
会

査
読

委
員

20
20

/2
/1

~
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
審
議
会
委
員
等
）

所
属

研
究

者
委

員
・

役
員

等
の

名
称

就
任

期
間

（
日

）

看
護

学
科

松
村

 
千

鶴
一

般
社

団
法

人
日

本
看

護
研

究
学

会
中

国
・

四
国

地
方

会
運

営
委

員
20

19
/3

/2
~

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
香

川
県

若
年

性
認

知
症

支
援

事
業

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

20
18

年
4月

1日
〜

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
香

川
県

初
期

集
中

支
援

事
業

チ
ー

ム
委

員
20

16
年

4月
1日

〜

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
（

一
社

）
日

本
精

神
科

看
護

協
会

香
川

県
支

部
看

護
研

究
発

表
会

査
読

委
員

20
15

年
4月

1日
〜

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
香

川
県

専
門

看
護

師
委

員
会

代
表

20
15

年
4月

1日
〜

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
高

知
女

子
大

学
看

護
学

会
誌

査
読

委
員

20
20

年
3月

1日
〜

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
日

本
CN

S看
護

学
会

査
読

委
員

20
20

年
10

月
〜

看
護

学
科

土
岐

 
弘

美
日

本
看

護
学

会
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
学

術
集

会
査

読
委

員
20

20
年

2月
1日

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

As
ia

n 
Jo

ur
na

l o
f P

re
gn

an
cy

 a
nd

 C
hi

ld
bi

rth
 re

vie
we

r
20

20
年

10
月

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

In
te

rn
at

io
na

l S
TD

 R
es

ea
rc

h 
& 

Re
vie

ws
 re

vie
we

r
20

20
年

11
月

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

As
ia

n 
Jo

ur
na

l o
f P

ed
ia

tri
c 

Re
se

ar
ch

 re
vie

we
r

20
20

年
11

月
〜

看
護

学
科

木
⼾

 
久

美
子

In
te

rn
at

io
na

l N
eu

ro
ps

yc
hi

at
ric

 D
ise

as
e 

Jo
ur

na
l r

ev
ie

we
r

20
20

年
11

月
看

護
学

科
木

⼾
 

久
美

子
Ed

uc
at

io
na

l R
es

ea
rc

h 
an

d 
Re

vie
ws

 re
vie

we
r

20
20

年
12

月
看

護
学

科
國

方
 

弘
子

令
和

2年
度

香
川

県
精

神
障

害
者

地
域

移
行

・
地

域
定

着
支

援
推

進
事

業
運

営
協

議
会

委
員

20
20

年
4月

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
令

和
２

年
度

精
神

障
害

者
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
活

動
推

進
の

た
め

の
検

討
会

20
20

年
12

月
看

護
学

科
國

方
 

弘
子

一
般

社
団

法
人

 日
本

看
護

研
究

学
会

 第
48

回
学

術
集

会
 企

画
・

実
行

委
員2

02
0年

2月
〜

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
一

般
社

団
法

人
日

本
看

護
研

究
学

会
編

集
委

員
20

18
年

6月
〜

20
20

年
8月

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
一

般
社

団
法

人
看

護
の

た
め

の
認

知
行

動
療

法
研

究
会

理
事

20
17

年
2月

〜

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
一

般
社

団
法

人
日

本
看

護
研

究
学

会
評

議
員

20
16

年
5月

〜
20

20
年

7月
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
審
議
会
委
員
等
）

所
属

研
究

者
委

員
・

役
員

等
の

名
称

就
任

期
間

（
日

）

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
一

般
社

団
法

人
日

本
看

護
研

究
学

会
中

国
・

四
国

地
方

会
運

営
委

員
20

16
年

4月
〜

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
一

般
社

団
法

人
日

本
精

神
保

健
看

護
学

会
編

集
委

員
20

16
年

1月
〜

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
公

益
社

団
法

人
日

本
看

護
科

学
学

会
和

文
誌

専
任

査
読

委
員

20
15

年
10

月
〜

看
護

学
科

國
方

 
弘

子
一

般
社

団
法

人
日

本
精

神
保

健
看

護
学

会
代

議
員

20
15

年
4月

〜
看

護
学

科
國

方
 

弘
子

日
本

精
神

保
健

看
護

学
会

学
会

誌
査

読
委

員
20

09
年

9月
〜

看
護

学
科

多
田

羅
 

光
美

（
一

社
）

日
本

精
神

科
看

護
協

会
香

川
県

支
部

幹
事

20
13

年
6月

〜
看

護
学

科
多

田
羅

 
光

美
（

一
社

）
日

本
精

神
科

看
護

協
会

香
川

県
支

部
看

護
研

究
発

表
会

査
読

委
員2

01
2年

6月
〜

看
護

学
科

植
村

 
裕

子
香

川
⺟

性
衛

生
学

会
 

幹
事

20
06

年
〜

看
護

学
科

植
村

 
裕

子
日

本
看

護
学

会
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
学

術
集

会
査

読
委

員
20

20
年

2月
1日

〜
看

護
学

科
竹

内
 

千
夏

日
本

看
護

学
会

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

学
術

集
会

査
読

委
員

20
20

年
2月

1日
〜

看
護

学
科

小
林

 
秋

恵
日

本
ニ

ュ
ー

ロ
サ

イ
エ

ン
ス

看
護

学
会

監
事

20
13

年
〜

看
護

学
科

小
林

 
秋

恵
日

本
ニ

ュ
ー

ロ
サ

イ
エ

ン
ス

看
護

学
会

査
読

委
員

20
17

年
〜

看
護

学
科

小
林

 
秋

恵
日

本
看

護
学

会
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
学

術
集

会
抄

録
選

考
委

員
20

20
年

2〜
9月

看
護

学
科

小
林

 
秋

恵
香

川
大

学
看

護
学

雑
誌

査
読

委
員

20
17

年
〜

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
日

本
看

護
協

会
看

護
職

能
Ⅱ

委
員

会
委

員
20

16
年

10
月

〜
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

日
本

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

ケ
ア

学
会

理
事

・
査

読
委

員
20

15
年

６
月

〜
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

日
本

看
護

科
学

学
会

代
議

員
20

19
年

4月
〜

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
日

本
老

年
医

学
会

倫
理

委
員

会
委

員
20

17
年

6月
〜

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
Ge

ria
tri

cs
 a

nd
 G

er
on

to
lo

gy
 In

te
rn

at
io

na
l, 

re
vie

we
r

20
20

年
4月

〜
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

Jo
ur

na
l o

f H
os

pi
ce

 a
nd

 P
al

lia
tiv

e 
Nu

rs
e,

 re
vie

we
r

20
18

年
〜

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
日

本
看

護
研

究
学

会
評

議
員

20
18

年
5月

〜
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

日
本

在
宅

ケ
ア

学
会

代
議

員
・

査
読

委
員

20
18

年
6月

〜
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
審
議
会
委
員
等
）

所
属

研
究

者
委

員
・

役
員

等
の

名
称

就
任

期
間

（
日

）

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
日

本
在

宅
医

療
連

合
学

会
評

議
員

・
査

読
委

員
20

19
年

5月
〜

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
日

本
看

護
学

会
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
学

術
集

会
査

読
委

員
20

20
年

2月
〜

9月
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

香
川

県
立

中
央

病
院

地
域

支
援

病
院

運
営

委
員

20
20

年
4月

〜
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

香
川

県
医

療
審

議
会

委
員

20
20

年
4月

〜
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

高
松

市
在

宅
医

療
連

携
推

進
会

議
委

員
20

16
年

6月
〜

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
香

川
大

学
看

護
学

雑
誌

査
読

委
員

看
護

学
科

片
山

 
陽

子
香

川
県

人
生

の
最

終
段

階
の

医
療

・
ケ

ア
の

普
及

啓
発

委
員

20
20

年
4月

〜
看

護
学

科
片

山
 

陽
子

香
川

県
然

る
べ

き
人

生
を

つ
な

ぐ
会

理
事

20
19

年
10

月
〜

看
護

学
科

吉
本

 
知

恵
日

本
看

護
研

究
学

会
評

議
員

20
16

年
5月

22
日

〜
20

20
年

7月
4日

看
護

学
科

吉
本

 
知

恵
香

川
県

看
護

協
会

学
会

委
員

20
20

年
6月

21
日

〜
看

護
学

科
諏

訪
 

亜
季

子
香

川
県

自
立

支
援

協
議

会
医

療
的

ケ
ア

部
会

委
員

20
19

年
4月

1日
〜

看
護

学
科

諏
訪

 
亜

季
子

香
川

県
医

療
的

ケ
ア

児
者

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
検

討
委

員
20

19
年

4月
1日

〜
看

護
学

科
諏

訪
 

亜
季

子
香

川
県

看
護

協
会

訪
問

看
護

推
進

委
員

20
18

年
4月

〜

看
護

学
科

諏
訪

 
亜

季
子

厚
生

労
働

省
障

害
者

総
合

福
祉

推
進

事
業

 
障

害
児

通
所

支
援

事
業

所
等

に
お

け
る

安
全

な
医

療
的

ケ
ア

の
実

施
体

制
の

構
築

に
関

す
る

調
査

研
究

検
討

委
員

20
20

年
4月

〜
20

21
年

3月

助
産

学
専

攻
科

野
口

 
純

子
公

益
社

団
法

人
全

国
助

産
師

教
育

協
議

会
 

理
事

20
19

年
6月

20
日

〜
助

産
学

専
攻

科
野

口
 

純
子

公
益

社
団

法
人

日
本

看
護

協
会

 
助

産
師

職
能

委
員

20
17

年
6月

8日
〜

助
産

学
専

攻
科

野
口

 
純

子
香

川
県

助
産

師
出

向
推

進
協

議
会

委
員

20
20

年
8月

1日
〜
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20
20

年
度
研
究
業
績
（
審
議
会
委
員
等
）

所
属

研
究

者
委

員
・

役
員

等
の

名
称

就
任

期
間

（
日

）

助
産

学
専

攻
科

野
口

 
純

子
公

益
社

団
法

人
日

本
看

護
協

会
 

令
和

2年
度

厚
生

労
働

省
先

駆
テ

ク
保

健
活

動
交

流
推

進
事

業
「

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

推
進

に
向

け
た

保
健

医
療

福
祉

の
連

携
強

化
に

関
す

る
検

討
委

員
会

」
委

員
20

20
年

4月
17

日
〜

助
産

学
専

攻
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12．管理運営 

  １）教授会 

【定例教授会】 

回 日  時 審議事項 

１ 令和2年 4月 1日 １ 退学願について 

２ 休学願について 

３ 共同研究の実施について 

２ 令和2年 4月 15日 １ 令和２年度授業料等の減免等について 

２ 共同研究の実施について 

３ 令和2年 5月 13日 １ 令和２年度地域連携推進センター採択事業について 

２ 香川県立保健医療大学図書館利用規程の一部改正について 

３ 香川県立保健医療大学雑誌投稿編集規程の一部改正について 

４ 香川県立保健医療大学雑誌原稿執筆要領の一部改正について 

５ 2021年度入学者選抜要項について 

６ 名誉教授の称号授与について 

４ 令和2年 6月 3日 １ 令和２年度授業料等の減免等について 

２ 教員の再任について 

５ 令和2年 6月 17日 １ 令和２年度臨地実習指導者への委嘱状の交付及び臨地教授等

の称号授与について 

２ 2021（令和３）年度入学者選抜要項について 

６ 令和2年７月１日 １ 非常勤講師の追加について 

２ 実習指導助手の変更について 

３ 令和３年度学年暦について 

４ 令和２年度授業料等の減免等について 

５ 看護学科教員（地域看護学、公衆衛生看護学 准教授又は講

師）の公募について 

６ 看護学科教員（基礎看護学 助教）の公募について 

７ 看護学科教員（在宅看護学 助教）の公募について 

８ 臨床検査学科教員（検査管理学ほか 准教授）の公募につい

て 

７ 令和2年７月15日 １ 2021（令和３）年度入学者選抜要項について 

２ 2021年度大学入学者選抜について 

３ 2021（令和３）年度助産学専攻科入学者選抜方法等の概要に

ついて 

４ 2021（令和３）年度助産学専攻科入学試験実施要領について 

５ 2021年（令和３）年度助産学専攻科学生募集要項について 

６ 評議会の資料について 

８ 令和2年 8月 5日 １ 大学院の拡充に係る事項について 

９ 令和2年 9月 2日 １ 2021（令和３）年度学校推薦型選抜実施要領について 
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回 日  時 審議事項 

２ 2021（令和３）年度学校推薦型選抜学生募集要項について 

３ 令和２年度授業料等の減免について 

４ 休学願について 

５ 共同研究の実施について 

１０ 令和2年 10月 7日 １ 2021（令和３）年度学校推薦型選抜実施要領について 

２ 令和２年度後期授業料の減免について 

３ 香川県立保健医療大学倫理審査委員会規程の改正について 

４ 香川県立保健医療大学非常勤講師に関する申合せ事項の改正

について 

５ 香川県立保健医療大学臨地教授等の称号の授与に関する規程

の改正について 

１１ 令和2年 10月 21日 １ 令和２年度後期授業料の減免等について 

２ 香川県立保健医療大学学生細則の改正について 

３ 令和２年度地域連携推進センター採択事業について 

１２ 令和2年 11月４日 １ 2021年度大学入学者選抜について 

２ 2021（令和３）年度助産学専攻科入学試験について 

３ 2021（令和３）年度学校推薦型選抜入学試験について 

４ 2021 (令和３)年度一般選抜試験実施要領について 

５ 2021（令和３）年度一般選抜試験学生募集要項について 

６ 2022年度入学試験実施計画について 

７ 警報発令時における講義等の取扱いに関する申合せの改正に

ついて 

８ 香川県立保健医療大学授業科目履修規程の改正について 

９ 非常勤講師の任用について 

10 臨床検査学科教員（血液検査学ほか 助教）の公募について 

１３ 令和2年 11月 18日 １ 令和２年度後期授業料の減免について 

２ 2021（令和３）年度学校推薦型選抜学生募集要項について 

３ 2021（令和３）年度一般選抜試験学生募集要項について 

４ 共同研究の実施について 

１４ 令和2年 12月 2日 １ 教員（看護学科 地域看護学、公衆衛生看護学 准教授）の

選考について 

２ 教員（臨床検査学科 検査管理学ほか 准教授）の選考につ

いて 

３ 教員の再任について 

４ 2021（令和３）年度助産学専攻科入学試験の合否判定につい

て 

５ 学長賞選考に関する申合せ事項の改正について 

６ 令和３年度非常勤講師について 
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回 日  時 審議事項 

１５ 令和2年 12月 16日 １ 2021（令和３）年度学校推薦型選抜入学試験の合否判定につ

いて 

２ 令和２年度後期授業料の減免について 

１６ 令和3年 1月 6日 １ 教員（臨床検査学科 血液検査学ほか 助教）の選考について 

２ 休学願について 

１７ 令和3年 1月 20日 １ 教員組織の見直しについて 

２ 2021（令和３）年度一般選抜試験実施要領の改正について 

３ 2021（令和３）年度一般選抜試験（前期・後期日程）の追試

験について 

４ ティーチング・アシスタント配置希望科目について 

１８ 令和3年 2月 3日 １ 2021（令和３）年度一般選抜入学試験（前期日程）について 

２ 2021（令和３）年度一般選抜入学試験（後期日程）について 

３ 卒業判定・修了判定について 

４ 学長賞について 

５ 令和３年度非常勤講師について 

６ 令和３年度実習指導助手について 

７ 休学願について 

８ 香川県立保健医療大学学生の公休に関する申合せ事項の改正

について 

９ 評議会の資料について 

１９ 令和3年 2月 15日 １ 2021(令和３)年度学校推薦型選抜入学試験（臨床検査学科：

最終合格）の合否判定について 

２ 共同研究の実施について 

３ 受託研究の受入れについて 

２０ 令和3年 3月 3日 １ 2021(令和３)年度一般選抜入学試験（前期日程）の合否判定

について 

２ 進級判定について 

３ 退学願について 

４ 復学願について 

５ 受託研究の受入れについて 

２１ 令和3年 3月 19日 １ 2021(令和３)年度一般選抜入学試験（後期日程看護学科）の

合否判定について 

２ 進級判定について 

３ 保健師教育課程選択可能者の合否判定について 

４ 退学願について 

５ 令和３年度非常勤講師について 

６ 令和３年度実習指導助手について 

７ 香川県立保健医療大学ハラスメント防止等に関する規程の改

正について 
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回 日  時 審議事項 

８ 令和３年度学内委員会等委員について 

 

  ２）研究科委員会 

【定例研究科委員会】 

回 日  時 審議事項 

１ 令和2年 4月 1日 １ 令和２年度研究指導教員の選考について 

２ 令和２年度研究科科目担当教員の選考について 

２ 令和2年 5月 13日 １ 令和３年度研究科担当教員候補の推薦について 

２ 2021年度入学者選抜方法等の概要について 

３ 2021年度博士前期課程（看護学専攻）入学試験実施要領につ

いて 

４ 2021年度博士後期課程（看護学専攻）入学試験実施要領につ

いて 

５ 2021年度博士前期課程（臨床検査学専攻）入学試験実施要領

について 

６ 2021年度博士後期課程（臨床検査学専攻）入学試験実施要領

について 

３ 令和2年 6月 3日 １ 令和２年度博士後期課程 博士論文研究計画書に係る研究計

画書審査委員の選出について 

２ 令和３年度研究科担当教員の選考について 

３ 香川県立保健医療大学大学院修士学位審査規程等の改正につ

いて 

４ 香川県立保健医療大学大学院保健医療学研究科臨床検査学専

攻博士後期課程学位取得プロセスの改正について 

４ 令和2年 7月 1日 １ 博士論文研究計画書について 

２ 2021（令和３）年度学生募集要項（看護学専攻）について 

３ 2021（令和３）年度学生募集要項（臨床検査学専攻）につい

て 

５ 令和2年 8月 5日 １ 修士論文研究計画書について 

６ 令和2年 9月 2日 １ 博士論文審査委員の選出について 

２ 休学願について 

３ 修士論文の研究計画書の承認について 

７ 令和2年 10月 7日 １ 令和３年度大学院入学試験について 

２ 修了判定について 

３ 令和３年度大学院入学試験に係る出願資格審査について 

８ 令和2年 11月 4日 １ 2021（令和３）年度入学試験の合否判定について 

２ 令和３年度研究科担当教員の選考について 

９ 令和2年 12月 2日 １ 令和３年度研究科担当教員の選考について 
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回 日  時 審議事項 

２ 臨床検査学専攻博士後期課程 博士論文予備審査に係る博士

論文予備審査委員の選出について 

３ 保健医療学研究科 修士論文題目の変更について 

４ 博士論文研究計画書の審査結果について 

１０ 令和3年 1月 6日 １ 令和３年度授業科目について 

２ 令和３年度非常勤講師について 

３ 博士論文予備審査結果について 

４ 博士論文研究計画書の審査結果について 

５ 修士論文研究計画書の承認について 

１１ 令和3年 2月 3日 １ 令和２年度修士論文審査委員について 

２ 令和２年度博士論文審査委員について 

３ 令和２年度研究計画書について 

４ 長期履修について 

５ 実践者養成コース（保健師課程・助産師課程）の教育課程及

び県内推薦枠について 

６ ティーチング・アシスタントについて 

１２ 令和3年 3月 3日 １ 修了判定について 

２ 令和２年度修士論文研究計画書について 

３ 看護学専攻における修士学位取得要項及び臨床検査学におけ

る修士学位取得要項の改正について 

４ ティーチング・アシスタントの選考について 

 

【臨時研究科委員会】 

回 日  時 審議事項 

１ 令和2年 4月 15日 １ 令和２年度研究指導員及び修士・博士論文題目について 

 

  ３）学内委員会 

【総務企画委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和２年７月２７日 ① 大学院拡充に係る増築棟スペースの移設について 

２ 令和２年 10 月８日 ① 香川県立保健医療大学学生細則の改正について 

 

【毒劇物等・廃棄物専門委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和２年７月２日 １ 毒劇物等の管理等委任簿の確認について 

２ 毒劇物等の定期検査の実施について 

３ 廃液等の処理について 

４ 有害物質使用特定施設定期点検について 

５ その他 
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【動物実験専門委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和２年６月２２日 １ 動物実験計画書について 

２ 動物実験に関する自己点検・評価報告書について 

３ その他 

２ 令和３年３月１７日 １ 動物実験計画書について 

 

【遺伝子組換え実験安全委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 6月 2日 １ 提出のあった遺伝子組換え実験計画の申請について 

２ 令和2年 9月 29日 １ 提出のあった遺伝子組換え実験計画の申請について 

３ 令和3年 2月 1日 １ 提出のあった遺伝子組換え実験計画の申請について 

 

【教務委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 21日 1 留年した学生の単位認定について 

2 授業開始日延期による各学科の対応について 

3 年間計画について 

4 令和2年度前期履修登録の状況について 

5 特別講義講師・授業支援者について 

6 臨地実習に伴う臨地実習指導者の委嘱 

7 臨地教授等の称号授与について 

２ 令和2年 5月 12日 審議事項 

1 令和2年度の教務委員会の目的・目標・活動内容の設定 

2 6月以降の時間割について 

3 前期試験日程について 

4 臨地実習に伴う臨地実習指導者の委嘱及び臨地教授等称号授与 

5 特別講義講師・授業支援者について 

報告事項 

1 第 12回香川県立保健医療大学臨床検査学科教育講演会について 

2 令和2年度前期履修登録状況について 

3 非常勤講師の謝金の支払いについて 

4 教科書再販について 

３ 令和2年 6月 24日 審議事項 

1 非常勤講師の追加について 

2 実習指導助手の変更について 

3 試験監督実施手順について 

4 令和3年度学年暦（案）について 

報告事項 

1 前期時間割の変更について 
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回 日  時 審議・報告事項 

2 遠隔授業について 

3 前期試験及び後期履修登録について 

4 「生物学実験」臨地実験実習について 

４ 令和2年 7月 31日 審議事項 

1 令和3年度非常勤講師について 

2 特別講義講師について 

報告事項 

1 前期時間割変更について 

2 期末試験期間の周知事項及び手続き等について 

3 本年度後期や次年度の各授業科目の実施方法に係る留意点につい

て 

4 令和2年度後期履修登録の状況について  

５ 令和2年 8月 20日 報告事項 

1 休学願について 

2 令和2年度前期試験について 

3 令和2年度後期履修登録の結果について 

4 令和3年度時間割案の学内調整期間について 

5 令和 3 年度シラバス（授業科目一覧表含む）の作成及び作成要領

について 

６ 令和2年 9月 29日 審議事項 

1 「香川県立保健医療大学非常勤講師に関する申合せ事項」の改正

について 

2 「警報発令時における講義等の取扱いに関する申合せ」の改正に

ついて 

3 「香川県立保健医療大学臨地教授等の称号授与に関する規定」の

改正について 

4 令和3年度シラバスの作成について 

報告事項 

1 学生用Wi-F1について 

2 令和2年度前期試験について 

3 体育館及び大講義室の使用について 

4 令和2年度卒業式及び令和3年度入学式の日程について 

5 特別講義講師・授業支援者について 

７ 令和2年10月26日 審議事項 

1 「警報発令時における講義等の取扱いに関する申合せ」の改正に

ついて 

2 「香川県立保健医療大学授業科目履修規程」の改正について 

3 保健師教育課程選択者選抜試験について 

4 非常勤講師の新規任用（交代）について 
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回 日  時 審議・報告事項 

5 「SDGs医療機関債」による寄贈の使途について 

6 令和3年度大講義室の天井等脱落防止工事の工期について 

報告事項 

1 令和2年度下半期教務関係スケジュールについて 

2 令和3年度シラバスの作成について 

3 学外見学について 

4 授業支援者について 

８ 令和2年11月20日 審議事項 

1 卒業・修了判定及び進級判定の日程について 

2 後期試験について 

3 学長賞候補予備選考について 

4 令和3年度非常勤講師について（新規任用（交代）） 

報告事項 

1 学外見学・学外授業について 

９ 令和2年12月22日 審議事項 

1 シラバスの進捗状況について 

2 令和 3 年度単位互換科目及び単位互換可能な地域志向科目につい

て 

3 臨床検査学科「生化学Ⅰ」「生化学Ⅱ」について 

4 臨床検査学科のカリキュラムについて 

5 学長賞候補予備選考について 

報告事項 

1 オリエンテーション期間について 

１０ 令和3年 1月 13日 審議事項 

1 卒業式・修了式について 

2 HP掲載内容の更新について 

報告事項 

1 ティーチングアシスタント配置希望科目申請書について 

2 食品衛生管理者養成施設及び食品衛生監視員養成施設にかかる届

出事項の変更の有無及び内容の照会について 

3 学生の欠席連絡の方法の変更について 

１１ 令和3年 2月 3日 審議事項 

1 卒業判定・修了判定について 

2 学長賞（成績優秀者本選考）について 

3 非常勤講師の交代について 

4 香川県立保健医療大学学生細則の改正について（欠席届の改正） 

5 香川県立保健医療大学学生の公休に関する申合せ事項の改正につ

いて（公休願の改正） 

報告事項 
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回 日  時 審議・報告事項 

1 学生の休学について 

2 令和3年度時間割について 

１２ 令和3年 3月 3日 審議事項 

1 令和2年度後期期末試験の結果及び進級判定について 

2 令和3年度非常勤講師の任用について 

報告事項 

1 復学願について 

2 特別講義について 

１３ 令和3年 3月 19日 審議事項 

1 進級判定について 

2 カリキュラム改正に係る文部科学省への届出について（看護学科、

専攻科） 

3 R2年度後期科目結果からの成績通知の方法について 

4 入学式について 

5 令和3年度実習指導助手の任用について 

6 令和3年度臨地教授等称号授与者等について（対象者の確認依頼、

大島青松園について） 

報告事項 

1 退学願について 

2 令和3年度単位互換について 

3 令和3年度前期履修登録について 

4 令和3年度前期授業開始日の周知方法について 

 

【学生委員会】 

回 年月日 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 10日 １ 学生委員会の目的・目標・課題について 

２ 授業料減免等について 

３ 後援会だよりについて 

４ 学生の健康診断について 

５ 食堂利用に関する対策について 

６ その他 

２ 令和2年 5月 20日 １ 授業料減免について 

２ ６月からの大学施設の利用方法について 

３ 今年度の行事の開催等について 

４ その他 

３ 令和2年 10月 13日 １ 授業料減免について 

２ 学生団体（サークル）について 

３ 後援会だよりについて 

４ 後援会実施の卒業記念事業について 
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５ 令和３年度新入生オリエンテーション・ガイダンス等につい

て 

６ 大学祭にかわる企画について 

７ 新型コロナウイルス感染症対策助成事業（日本学生支援機構）

について 

８ コロナハラスメントに対する啓発キャンペーンについて 

９ 学生の駐車場利用について 

10 学生・教員連絡会議の開催について 

11 学生相談について 

４ 令和3年 2月 24日 １ 令和３年度新入生オリエンテーション・ガイダンス等について 

２ ポートフォリオについて 

３ 令和３年度学生健康診断について 

４ その他 

 

【教務・学生合同委員会】 

回 年月日 審議・報告事項 

１ 令和3年 2月 3日 １ 学長賞（成績優秀者本選考）について 

２ その他 

 

【入試委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和 2 年 4 月 20 日 １ 2021（令和２）年度(学部)入学者選抜要項 

・臨床検査学科の合否判定会議開催日及び合格発表日について 

・臨床検査学科の集団討論と個人面接の配点について 

・調査書の評価方法について 

２ 2021（令和３）年度（大学院)入学者選抜方法等の概要 

３ 2021（令和３）年度(大学院)入学試験実施要領 

４ 令和２年度・令和３年度入試委員会活動計画について 

５ 令和２年度入試に係る救護担当教員及び採点確認教員について 

２ 令和 2 年 6 月 12 日 １ 入学者選抜要項について 

２ 大学院学生募集要項について 

３ 令和 2 年７月 13 日 １ 学校推薦型選抜・一般選抜の追試の設定について 

（入学者選抜要項の内容変更） 

２ 学校推薦型選抜 推薦書 の様式について 

３ 調査書の活用について 

４ 令和３年度 助産学専攻科 選抜方法等の概要について 

５ 令和３年度 助産学専攻科入学試験 実施要領について 

６ 令和３年度 助産学専攻科 学生募集要項について 

４ 令和 2 年 8 月 19 日 １ 2021（令和３）年度入学者選抜要項について 

（看護学科追試験の日程の変更について） 
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回 日  時 審議・報告事項 

２ 2021(令和３)年度 学校推薦型選抜 実施要領について 

３ 2021(令和３)年度 学校推薦型選抜 学生募集要項について 

４ 2021(令和３)年度 一般選抜 実施要領について 

５ 2021(令和３)年度 一般選抜 学生募集要項について 

５ 令和２年 9 月 23 日 １ 2021(令和３)年度 学校推薦型選抜 実施要領について 

２ 2021（令和３）年度 大学院入学試験について 

３ 2021(令和３)年度 一般選抜 実施要領について 

４ 2021(令和３)年度 一般選抜 学生募集要項について 

６ 令和 2 年 10 月 29

日 

１ 2021（2020 年度実施）の大学入学者選抜について 

２ 助産学専攻試験説明会配布資料（案）について 

３ 学校推薦型選抜入学試験 説明会配布資料（案）について 

４ 一般選抜試験 実施要領（案）について 

５ 一般選抜試験 学生募集要項（案）について 

６ 2022年度（2021年 4月～2022年 3月実施）入学試験実施計画（案） 

について 

7 令和 3 年１月 13 日 １ 看護学科における入学試験合格者への入学前教育について 

２ 一般選抜試験実施要領の見直し（小論文採点方法）について 

３ 一般選抜試験における追試験の実施について 

４ 2022(令和４)年度入試問題作成のための書籍の購入について 

8 令和 3 年１月 28 日 １ 臨床検査学科における入学試験合格者への入学前教育について 

２ 2021（令和３）年度一般選抜入学試験（前期日程・後期日程）説明会について 

３ 2021（令和３）年度一般選抜入学試験における在校生及び受験生への対応に

ついて 

４ 2021（令和３）年度一般選抜入学試験の追試験への対応について 

 

【図書委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

1 令和2年 4月 23日 1 令和２年度図書委員会・雑誌編集委員会 目的、目標、活 

動内容について 

2 令和２年度図書委員会年間計画表(タイムスケジュールに

ついて） 

3 図書館収集方針について 

4  令和２年度選書方法について 

5  視聴覚資料の購入について 

6  「香川県立保健医療大学図書館利用規程」の一部改正に 

ついて 

7  令和２年度図書館事務分掌について 

8  令和元年度決算・令和２年度予算について 

9  令和元年度学外来館者集計結果について 
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10 令和元年度図書館利用に関するアンケートについて 

11 令和元年度蔵書（閉架）点検作業結果報告 

12 図書館利用統計について 

13 新型コロナウイルスに関する図書館の対応状況について 

14 大学雑誌編集スケジュールについて 

15 依頼稿依頼先の決定について 

16 「香川県立保健医療大学雑誌投稿前チェックリスト」の一

部改正について 

17 「香川県立保健医療大学雑誌投稿編集規程」の一部改正に

ついて 

18 「香川県立保健医療大学雑誌原稿執筆要領」の一部改正

について 

2 令和2年 6月 8日 1  新聞データベースの購入検討について 

2 視聴覚資料の購入について 

3 研究費・教材費で購入した資料の除籍について 

4 「新聞・雑誌の廃棄について(図書館内規）」の一部見直し 

5 令和２年度図書館開館カレンダーの変更（予定）について 

6 蔵書点検について 

7 視聴覚資料・洋図書リクエスト受付について 

8 第10回大学図書館学生協働交流シンポジウムの中止につ

いて 

9 香川県立保健医療大学リポジトリ(香川共同リポジトリ)

のシステ 

ム移行について 

10 大学雑誌第12巻について 

3 令和2年 9月 8日 

令和2年 9月 17日 

1 洋図書リクエストおよび視聴覚リクエストで希望のあ 

った資料の購入について（9/17も） 

2 2021年度データベースについて 

3 2021年1-12月の洋雑誌（オンラインジャーナル・冊子 

体）について 

4 2021年度和雑誌・新聞について 

5 図書館所蔵資料の除籍方針について 

6 図書館の閉館時間について 

7 衛生委員会委員による巡視結果について 

8 2019年度貸出ベストについて 

9 来年度予算について 

10 図書サークルビブリアの活動について 

11 大学雑誌第12巻編集スケジュールについて 

12 大学雑誌査読者の決定について（9/17も） 

13 投稿予定調査票の修正について 
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4 令和2年 12月 14日 1 リクエストで希望のあった洋書の購入について 

2 ヨミダストライアルの結果について 

3 令和３年度予算について 

4 蔵書点検結果報告 

5 令和元(2019)年分発行の雑誌（和・洋）の製本日程に 

ついて 

6 利用者アンケートについて 

7 大学雑誌第12巻の送付先について 

8 大学雑誌第12巻掲載順と種別について 

9 大学雑誌第12巻の体裁について 

5 令和3年 2月 5日 1 図書館所蔵資料の除籍について 

2 新聞データベース「ヨミダス」について 

3 医中誌web版のアクセス方法とＩＤの区分について 

4 令和３（2021)年度図書館開館カレンダーについて 

5 令和３（2021）年度の継続図書について 

6 開架コーナーの追加について 

7 JAIRO Cloud(機関リポジトリ）の運用開始について 

8 令和３（2021）年度和雑誌の購入と休刊について 

9 閲覧室天井の蛍光灯周りの水漏れ跡について 

10 図書サークルビブリアの活動報告について 

11 令和３（2021）年度の「図書館ガイダンス」の日程に 

ついて 

12 大学雑誌第12巻の掲載順について 

13 大学雑誌第12巻の進捗状況 

14 令和２（2020）年度図書委員会・雑誌編集委員会活動 

の振り返りと今後の課題に向けて 

6 令和3年 3月 5日 1 図書館資料の除籍について 

2 令和３年度選書方法について 

3 入館受付票について 

4 廃棄図書配布方法の詳細について 

5 図書館利用統計について 

6 オープンアクセス学術誌要覧（ＤＯＡＪ)について 

7 新聞クリッピングについて 

8 大学雑誌第12巻の進捗状況 

9 令和２（2020）年度図書委員会・雑誌編集委員会活動の 

振り返りと今後の課題 

87



 

【ＦＤ・ＳＤ委員会】 

回 年月日 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 16日 １ ＦＤの進め方について（全体、学科単位） 

２ 授業評価について 

３ その他 

 

【広報・公開講座委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 8日 （１）令和２年度広報計画及び年間行事予定表について 

（２）高等学校の先生方への大学紹介・入試説明会の開催計画について  

（３）オープンキャンパスの開催計画について 

（４）公開講座の開催計画について 

（５）その他 

２ 令和2年 5月 8日 （１）高等学校の先生方への大学紹介・入試説明会の開催計画について 

（２）公開講座の開催計画について 

（３）オープンキャンパスの開催について 

（４）大学ホームページの写真の更新について 

（５）その他 

３ 令和2年 6月 5日 （１）高等学校の先生方への大学紹介・入試説明会の開催延期について 

（２）公開講座の開催について 

（３）オープンキャンパスの開催について 

（４）その他 

４ 令和2年 6月 19日 （１）高等学校の先生方への大学紹介・入試説明会について 

（２）Ｗｅｂオープンキャンパス開催計画について 

（３）ミニオープンキャンパスの開催について 

（４）大学広報誌「HANDs」vol.25 について 

（５）その他 

５ 令和2年 7月 29日 （１）入試に関する個別相談の実施について 

（２）Ｗｅｂオープンキャンパス動画の本学ＨＰへの掲載について 

（３）Ｗｅｂオープンキャンパス動画の作成を依頼した学生への 

謝礼について 

（４）Ｗｅｂオープンキャンパス役割分担・アンケート（案）について  

（５）高等学校の先生方への大学紹介・入試説明会のアンケート 

結果について 

（６）その他 

６ 令和2年 8月 11日 （１）第２回Ｗｅｂオープンキャンパスの開催について（日時等） 

（２）入試に関する個別相談について 

（３）その他 

７ 令和2年 11月 30日 （１）第１回、第２回Ｗｅｂオープンキャンパスの実施報告について 

（２）学生が作成した動画について 

（３）令和２年度公開講座の実施報告について 

（４）大学広報誌「HANDs」（Vol.26）について 

（５）令和３年度広報計画について 

（６）その他 

８ 令和3年 2月 3日 （１）令和３年度広報計画（案）について 

（２）令和３年度行事日程（案）について 

（３）大学 HPの改修・活用について 
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（４）その他 

 

【研究委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和２年４月１４日 （１） e-ラーニングについて 

（２）科学研究費助成事業について 

（３）学内研究報告会について 

（４）今年度の活動目的・目標の明確化について 

（５）その他 

 

【国際交流委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和２年 4 月 14 日 １．2018、2019 年度国際交流委員会 活動状況について 

２．国際交流委員会活動計画書（令和２年度・令和３年度）について 

３.その他 

２ 令和３年 2 月 17 日 １．コロナウイルス感染症予防下でのＳＡＩＴとの交流について  

３ 令和 3 年３月 15 日 １．コロナウイルス感染症予防下でのＳＡＩＴとの具体的な交流

の進め方について  

 

【三大学連携推進委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 6日 １ 特別講義・施設見学について 

２ 三大学合同新入生歓迎会について 

３ サイエンスキャンプについて 

４ 大学祭の相互乗り入れについて 

５ 三大学学術交流会について 

 

【進路支援委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和２年５月２５日 １ 令和２、３年度進路支援委員会活動 

２ 令和２年度年間計画 

３ 研修について 

４ 県内就職促進について 

２ 令和３年２月２４日 １ 令和２年度年間計画実施報告 

２ 令和２年度の進路内定状況 

３ 令和３年度年間計画案 
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【倫理審査委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 22日 １ 委員の紹介 

２ 倫理審査申請書の審査 

３ 令和２年度倫理審査委員会の予定について 

２ 令和2年 5月 27日 １ 倫理審査申請書の審査 

３ 令和2年 6月 24日 １ 倫理審査申請書の審査 

４ 令和2年 7月 22日 １ 倫理審査申請書の審査 

５ 令和2年 9月 23日 １ 倫理審査申請書の審査 

２ 院生の倫理審査申請書等について 

６ 令和2年 11月 11日 １ 倫理審査申請書の審査 

２ 臨時委員会（令和2年12月9日）の開催について 

７ 令和2年 12月 9日 １ 倫理審査申請書の審査 

８ 令和3年 1月 13日 １ 倫理審査申請書の審査 

２ 令和3年度倫理審査委員会の予定について 

９ 令和3年 3月 10日 １ 倫理審査申請書の審査 

 

【利益相反審査委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 22日 １ 委員の紹介 

２ 利益相反申請書の審査 

２ 令和2年 5月 27日 １ 利益相反申請書の審査 

３ 令和2年 6月 24日 １ 利益相反申請書の審査 

４ 令和2年 9月 23日 １ 利益相反申請書の審査 

５ 令和3年 1月 13日 １ 利益相反申請書の審査 

 

【衛生委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 5月 21日 １ 委員会の運営及び年間計画について 

２ 職場巡視について 

３ ヘルスアップセミナー講師派遣事業について 

４ 新型コロナウイルス感染症対策について 

２ 令和２年5月 １ 職場巡視実施結果報告（４月分） 

３ 令和２年6月 １ 職場巡視実施結果報告（５月分） 

４ 令和２年7月 １ 職場巡視実施結果報告（６月分） 

５ 令和２年7月 31日 １ 衛生委員による職場巡視 

６ 令和２年8月 １ 職場巡視実施結果報告（７月分） 

７ 令和２年9月 １ 職場巡視実施結果報告（８月分） 

８ 令和２年9月 9日 １ ヘルスアップセミナー 

９ 令和２年10月 １ 職場巡視実施結果報告（９月分） 
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１０ 令和２年11月 １ 職場巡視実施結果報告（１０月分） 

１１ 令和２年12月 １ 職場巡視実施結果報告（１１月分） 

１２ 令和３年1月 １ 職場巡視実施結果報告（１２月分） 

１３ 令和３年2月 １ 職場巡視実施結果報告（１月分） 

１４ 令和３年3月 １ 職場巡視実施結果報告（２月分） 

 

【防火等管理委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和２年１１月２日 １ 令和２年度防災訓練の実施内容について 

２ 消防計画書について 

３ その他 

 

【地域連携推進センター運営委員会】 

回 年月日 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 13日 １ 地域連携推進センターの活動目的・目標・活動内容について 

２ 担当割り当てについて 

３ 採択事業について 

４ 健康サポーター養成講座について 

５ その他 

２ 令和2年 5月 7日 １ 採択事業について 

２ 担当割り当てについて 

３ 健康サポーター養成講座について 

４ その他 

３ 令和2年 6月 26日 １ 地域連携推進センター事業の日程について 

２ 健康教育の企画書と指導案作成 

３ その他 

４ 令和2年 9月 16日 １ 健康サポーター養成講座等について 

２ ライフサイエンス教室について 

３ ふるさとまつりについて 

４ 採択事業について 

５ その他 

５ 令和3年 2月 24日 １ 令和２年度 事業報告について 

２ 保健医療従事者を対象とする研究に関する研修会実施要領に

ついて 

３ その他 

 

【研究科専門委員会】 

回 日  時 審議・報告事項 

１ 令和2年 4月 13日 １ 令和２年度研究指導教員及び修士・博士論文題目について 

２ 修士論文中間報告会に関する実施要領について 
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３ 新型コロナウイルス感染拡大を踏まえた授業の在り方につい

て 

４ その他 

２ 令和2年 5月 7日 １ 臨床検査学専攻博士学位審査規程等の改正について 

２ 令和３年度大学院研究科担当教員資格審査について 

３ 令和２年度研究指導教員及び修士・博士論文題目変更について 

４ その他 

３ 令和2年 5月 28日 １ 令和３年度大学院研究科担当教員資格審査について 

２ 保健医療学研究科 修士及び博士学位審査規程等の改正につ

いて 

３ 臨床検査学専攻 博士後期課程学位取得プロセスの改正につ

いて 

４ 看護学専攻博士後期課程研究計画書審査委員の選出ついて 

５ その他 

４ 令和2年 8月 19日 １ 修士課程の研究計画書の承認について 

２ 休学について 

３ 特別講義について 

４ その他 

５ 令和2年 10月 15日 １ 臨床検査学専攻 博士論文研究計画審査委員の選出について 

２ 大学院実践者養成コース開設に伴う学則の改正について 

３ その他 

６ 令和2年 11月 18日 １ 研究科担当教員の資格審査について 

２ 博士後期課程 出願資格審査等について 

３ 博士論文予備審査に係る博士論文予備審査委員の選出につい 

 て 

４ 令和３年度大学院のシラバスについて 

５ 修士論文題目変更について 

６ その他 

７ 令和2年 12月 23日 １ 修了式の謝辞等代表者の選出について 

２ 保健医療学研究科令和３年度の授業科目について 

３ 保健医療学研究科令和３年度の非常勤講師について 

４ 博士論文予備審査の結果報告について 

５ その他 

８ 令和3年 1月 29日 １ 令和２年度修士論文審査会の審査委員について 

２ 令和２年度博士論文審査会の審査委員について 

３ 令和２年度保健医療学研究科 論文発表会（最終試験）要領に

ついて 

４ 長期履修について 

５ 実践者養成コース（保健師課程・助産師課程）の県内推薦枠に

ついて 
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６ その他 

９ 令和3年 2月 24日 １ 看護学専攻及び臨床検査学専攻における修士学取得要項の改

正について 

２ 令和３年度学年暦について 

３ 令和３年度入学式オリエンテーションについて 

４ その他 

１０ 令和3年 3月 18日 １ 休学について 

２ 大学院研究科担当教員資格審査規程について 

３ 保健師・助産師課程の課程変更に係る変更承認申請について 

４ 令和３年度大学院保健医療学研究科 行事予定表について 

５ 保健医療学研究科の各種申請書の押印の見直しについて 

６ その他 
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